

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章









　ほとんど全ての同級生たちが指折り数えて長らく待ちわびていた夏休みも、近きん隣りん一帯半径十キロ圏けん内ないでは老ろう若にやく男なん女によ合わせても知らぬ人間の方が少ないという有名不良女子小学生、安あん司じ樹じゆ理りにとっては、まるで終わりなき退たい屈くつと惨みじめさの無む間げん地じ獄ごくのように感じられていた。

「あああぁぁ──、もう！　腹が立つ！」

　強い日差しが照り付ける国道脇わき。苛いら立だち任せに自転車のペダルを踏ふみ締しめながら、樹じゆ理りは天を仰あおいだ。叫さけび声ごえはすぐにセミの鳴き声に搔かき消けされ、届く当てもない。空を見上げれば憎にくらしいほど分厚い積乱雲が、地べたの人間をあざ笑うかのごとく天高くそびえている。

　一体何がそんなにムカつくのか。原因は数え切れないほどいろいろあったが、夏休み三日目の樹じゆ理りにとって、まず一番に挙げられるのはつい三十分前に起きたスクールカウンセラーとの一ひと悶もん着ちやくであった。

「ミッチー、めちゃくちゃ怒おこってたね」

　樹じゆ理りの後ろ、荷台に逆向きになって跨またがる八や代しろ八や千ち代よがまるで独り言のように呟つぶやいた。学年を考えても小こ柄がらな体たい軀く、不相応な露ろ出しゆつの多い服装、誰だれよりもクリクリと大きな目。その目はずっと、忙せわしなくスクロールするスマホの画面に釘くぎ付づけになっていた。

「にしてもジュリちゃん、ちょっと早すぎじゃなかった？　相談室に入ってから飛び出してくるまで、五分も経たってなかったと思うんだけど」

「オレのせいじゃねーからな。向こうからいきなり喧けん嘩かふっかけてきやがったんだ」

　樹じゆ理りは横顔を向け、嚙かみ付つくように言った。

「のっけからこうだ。『夏休みはどう？　楽しんでる？』『宿題はちゃんとやってる？』おまけに『お家うちの人とは仲良くしてるの？』なんて、人の気も知らないで」

「ふーん……それで？」

「正直に答えてやったよ。『休みなんかクソだ。宿題は火ぃ付けて全部燃やしたし、家にはもう丸一週間帰ってない』そしたらギャンギャン小言ばっかり言ってくるから、オレも腹が立ってババァの顔に麦茶ぶっかけてやった」

　その声にはやたらと熱がこもっていた。樹じゆ理りは苛いら立だった様子でペダルを強く踏ふみ締しめ、その反動で自転車が不安定に揺ゆれた。それでも、八や千ち代よは視線を上げようとすらしなかった。

「あー、それでミッチーあんなだったんだ。ジュリちゃんを追いかけて部屋から出てきたとき、ずぶ濡ぬれだったから何かと思ったよ」

　八や千ち代よは言った。するとそれに続けて、並へい走そうする別の一台に跨またがる少女が呆あきれたように呟つぶやいた。

「ミッチーも夏休み早々災難ね」

「なんだよ、お前はアイツの味方か？」

「ある意味、ね。だって、また辞やめられてしまったら困るもの。あの人がベストってわけじゃないけど、前任のお間ま抜ぬけさんに比べたら全然マシでしょう？　説教臭くさいのは癇かんに障さわるけど、少なくとも今はドーナツが食べられるんだから」

　少女の名前は伏ふし見み玲れ奈なといった。ぼうっと遠くに向けられた眠ねむそうな目、ボソボソと平へい坦たんで掠かすれた声、平へい坦たんな幼児体型。樹じゆ理りはそんな玲れ奈なに怪け訝げんそうな視線を向け、言った。

「なんだよ、結局は食い気か」

「あら、お言葉ね。貴方あなたほどじゃないわ。私にとってはないよりはマシって程度の話だけど、貴方あなたの場合は違ちがうみたいじゃない。今日もせっかくの夏休みにわざわざ学校まで出向くだなんて、よほど食い意地が張ってなければできないことよ」

「っ……、そうかよ、悪かったな」

　樹じゆ理りは言い返す言葉が見当たらず、大きく溜ため息いきを吐ついた。視線の先でずっと揺ゆらめいている陽かげ炎ろうが、なんだかやたらと恨うらめしかった。




　樹じゆ理り、八や千ち代よ、玲れ奈なの三人は米こめ野の木き小学校六年の同級生で、親友同士であった。もう少し言うと、三人が三人とも、お互たがいしか友達と呼べる存在がいない、他には一人も友人がいないという特異な間あいだ柄がらにあった。

　その背景にあるのは、三人の激しい気き性しようだ。常に気分屋で自分勝手、飢うえた獣けもののように食い意地が張り、面めん倒どう事ごとには誰だれに何を言われようと無視を決め込む。他人の気持ちを顧かえりみることもなく、気が向かなければ平気で学校をサボり、暇ひまを持て余せば悪いた戯ずら三ざん昧まい。おまけにそれを悪いことだと思ったこともない。

　つまるところ、どうしようもない不良少女、手のつけられない悪ガキたちというのが彼女たちのもっぱらの評判であった。

　そもそもの原因は問題だらけの家庭環かん境きようだった。玲れ奈なの親は貧びん乏ぼうやくざの下したっ端ぱだし、八や千ち代よの家は詐さ欺ぎまがいの商売で恨うらまれてばかりの実業家。樹じゆ理りの父親に至っては、悪質な酒飲みとして有名なばかりか殺人の疑いまでかけられて現在失しつ踪そう中であった。

　当然、どの親も保護者としては失格だ。三人が三人とも、日常的に無視や暴力に苦しみながら生きてきた。おまけに世間での親の悪評は子供社会にも暗い影かげを落とし、何をせずとも同級生たちからは除のけ者もの扱あつかいであった。加えて事なかれ主義の先生たちは見て見ぬふりを決め込み、三人の問題を真面目に取とり扱あつかったこともなかった。

　これで健全に育てと言うのも無理な相談だ。例えるならば、三人は肌はだを寄せ合うハリネズミであった。我が身みを守るために針の毛皮を着き込こみ、それでも寂さびしいからとお互たがい傷付け合いながらも一いつ緒しよにいる。そしてその針が外敵に向けられるときには、いつでも大だい騒そう動どうが起きた。

　一つ例を挙げよう。今から丁度一年前、音楽の授業のグループ分けを巡めぐってこんな事件が起きた。

　当時八や千ち代よと玲れ奈なのどちらとも別のクラスにいた樹じゆ理りは、三人組を作って合奏の出来を競きそい合あうというコンテスト形式の授業でどのグループにも入れてもらえず見事にハブにされていた。正直樹じゆ理りにとってはそれくらい慣れっこであったので苦にもならなかったが、問題はもう一人同じ扱あつかいを受けた児童がいたことであった。

　丸まる山やま律りつ子こというその女子は、いつもはクラスの人気女子たちのグループにひっそりと交じっている目立たない子供であった。自己主張をすることもほとんどないし、友人と喧けん嘩かするようなこともない。そんな丸まる山やまに対し、女子たちのリーダー的な存在であった姫ひめ野の夏なつ美みが気まぐれでいじめのような扱あつかいをしたのだ。

『あっはっは。アンタ、誰だれも組んでくれる人がいないなら樹じゆ理りちゃんと一いつ緒しよにやればいいんじゃない？』

　結局このグループ分けは、先生が強制的に二人を割わり振ふって四人グループを作ったことで問題なく進行した。しかし樹じゆ理りは、腸はらわたが煮にえくり返かえるほど怒いかり狂くるっていた。

　別に丸まる山やまのことなどどうでもいいのだ。誰だれにどんな扱あつかいを受けようが知ったことではない。問題は、自分が罰ばつゲームのネタとして扱あつかわれたことであった。姫ひめ野のに対する樹じゆ理りの仕返しは、苛か烈れつを極きわめた。

　数回の練習を挟はさんで、コンテスト当日。樹じゆ理りはゴミ捨て場で拾ったクーラーボックスを抱かかえて学校にやってきた。中に詰つまっていたのは、夜中町外れの田んぼを回って採集した大量のオタマジャクシだ。

　休み時間、教室に人がいなくなったタイミングを見計らって、樹じゆ理りは〝狂きよう行こう〟に及およんだ。姫ひめ野のの机から合奏に使うリコーダーを盗ぬすみ出だし、その中に石せつ鹼けんで洗って匂においを取ったオタマジャクシを詰つめ込んだのだ。

　姫ひめ野のは演奏の瞬しゆん間かんまでそれに気付かなかった。そしてクラスメイトの前に立ってリコーダーを吹ふいたその瞬しゆん間かん、後こう端たんから勢いよくオタマジャクシの死し骸がいが噴ふん出しゆつした。まるでタピオカミルクティーを床ゆかに撒まき散ちらしたかのような惨さん状じようだ。あまりの出来事にクラスメイトたちは悲鳴を上げて姫ひめ野のの側そばから逃にげ去さり、姫ひめ野のも恐きよう怖ふで足を震ふるわせてへたり込んだ。唯ゆい一いつ樹じゆ理りだけが、喜色満面で腹を抱かかえながら笑い声を上げていた。

『見ろよ丸まる山やま、アイツの顔。バカみてぇにビビってやがる』

　突とつ然ぜん話を振ふられた丸まる山やまは青ざめていた。樹じゆ理りはそれから自席の横に置かれていたクーラーボックスを抱かかえて立ち上がると、教室中の視線を集めながら姫ひめ野のの前に歩み出た。そして残っていた数百匹ぴきを、残らず姫ひめ野のの頭にぶちまけた。

『オレをなめるなよ？　次はこんなもんじゃ済まないからな』

　結局この日は残り全ての授業が中止となり、手の空いた先生が全て駆かり出だされて掃そう除じに追われた。姫ひめ野のはしばらくの間学校に来られなくなり、両親が学校に怒ど鳴なり込んでくるような騒さわぎまで起こった。しかし樹じゆ理りは誰だれに何を言われようと反省の色など一いつ切さい見せず、大きなしこりを残したまま時間だけが過ぎていった。

　同じような騒そう動どうは、それこそ星の数ほど起きていた。原因が周囲にあることもあれば、もちろん樹じゆ理りたちが起点となった出来事もあった。三日に一度は誰だれかが泣き、一ヶ月に一度は誰だれかの胃に穴が空き、一年に一度は誰だれかが学校に来なくなった。彼女たちを止められる人間は、親にも教師にもクラスメイトにも一人もいなかった。

　せめて周囲に一人でも理解者がいたら事情は異なっていただろう。頼たよれる親しん戚せきや支え合える兄弟がいたら、三人がここまで捻ねじ曲まがってしまうことはなかったかもしれない。しかし三人の周りには親しん戚せきと呼べる存在もなく、樹じゆ理りを除いては兄弟もいなかった。

　そしてその樹じゆ理りの兄弟というのも、かなり特とく殊しゆな存在であった。樹じゆ理りの父親が前の妻との間に作った子供、いわゆる腹はら違ちがいの兄というもので、一回り近く歳としが離はなれていた上に一いつ緒しよに暮らしたこともなかった。樹じゆ理りが小学生になったばかりの頃ころにほんの僅わずかな交流があったくらいで、もう長らく姿も見せていなかった。

　おまけに樹じゆ理りはこの兄のことを酷ひどく憎にくんでいた。理由はこの兄が、妹の境きよう遇ぐうを知りながら助けもせずに見捨てて去っていってしまった過去があったからであった。

　更こう生せいなんか、望むべくもない。原因が家庭環かん境きようにあるのなら、対処にも限界がある。それが教師陣じんの総意だった。それで毎回のごとく貧びん乏ぼうくじを引かされているのが、米こめ野の木き小学校のスクールカウンセラー、田た中なか三み智ち子こだった。

　例えば今回の一件もまた、三み智ち子こにとっては見事なまでの貧びん乏ぼうくじであった。

　話はこうだ。夏休みに入るやいなや昼も夜もなく町をぶらつく三人に恐きよう怖ふを感じ、近きん隣りん住民が学校に苦情の電話を入れた。それで対応を余よ儀ぎなくされた学年主任が形だけでもと三み智ち子こにカウンセリングを命じ、三み智ち子こは嫌いや々いやながらリーダー格の樹じゆ理りを学校に呼び出したのだ。

　内心来なければいいのにと願っていた三み智ち子こであったが、残念、子供たちが相談に来やすくなるようにと毎回必ずドーナツを用意していたその優やさしさが仇あだとなった。わけあって酷ひどく腹を空かせていた樹じゆ理りはおやつ欲ほしさに無む邪じや気きな顔でやってきて、五分と保もたずに逆ギレし、三み智ち子この顔に麦茶をぶちまけて帰っていったのであった。

　不幸中の幸いだったのは、樹じゆ理りには結局ドーナツを食べる時間すらなかったということであった。樹じゆ理りが去ったあと、三み智ち子こは残されたドーナツをやけになって頰ほお張ばり、危あやうく喉のどに詰つまらせかけていた。




　さて、そんなこんなで食料調達に失敗した樹じゆ理りはすっかり飢うえていた。空腹感は最も早はや痛みを覚えるくらいになっていて、自分勝手ながら樹じゆ理りは泣きたい気分だった。

「くそぉ、腹減ったな……」

　なぜ自分がこんな不ふ遇ぐうな目に遭あわなければならないのか。一体自分が何をしたというのだろうか。樹じゆ理りは内心そんな風に思っていた。自分のしたことは全部棚たな上あげだが、樹じゆ理りにとってはそれが最も自然な思考だった。

「こうなったら仕方がねぇ……なぁ、八や千ち代よ？　少し頼たのみがあるんだが──」

　樹じゆ理りは、今度は真まっ直すぐ前に視線を向けたまま、まるで恐おそる恐おそるといった調子で声をかけた。瞬しゆん間かん、これまで一心にスマホを弄いじっていた八や千ち代よが弾はじかれたように顔を上げ、眉み間けんに深く皺しわを作って樹じゆ理りに向けた。

「ぜ──ったいやだよ！」

「おまっ、まだなんにも言ってねぇじゃねーか！」

「聞かなくてもわかるよ、お金貸してって言うんでしょ？　絶対やだよ！　ありえないし！」

　八や千ち代よの口調は、樹じゆ理りが内心想定していたよりも遥はるかに厳しいものだった。樹じゆ理りは面食らって言葉を返せず、その間に八や千ち代よは畳たたみ掛かけるように言った。

「返ってくる見み込こみがないのに貸すわけないじゃん。そもそもこれまでだって散々人からお金借りといて、一回だって返してくれたことないでしょ？　そういうのホント最低だと思うよ」

「な、なんだよケチ、ちょっとくらいいいじゃんかよ……オレは腹が減って死にそうなんだ、このままいよいよ耐たえられなくなったら、夜中に寝ねぼけてお前の尻しりに嚙かみ付つきかねないぞ？　そんなの嫌いやだろ？」

　樹じゆ理りは焦あせりの色を見せながら、わざとらしくおどけた口調でそう返した。出来は悪いが、場を和なごませるための咄とつ嗟さの冗じよう談だんのつもりである。いけないいけない、八や千ち代よの機き嫌げんを損そこねては。というのも、ここにも少々わけがあって、今の樹じゆ理りは八や千ち代よに対して強気に出られない立場にあったのだ。

　八や千ち代よの眉み間けんの皺しわが徐じよ々じよに緩ゆるまり、樹じゆ理りはホッと一息。よかった、誤ご魔ま化かせた。ただそれでも、今回のこれは墓ぼ穴けつと言わざるを得なかった。

「あ、そうだ、そこなんだけどさ──」

　今度は八や千ち代よの方が少し、諭さとすような口調になった。ただし強い立場にいるだけあってか、そこには強制力を感じさせるような響ひびきがあった。

「──そろそろジュリちゃん、あたしの家から出てってくれない？」

「なっ!?」

「わーお」

「流石さすがに一週間は長いかなーってさ。ほら、友達でも線引きは大切っていうじゃん？　そろそろ一人の時間も欲しいし、どっか他を探してよ」

　八や千ち代よは言った。樹じゆ理りにとってはまるで、夜道で突とつ然ぜん通とおり魔まに刺さされたかのような衝しよう撃げきだった。動どう揺ようが透すけて見えるような慌あわてた口調で、樹じゆ理りは叫さけんだ。

「他ってお前、オレに他のアテがあると思ってんのかよ!?」

「知らないよ、そんなの。あたしが気にすることじゃないでしょ？　とにかくあたしの家から出てってよ」

　そう返す八や千ち代よの声こわ音ねは、氷水みたいに冷たい。横で聞いていた玲れ奈ながクスクスと笑い、挑ちよう発はつ的てきな視線を樹じゆ理りに向けて言った。

「正論が出たわね」

「ああもう、友達甲が斐いのないやつらめ……それじゃあ玲れ奈な、仕方がないからしばらくお前の家に泊とめてくれよ。別にいいだろ？」

「絶っ対嫌いやよ、捨すて猫ねこを拾う趣しゆ味みなんて私にはないわ。申し訳ないけど他を当たって頂ちよう戴だい」

「なんだよお前ら、揃そろいも揃そろって！　おい八や千ち代よ！　まさか本気で言ってるわけじゃないよな!?　ただの冗じよう談だんだよな!?　今日もちゃんと泊とめてくれるんだよな!?」

「もー、わがままばっかり言わないでよ。あんまりしつこいようだともう二度とお古のスマホあげたりしないからね」

　八や千ち代よが口を尖とがらせて言った。まるでトドメの一ひと刺さしだ。樹じゆ理りは一いつ瞬しゆん、目の前が真っ白になったかのように感じた。

「ちょっ、それはいくらなんでもあんまりだろ！」

「ギガも分けてあげないからね。レナっちにもだからね」

「!?　ちょっと待って、そのとばっちりはおかしいわ！　樹じゆ理り、ちゃんと謝って。やっちゃんに誠心誠意謝って！」

「このやろう、人をおちょくりやがって……！」

　ギリギリと歯を軋きしませ、樹じゆ理りは苛いら立だち任せにペダルを踏ふみ込んだ。自転車が大きく揺ゆれ、八や千ち代よは不満の声を上げる。その声に余計に不ふ機き嫌げんさを募つのらせる樹じゆ理り。しかし樹じゆ理りには、どうしてもこれ以上の仕返しはできなかった。

　根底にあるのは、三人の歪いびつな力関係であった。いろいろと問題はあれど八や千ち代よの家は経済的には極きわめて裕ゆう福ふくだったので、娘むすめの八や千ち代よも小こ遣づかいだけは他の誰だれとも比べ物にならないほどたくさん貰もらっていた。対して絶対的な貧びん乏ぼう人にんである樹じゆ理りと玲れ奈なは、そんな金持ちの八や千ち代よにいろいろと頼たよっているところがあった。

　例えば二人が今漕こいでいる自転車もそうだ。どちらもそもそもは八や千ち代よの持ち物である。それから二人が使っているスマホ。これも半年おきに買かい換かえる八や千ち代よのお下がりであり、今はＳＩＭカードが抜ぬかれたまま使われていた。つまり八や千ち代よの言った「ギガを分ける」とは、要するにテザリングでＷｉ‐Ｆｉを使わせてやるという意味なのであった。

　そして目下家出中であった樹じゆ理りにとって、八や千ち代よは大事な寝ね床どこの提供者でもあった。

「……おい八や千ち代よ、わかってるだろ？　オレにはお前しかいないんだぞ」

「わかってるよ。けど、あたしも自分が一番大事だし」

「……くそ、わかったよ」

　樹じゆ理りはそう言って肩かたを落とした。今度は一転して、目の前が真っ暗になるかのような感覚だった。

　樹じゆ理りにとってはあまりにも辛つらい現実であった。一週間前、母との仲なか違たがいが原因で家出を始めてからずっと、樹じゆ理りは八や千ち代よの家に身を寄せていた。他に友達がいない樹じゆ理りにとっては、裕ゆう福ふくな八や千ち代よだけが唯ゆい一いつの寄る辺であった。

　更さらに言えば、樹じゆ理りはこの居い候そうろう生活を結構楽しんでもいた。なんといっても八や代しろ家は大金持ち。何もない自分の家とは比べ物にならないくらい居い心ごこ地ちが良かった。最新のゲーム機も会員制の音楽ストリーミングもあったし、お風ふ呂ろ上あがりには冷たい牛乳とアイスにありつけた。そして何よりも大切なことだが、Ｗｉ‐Ｆｉが使い放題だった。

　ただ同時に、樹じゆ理りは少々寛くつろぎすぎでもあった。他人の心情に気の回らない樹じゆ理りは、八や千ち代よの少し神経質な性格を忘れていたのだ。

　今回の例では、普ふ段だんの癖くせでお風ふ呂ろ上あがりに裸はだかで家の中をうろついたことが決定打となった。その無神経で品のない感じが、なまじ育ちのいい八や千ち代よの癇かんに障さわったのであった。

　八や千ち代よはわざわざ口で注意するような真ま似ねはしなかった。「わかったわかった」と口ばかりの生返事で終わらされるのは火を見るより明らかだったからだ。だから一いち撃げき必ひつ殺さつとばかりに、今回こうして突とつ然ぜんの全面お泊とまり禁止の刑けいに処したのであった。

「……だが、そしたらオレはどうしたらいいんだ？　橋の下で野宿でもしろってか？」

　樹じゆ理りは少し弱ったような声こわ音ねで言った。

「橋の下……ホームレスのおじさんみたいに？」

「あら、気ままでいいじゃない。もしそうなったらダンボールの差し入れくらいはしてあげるわよ」

「お前ら、他ひ人と事ごとだと思って……！」

「ならいっそのことパパ活でもしてみたらどうかしら。横の席の鶴つる木きさん、この前教室で普ふ通つうにやってるって自じ慢まんしてたわよ」

　玲れ奈なは言う。本気なのか冗じよう談だんなのか、いつも通りの憮ぶ然ぜんとした表情からは判別がつかない。樹じゆ理りは件くだんの鶴つる木きという、どちらかといえば大人しめな女子が大人の男と密会している様子を想像してみて、吐はき気けを催もよおすような気味の悪さを覚えた。

「うげー、悪あく趣しゆ味みだな。あれって変態にベタベタ触さわられたりするんだろ？　オレはそんなの絶対嫌いやだぞ」

「実際どうなのかしらね。鶴つる木きさんが言うにはちょっと写真撮とられたりするくらいみたいだけど。なにかやっぱり危ないことがあるのかしら」

「おいおいおいおい、なんだよ玲れ奈な、まさか興きよう味み津しん々しんってか？」

「はっ、ありえないわ。ただ鶴つる木きさんが本当はどこまでやってるのか気になるだけよ。場合によっては付き合い方を考え直さなきゃならないもの」

「付き合い方も何も、お前ら別にダチでもなんでもないだろ」

「あ、そうだ！　ホームレスで思い出したんだけどさ、ジュリちゃん、そーゆーのとかでいいのなら割といいのが見つかるかもしれないよ！」

　と、唐とう突とつに八や千ち代よが言った。まるで世紀の大発見をしたかのような声こわ色いろだ。その言葉が耳に届いて、一いつ瞬しゆん、二に瞬しゆん、三さん瞬しゆん、樹じゆ理りは意味を理解しようと頭を捻ひねった。が、結局答えは見えず、眉まゆ根ねを寄せた怪け訝げんな視線を八や千ち代よに向けた。

「そーゆーのって、どういうのだよ？」

「ダンボールの掘ほっ立たて小ご屋やとかそういうのだよ！　ホームレスのおじさんが住んでそうなやつ！」

「掘ほっ立たて小ご屋や……って、おいこら！　誰だれもそんなのでいいとは言ってないぞ！」

「いいから話を聞いてって！　つい一、二週間前にさ、ウチのクラスの男子たちが夏休みに向けて秘密基地を作ってるってコソコソ話してたんだよね。五、六人はいたかな？　速はや水みくんがいたことだけは覚えてるんだけど。レナっちが片思いしてるあの男の子、知ってるでしょ？」

「ちょっと待って！　私別に片思いなんてしてないんだけど！」

　反射的に玲れ奈なは叫さけんだ。だがその慌あわてた様子を見れば、真実は誰だれの目にも明らかだった。それにそもそも、樹じゆ理りも八や千ち代よも玲れ奈なの片思いのことは前から充じゆう分ぶん承知していた。樹じゆ理りは記き憶おくを掘ほり返かえして、話に出てきた男子の顔を思おもい描えがいた。

　速はや水み裕ゆう太たというその男子は、玲れ奈なのみならず同校の女子たちの間で非常に人気が高かった。運動はあまり得意な方ではなかったが、学年で一、二を争うほど頭が良く、大人びて品があり、誰だれに対しても別わけ隔へだてなく優やさしい。まるで理想の男子。そしてこれは何よりも大切なことだが、顔が良かった。

　玲れ奈なが恋こいに落ちたのは、一年前、速はや水みが玲れ奈なと同じクラスメイトだったときのことだった。遠足での山登り、いつもの三人でふざけ合っていた玲れ奈なは木の根っこに足を取られて転てん倒とう。膝ひざに大きな擦すり傷きずを負った。

　無論、樹じゆ理りと八や千ち代よの二人は不注意を指差して笑うばかりでなんの助けにもならなかった。だが丁度そのとき一部始終を目もく撃げきしていた速はや水みが玲れ奈なに駆かけ寄より、役立たず二人を尻しり目めに水すい筒とうの水とハンカチで手当をしたのであった。

　以来、玲れ奈なはそのときのハンカチを自宅の机の一番目立つところに飾かざっていた。で、未いまだかつて恋こいをしたことのない樹じゆ理りと八や千ち代よは、それについてただただ薄うす気き味み悪わるいとしか思っていなかった。

「……レナっち、叶かなわぬ恋こいはそろそろ諦あきらめなよ？　あたしたちみたいなダメ人間に好きになられても、速はや水みくんだって迷めい惑わくだって」

　ニヤニヤといやらしく笑えみを浮うかべながら、八や千ち代よは言った。

「は？　意味がわからないわ。私は樹じゆ理りややっちゃんと違ちがって駄だ目め人間ではないもの。それに駄だ目め人間だったとしても、裕ゆう太たさんはそれだけで人を好すき嫌きらいするような人ではないわ」

「はいはい、妄もう想そう乙おつ。つかなんだよ『裕ゆう太たさん』って、マジ気持ち悪いな」

　今度は樹じゆ理りだ。こうなったらもう収拾がつかない。頭に血を上らせ、玲れ奈なは嚙かみ付ついた。

「は？　喧けん嘩か売ってるの？　ねえ樹じゆ理り、私に喧けん嘩か売ってるの？　というかその汚きたない口から裕ゆう太たさんの名前を出さないでもらえるかしら。裕ゆう太たさんが汚よごれてしまうわ。自分がどれだけクソ汚きたないのか汚きたなすぎて自覚もないのでしょうけれども」

「おうおう、じゃあなんだ？　腐くされチンカス野や郎ろうとでも呼んでやった方がいいってか？　あんだけナヨナヨした男じゃそれでも褒ほめ言葉に聞こえるかもしれねーけどなぁ！」

「なんですって……！」

　それからしばらくの間、三人は口くち汚ぎたなく罵ののしり合あった。まるで親友らしくはないが、彼女たちにとってはこれも平常運転だった。それから口論が一段落したところで、樹じゆ理りは尋たずねた。

「で、その速はや水みがどうかしたってのかよ」

「聞いてた限りだと、どうも速はや水みくんの親しん戚せきに大工さんがいるらしくて、秘密基地作りもそれなりに本気でやってるみたいなんだよね。水道とか電気とかも使えるようにしてるとかでさ。仕切りも速はや水みくんがやってるみたいだし、これは結構期待ができるかもって」

「あー、なるほど。話がわかったぞ。つまりそいつを分ぶん捕どっちまえばいいってわけだな？」

　樹じゆ理りは文字通り膝ひざを叩たたいて言った。対して八や千ち代よは首を縦に振ふって答えてみせた。

「夏休みの最初には完成させるつもりだったみたいだからさ、今いま頃ごろみんなで完成祝いでもしてるんじゃないかな？」

「ちょ、ちょっと待って、そんなの許可できないわ！」

　と、玲れ奈な。だが今は少し劣れつ勢せいであった。どうしようもなく酷ひどい話ではあるが、泊とめてもらえない以上樹じゆ理りには玲れ奈なの感情を思おもい遣やってやる必要などどこにもなかったし、速はや水みとの仲も応おう援えんしてなどいなかったからだ。

「知るかよ。オレには寝ね床どこが必要だ」

「てゆうかさ、レナっち、いくら速はや水みくんでも十一にもなって秘密基地だなんてちょっと恥はずかしいとは思わない？　そういうガキっぽいのってさ、普ふ通つう二年生か三年生くらいで卒業するもんでしょ？」

「そ、それはそうかもしれないけれど……！」

「ってことは、なるほど、つまりこれは人助けも兼かねてるってわけだ。もしもガタガタぬかしてきやがったら顔面を二、三発ブン殴なぐってやればいい。そしたら男バ子カどもも目が覚めて多少はマシなこと考えるようになるだろ。少なくとも、玲れ奈なが隣となりに立っても恥はずかしくないくらいには大人になってもらわねーとな！」

　それに……と挟はさんで、樹じゆ理りは続けた。

「無様に負けるとこを見れば、お前も自分の間ま違ちがいに気付くさ。玲れ奈な、弱ぇヤツは男だろうが女だろうがオレたちにふさわしくない」

「……貴方あなた、勝つ気でいるの？　五対一よ？」

「ハッ、オレを誰だれだと思ってやがる」

　瞳ひとみの奥に輝かがやくのは、自じ暴ぼう自じ棄きな全能感──いい意味でも悪い意味でも、樹じゆ理りには怖こわいものなど何もなかった。どこまでも思い付きのまま行動するだけの悪童。それが結局悪い結果を呼び込むことになったとしても、この町一番の不良少女にとってはどうでもいいことだった。

「……呆あきれるわね、貴方あなたには」

「よーし、決まりだな。早さつ速そく乗り込もうぜ。場所はどこなんだ？」

「確か、あっちの方」

　そう言って八や千ち代よが指差したのは、どこともはっきり説明し難がたい、町並みから覗のぞく小さな山の中腹辺りであった。学校からはこの町で一番大きな国道を挟はさんで反対側、車でも三十分はかかる遠方だった。

「……八や千ち代よ、マジで言ってるのか？」

「まあ、秘密基地なんだからさ、すぐに見つかるようなところには作らないんじゃないの？」

「だとしたら行くだけで一苦労ね。樹じゆ理り、諦あきらめてもいいのよ？　余計な苦労をする必要はないわ」

「バカ言うんじゃねーよ。せっかく安住の地を見つけられるかもしれないんだ、そう簡単に諦あきらめてたまるか」

「それにどうせ暇ひまだしね」

「男バ子カどもも菓か子しの一つくらいは持ってきてるだろ。事が済んだら丸ごといただきだ！」

　樹じゆ理りはペダルを踏ふみ込んだ。喧けん嘩かの予兆に興奮しているのか、先さき程ほどまでの弱々しい雰ふん囲い気きはもうどこにも感じられなかった。










　大学院修士一年の犬いぬ山やま龍りゆう二じにとって、この夏休みは人生最後の平和な休きゆう暇かとなるはずであった。少なくとも、去年の夏の終わりの時点ではそうなる予定であった。だが運命がそれを許さず、龍りゆう二じは今、地方高速の走行車線を制限速度マイナス二十キロでノロノロと走りながら、同乗する研究室仲間二人にひたすら愚ぐ痴ちをこぼしていた。

「──別によ、仕事そのものが嫌いやだってわけじゃないんだ。やることがそんなにあるわけじゃないし、ヒマな間は自分で好きに研究を進めていればいい。おまけに滅めつ多たに会わない他よ所その大学の連中とも話ができるしな」

「……」

「それから金だって貰もらえる。しかも悪くはない額だ。再来年には俺だって就職して働き始めなきゃならないが、そんとき給料で貰もらえる金よりいいかもしれないくらいだ」

「……」

「だが、だがよ、嫌いやだって言ってんのに二年も連続で同じ人間にやらせるこたあねえだろ。そんなにウチの研究室は人手不足か？　代わりの人間は一人もいないのか？　そんなわけはない。ウチは人気なんだから、どっちかって言えば余ってるくらいのはずだ──」

「はぁ。いつまで続くのかしら、これ」

　後部座席で荷物に押おし潰つぶされそうになっている後こう輩はい、都つ築づき美み保ほはそう言いながら疲つかれ果はてた顔で溜ため息いきを吐ついた。独り言としては少々大きすぎるようなその都つ築づきの声は、実のところ助手席に座るもう一人、龍りゆう二じと同じく修士一年で龍りゆう二じの大学入学以来の親友である高たか嶋しま真ま澄すみに向けられていた。

「まあまあ、許してあげてよ。愚ぐ痴ちっぽいのは龍りゆう二じのキャラだからさ」

「キャラだから……って、それって別に許せる理由にならなくないですか？」

「そうかもしれないけど、まあ、今回は理由もあるわけだし」

「──確かによ、俺があの町で生まれ育ったのは事実だ。時間でいやあ他のどこよりも長く住んでたし、実際今でも一番土と地ち勘かんがあるのはあの町だ。だがもう実家があるわけでもないし、これといったダチがいるわけでもない。多少詳くわしいってだけで、それ以上のことは何もないってのによ──」

「……はぁ」

　再度の溜ため息いき。そこへカビ臭くさいエアコンが唸うなりを上げ、氷水のごとく冷たい風を吹ふき付つけてくる。シートは公園のベンチみたいに硬かたいし、車内に流れる音楽は趣しゆ味みではない。都つ築づきにとっては、不快指数の人生最高記録を塗ぬり替かえかねない過か酷こくな環かん境きようだった。

　ただ実際、龍りゆう二じの憤いきどおりには正当性もあった。問題の仕事、つまり龍りゆう二じが所属する東ひがし山やま大学総合理工学研究科航空宇宙システム工学専せん攻こうジェット推進研究室、略して「ジェッ進しん研けん」が毎年行っている実験飛行場への監かん督とく隊たい派は遣けんに隊長として龍りゆう二じを加えることは、龍りゆう二じが学会のために研究室を留守にしている間に欠席裁判で決められたことなのであった。

　しかもその理由というのも納なつ得とく感かんに欠くものだった。ジェッ進しん研けんが保有するその実験飛行場はキャンパスから遠く離はなれた田舎いなか町まちの小山の中腹にあったのだが、偶ぐう然ぜんにも龍りゆう二じはその田舎いなか町まちの出身であった。ならば土と地ち勘かんもあろうというわけで、他にも数十人の学生がいながら龍りゆう二じは二年連続でメンバーに選ばれたのであった。

　もちろん学会から帰ってきた龍りゆう二じはそれを知るなり教授に猛もう抗こう議ぎしたのだが、面めん倒どうを蒸むし返かえしたくなかった教授は全く聞く耳を持とうとしなかった。相手が指導教員でなければ怒いかりのあまりに教授を窓から投げ飛ばしていたことだろう。実際、抗こう議ぎの瞬しゆん間かんに見せた龍りゆう二じの形相の恐おそろしさといえば、偶ぐう然ぜんそこに居合わせた学部生が二度とジェッ進しん研けんに近付けなくなるほどであった。だが結局「言うことを聞かなければ金輪際研究の世話はしない」と脅おどされてしまえばどうしようもなく、龍りゆう二じは受け入れざるを得なかった。

　だからそう、今日の龍りゆう二じの愚ぐ痴ちは止とどまるところを知らなかった。

「どいつもこいつも面めん倒どうだからって逃にげやがって、少しは根こん性じようらしいもの見せろってんだ。たかだか一ヶ月田舎いなかで暮らす、それのどこが悪い？　都会に住んでる馬鹿な金持ちはわざわざ金出してまでそんなことしてるんだぞ？　三年の研究室生活でみんな一回ずつ。それで平和に済む話じゃねえか」

「ああもう、頭がおかしくなりそう……」

「これでもし『来年も～』なんて話になったら、轟とどろきさんのことだって許しはしない。ジェットエンジンの排はい気きでケツの皮がめくれ上がるまで炙あぶってやる」

　轟とどろきさんというのは、欠席裁判を黙だまって見守っていた研究室の助教だ。龍りゆう二じにとっては諸悪の根源。だからこそ冗じよう談だんで言ったつもりの言葉にも本気っぽい響ひびきが混ざってしまい、助手席の高たか嶋しまがちょっとびっくりしたように言った。

「でも龍りゆう二じ、これっきりって約束にしたんでしょ？　今年は我が慢まんして行くから、来年からはもうなしだって」

「まあそうだが、去年も似たような約束をしといて結局反ほ故ごにされちまったんだ。それにそもそも、俺は一度だって行きたくはなかったんだぞ？」

　龍りゆう二じは横の高たか嶋しまにチラリと視線を向け、続けてキッパリとこう言った。

「二度とこの町には帰ってこない。俺はそう誓ちかったはずなんだ。なのにこれでもう二回目だ。その誓ちかいを破るのも」

　そうだ。俺はもう、二度とあの町には戻もどらないはずだった──龍りゆう二じはその言葉をもう一度、今度は声にも出さずに口の中で嚙かみ締しめた。そして窓を開け、唾つばと一いつ緒しよに外へ吐はき捨すてた。

「マジで嫌いやなんだ。しかも今回はなんだか嫌いやな予感がしやがる。なんだか恐おそろしく、バカなことが起こるんじゃないかってな」

「それじゃあなーんで引き受けたのよ。欠席裁判であれなんであれ、最終的にはアンタが首を縦に振ふったからこうなったんでしょ？」

　思わずといった調子で、都つ築づきが言った。

「なんだよ都つ築づき、やたら棘とげのある言い方だな」

「ずっと愚ぐ痴ちを聞かされ続けてる私たちの身にもなりなさいよ……出発してから一体何時間経たったと思ってるの？」

「ちなみに五時間だよ、龍りゆう二じ。念ねんの為ため言っとくけど、五時間」

「ほら聞いた？　五時間もよ、五時間」

「だからなんだよ。このまま俺の腹の虫が治まらなければ夏中ずっと愚ぐ痴ちり続けてやるよ。黙だまって聞いてろ」

「あーもー、呆あきれた」

　都つ築づきはそう嘆なげいて、横の座席に積まれたダンボール箱へ力なくもたれかかった。

　バンには荷物が満まん載さいだった。実験機材にキャンプ道具、資料、コンピュータ、各人の手荷物。荷室にはそれらが山のように積まれ、後方への視界はほとんどゼロ。挙げ句一部は積みきれずに後部座席を占せん領りようし、カーブのたびに都つ築づきを押おし潰つぶしそうになっていた。

「……やっぱこのお仕事、断っとくべきだったわ」

「ハッ、今いま更さら遅おそいぞ」

「都つ築づきちゃんも災難だったね。女の子なのに押し付けられちゃって」

「ほんとですよ！　せっかくの学部最後の夏休みなのに……！」

「んなもんになんの意味もないだろ。っつうか都つ築づき、お前も院進するつもりだろ？　だったらこれは最後っていうより最初の夏休みだぞ」

「ははっ、それは言えてるかも」

　高たか嶋しまはそう笑って、窓の外を見た。目が痛いほどの晴天で、眼下では海一面が太陽のように輝かがやいていた。都つ築づきとは対照的に、高たか嶋しまには楽しげな雰ふん囲い気きさえ感じられた。

「ねぇ、高たか嶋しまさんはどうして今回参加したんですか？」

「僕かい？　僕は実のところ、ずっと行ってみたいと思ってたんだよ。ホントは去年も行きたかったんだけど、あいにく体の具合が悪くてね。龍りゆう二じが代わりに行くって聞いてすっごく羨うらやましかったなぁ」

「え、それホントですか」

「コイツの趣しゆ味みなんだよ。キャンプだのアウトドアだの、そういう貧びん乏ぼうくせえのが」

　龍りゆう二じは少し馬鹿にしたように言った。高たか嶋しまはそれを聞いてムッとした表情を浮うかべ、こう返した。

「貧びん乏ぼうくさいとは酷ひどいなぁ。結構お金もかかるんだよ？」

「だったら俺はその金でバイクでも買うね。そっちのがよっぽど合理的だ」

「わかってないなぁ。合理性なんてどうでもいいんだよ、こういうのは趣しゆ味みなんだから」

　高たか嶋しまは言った。実際、バンに積まれている荷物の四分の一は高たか嶋しまのキャンプ道具であった。また実のところ、龍りゆう二じはなんだかんだ言いつつもこれから一ヶ月の生活を高たか嶋しまのアウトドア能力に頼たより切きりで過ごす腹積もりでいたのであった。

「ところで龍りゆう二じ、君の研究道具はどうしたんだい？　この車には積んでないみたいだけど」

「結局運送業者に頼たのんだよ。最初は屋根にでも括くくり付つけて運ぼうかと思ってたんだが、デカすぎてどうしようもなくてな。もう向こうには着いてるはずだ」

「そっか。じゃ、せっかくだし、この夏の間に飛ばせるようにしたいね」

「頑がん張ばるつもりではいるが、どうだかな。まだ課題は多い。絶対的にパワーが足りてないんだ。相当軽い人間じゃなきゃ、浮うかび上あがるのがやっとだ」

　龍りゆう二じはそう言いながら、カーナビ代わりのスマホに一いち瞥べつを向けた。出発から延々五時間。つまりそれが意味するのは、飛行場への長い道のりも間もなく終わるということであった。

「さて、じきに高速降りるぞ。買い忘れたものがあれば途と中ちゆうのコンビニ寄ってくが、必要あるか？」

　都つ築づきと高たか嶋しまの二人は首を横に振ふった。龍りゆう二じは横目とミラーでそれを確かく認にんし、フンと鼻息を鳴らした。

「そしたら、ま、楽しい楽しい夏休みの始まりだ。一ヶ月、覚かく悟ごはいいな」










「ぜぇ……ぜぇ……おい八や千ち代よ、お前いい加減、降りて歩けっつーの……！」

「えー、絶対嫌いやだよ。こんな急坂、絶対筋肉痛になっちゃうもん」

　涼すずしげな顔で八や千ち代よは返す。樹じゆ理りが汗あせだくになりながら必死に漕こぐ、自転車の荷台で。親友ながらこの瞬しゆん間かん、樹じゆ理りは八や千ち代よのことを殴なぐりたいくらい憎にくらしく思った。

「いつかほんと、ブッ殺してやる、お前のこと……！」

「別にいいけど、そしたら金輪際スマホはなしだからね。連帯責任でレナっちもだからね」

「最悪ね、とんだとばっちりだわ。樹じゆ理り、ちゃんとやっちゃんに謝りなさい」

「くそ、誰だれが謝るか……！」

　さて、出発からどれくらいの時間が経たっただろうか。急坂は果てしなく続き、道の両側には真っ暗な森が広がっている。三人はただひたすらに無心で山を登っていた。それも実のところ、明確な目的地を知らないままにであった。

　一体どういうことか。原因は八や千ち代よの勝手な思い込みにあった。

　出発の際、八や千ち代よは確かにこの山を指差したが、実際に秘密基地があるという確証はどこにもなかったのである。その一方で、八や千ち代よは玲れ奈ななら詳くわしい場所を知っているだろうと勝手に思い込んでいた。理由は件くだんの片思い。イケメン速はや水みに思いを寄せる玲れ奈ななら、きっとストーカーのように何もかも把は握あくしているだろうと期待していたのであった。しかし当の玲れ奈なといえば……

「……おい八や千ち代よ、ホントにこの辺りにあるんだろうな？」

「そんなのあたしは知らないよ。レナっち、どうなの？」

　何の気なしに八や千ち代よは尋たずねる。背後の玲れ奈なは驚おどろいた顔をして、素す直なおに答えた。

「どうと言われても、私は何も知らないのだけれど……」

「え、ちょっと待ってよ。レナっち、知ってるんじゃなかったの？」

「どうして？　私、そんなこと一言も言ってないけれど」

「オイオイオイオイ、お前らちょっと待てよ！　まさかオレたち、誰だれも目的地を知らずに走り回ってたわけじゃないよな？」

　樹じゆ理りは思わず自転車を止めた。すっかり息が上がり、背後の二人を睨にらみつけるその瞳ひとみには早くも怒いかりの色が見みえ隠かくれしていた。

「どうなんだよオイ！」

「ちなみにだけど、あたしは知らないよ。ただこの山のどっかにあるって聞いたことがあるだけで、詳くわしい場所は」

「私も何も知らないわ。というかそもそも秘密基地の話も詳くわしく知らないもの」

「えぇー、そんなの困るよレナっち。レナっちって速はや水みくんのこと好きなんじゃなかったの？」

「それも一言も言ってないし。というより仮に、仮に好きだったとして、そこになんの関係があるのかわからないのだけれど」

　玲れ奈なは言う。すると間かん髪はつを入いれずに、八や千ち代よがこう返した。

「好きだったら知ってるでしょ。レナっち粘ねん着ちやく質しつだし」

「……ちょっとそれ、どういうことかしら」

「あー、確かになんかそういうイメージあるよな、玲れ奈なって。なんつーかストーカー気質？　みたいな」

　今度は樹じゆ理りが言った。瞬しゆん間かん、玲れ奈なは憤ふん慨がいして叫さけんだ。

「ちょっと待って！　私はストーカーなんかじゃないわ！」

「わかってるよレナっち。犯罪者はみんな自分のことそう言うんだ」

「犯罪者扱あつかいはやめて！」

「って、今はそんなことどうでもいいんだよ！　問題は秘密基地だ！　もしかしてお前らどっちも知らないのか!?」

　口論を遮さえぎるように、樹じゆ理りは声を張り上げた。今度ははっきりとした怒ど声せいだ。しかしそれくらいで二人が怯ひるむはずもなく、八や千ち代よと玲れ奈なは取とり繕つくろう素そ振ぶりも見せずに首を横に振ふった。

「まじかよ……ってことは、オレたちはただバカみたいに闇やみ雲くもに走り回ってただけだっていうのか？」

「走り回ってたっていうか、ただただジュリちゃんがバカみたいに真まっ直すぐ突つっ走ぱしっていくからそのままにしといただけっていうか」

「見事なバカっぷりだったわね。まるで飼い主にボールを投げられたバカ犬だったわ」

「おいこら！　人のことをナチュラルにバカにするんじゃねえ！」

「にしても困ったね、これじゃあただの無む駄だ足あしじゃん。なんかもう疲つかれたし帰ろっか」

「疲つかれたって、お前人の後ろでスマホ弄いじってただけじゃねーか！」

「うん。だからなんか、目が疲つかれた」

「だったらそいつから目を離はなせ！　今すぐに！」

「ちょっと貴方あなた、興奮しすぎじゃないかしら。耳に響ひびくのだけど」

「誰だれのせいだ、誰だれの！」

　躍やつ起きになって叫さけぶ樹じゆ理り。しかし八や千ち代よと玲れ奈なの二人は意外そうに顔を見合わせ、次の拍ひよう子しには揃そろって樹じゆ理りの顔面を指差した。そして告げられた言葉は、樹じゆ理りにとってあまりにも冷れい淡たんなものだった。

「まあ、正直言ってあたしは秘密基地とかどーでもいいし」

「左に同じよ」

「お、お前らなんか嫌きらいだ！」

　樹じゆ理りは感情が昂たかぶりすぎて、泣きたいくらいの気持ちになっていた。というより実際、目め尻じりには涙なみだが浮うかんでいた。

「だったらお前の家に泊とめてくれよぉ！　そしたら秘密基地探しなんてバカな真ま似ねはしないで済むじゃねーか！　少しはオレのこと可哀想かわいそうだとか思わねーのかよ！」

「そんなこと言われても、あたしは自分が第一優先だしねぇ」

「左に同じよ。可哀想かわいそうでも情けはないわ」

「お前らぁ……！」

「んー、まあでも、どうしてもっていうのならもう少しくらい付き合ってあげてもいいよ」

「え、やっちゃん本気で言ってる？」

「まあ、うん」

「や、やちよ……！」

　不意打ちとばかりに突とつ然ぜん向けられた優やさしさに感かん極きわまって、樹じゆ理りは八や千ち代よに抱だきついた。半分自転車に跨またがった状態のまま、荷台に座る八や千ち代よへだ。樹じゆ理り自身自分が何をしようとしていたのかよくわかっていなかった。ともかく自転車はバランスを崩くずし、二人揃そろって地面に倒たおれた。

「いててて……ジュリちゃんちょっと、無理矢理すぎだって！　擦すりむいちゃったじゃん！」

「そんなもん唾つばでもつけときゃ治るって。なんだったらオレが舐なめてやろうか？」

「うげ、汚きたないこと言わないでよ。気持ち悪いなぁ」

「それより八や千ち代よ、秘密基地だ秘密基地。早いとこ見つけないと今日は寝ね床どこがないぜ」

「アテはあるの？」

　と、尋たずねたのは玲れ奈なだ。八や千ち代よは樹じゆ理りに抱だき締しめられながら、こんな風に答えた。

「アテってほどじゃないけど、ほらあそこ、道がある」

　同時に指差したのは、道の右側に見える、小さな森の切れ目。ほとんど誰だれにも気付かれそうにないくらいひっそりとしているが、車一台くらいなら通れそうな小道がそこから続いていた。

「ここまでずっと一本道だったし、なんかあるかも。っていうかなかったらもう埒らちが明かないし、今日はこれでお開きってことで」

「なんだよおい、『ちょっとくらい』ってそういうことかよ」

　八や千ち代よは頷うなずく。

「嫌いやならあたしは今すぐ帰るけど」

「ああもう、わかったよ」

　樹じゆ理りは八や千ち代よを離はなし、起き上がって自転車を立て直した。それから八や千ち代よも助け起こし、自転車の荷台に再び乗せた。

「そしたらまあ、とりあえず行ってみるか。雰ふん囲い気きそれっぽいし、なんかあるだろ」

「雰ふん囲い気きって、いかにもバカっぽい発言ね」

「言ってろ」

　三人は再び走り出した。小道へ向かって、まるで吸い込まれていくかのようであった。










　目的地であった実験飛行場の、その一角に建てられた小さな格納庫ハンガー。広さはバスケットボールコート二面分を少々上回る程度で、外観は巨きよ大だいな正面扉とびらの付いた体育館といったところか。内部は床ゆかのコンクリートも骨組みの鉄骨も剝むき出だしで、壁かべにかけられた東ひがし山やま大学の校章だけが目を引いた。丸の中に底辺のない二等辺三角形という、極きわめてシンプルな紋もん章しようだ。

　この格納庫の最さい奥おうの一角が、龍りゆう二じと高たか嶋しまの二人にとっては、これから一ヶ月の仕事場であり家でもあった。

　飛行場に辿たどり着ついた龍りゆう二じたち三人は、ようやく車からの荷降ろしを終えようとしていた。高たか嶋しまは汗あせだくになりながら重たい計器類を運び終え、疲つかれたように息を吐はくついでにふと、龍りゆう二じにこんなことを問いかけた。

「そういえば結局さ、龍りゆう二じがここを毛け嫌ぎらいする理由ってなんなんだい？」

『ここ』というのは、飛行場の所在地、つまり龍りゆう二じの地元でもある三さん本ぼん木ぎ町ちようのことであった。龍りゆう二じは積まれた荷物にもたれ、しばらく思案してから言葉を選んでこう答えた。

「俺は自分の過去をここに捨ててきたんだ。今いま更さら思い出したくもない、悲ひ惨さんな少年時代をな。それをわざわざ掘ほり返かえすような真ま似ねはしたくないんだよ」

「うっわ、なんかすっごいキザったらしい言い方ね。安ドラマの主人公みたいだったわ」

　と、真っ先に反応したのは横で聞いていた都つ築づきだった。ダンボールを抱かかえながら、わざとらしく肩かたをすくめて身を震ふるわせる。龍りゆう二じはそれを見て不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、ぶっきらぼうに言った。

「細かくああだこうだと説明したくはないんだ。何もかもマジで格好のつかない話だからな。ガキの頃ころの嫌いやな思い出を忘れていたいって、それだけなんだよ」

「ふーん……でもなんか、想像できないわね。アンタみたいな横暴で自分勝手な男にそんな繊せん細さいな過去があるだなんて。どっちかっていうと他の人たちの嫌いやな記き憶おくの元げん凶きようって感じなのに」

「失礼なこと言うんじゃねえよ。俺にだって可か愛わいい子供時代くらいあったんだ」

「で、具体的にはどんなことがあったのよ？」

「言っただろ、細かい話はしたくない。それに聞いても胸むな糞くそ悪わるくなるだけだから穿せん鑿さくはやめとけよ。それよりも都つ築づき、後こう悔かいする前に便所掃そう除じは終わらせておいた方がいいぞ？」

「へ？　後こう悔かい？」

「こんな場所の女子トイレなんて、下手すれば去年から一度も使われてない。いざ催もよおしたときにネズミの死し骸がいの上に小便したくなかったら、余よ裕ゆうがある内に終わらせておくことだ」

「ね、ネズミ……！」

　言葉を反はん芻すうし、都つ築づきの表情は一いつ瞬しゆんにして青ざめた。そして抱かかえていた書類満まん載さいのダンボール箱をその場にズドンと落とし、格納庫の隅すみにある女子トイレへと一目散に駆かけていった。

「……なんというか、都つ築づきのやつ度胸はあるんだな。普ふ通つうこんな風に脅おどされたら掃そう除じにすら行けなくなるだろ」

「ネズミの死し骸がいがあるかもしれないんだから？」

「そうさ。去年は男しかいなかったもんで、仕方なく俺が掃そう除じしてやったんだよ。放ほったらかしのまんまじゃ便所だっていつかぶっ壊こわれるからな。そしたらまあ、そういう思いやりのあるやつはもう何年もいなかったみたいで、悲ひ惨さんなもんだった」

「うわ、想像したくないね。ってことはネズミの話も実──」

　瞬しゆん間かん、都つ築づきの甲かん高だかい悲鳴が格納庫中に響ひびき渡わたった。龍りゆう二じは溜ため息いき一つ残し、都つ築づきの声に負けないくらいの大声で「自分でなんとかしろ！　手伝わないからな！」と叫さけび返かえした。

「ま、せっかくこんなとこまで修しゆ行ぎように来たんだ、これも試練だぜ。さて、アイツの掃そう除じが終わったらちょっとばかし買い出しに行くか。塗と料りよう剝はがしの薬やく剤ざいが全然残っちゃいなかった。それから蛍けい光こう灯とうもいくつか切れてやがる」

「りょーかい。あ、そうだ、君の実験機はちゃんと届いてた？」

「どうやら無事にな。見てみるか？」

　言いながら、龍りゆう二じは自分がもたれていた木箱を叩たたいた。長さ三メートル、幅はば二メートル、大おお柄がらな龍りゆう二じの胸くらいまでの高さがある、巨きよ大だいな木箱。運送業者の伝票に加え、『精密機械注意』『天地無用』のステッカーが斑まだら模も様ようを描えがくかのように大量に貼はり付つけられていた。

「おー、流石さすがにでかいね」

「一応人が乗るもんだからな。他の連中の安物試験機とはわけが違ちがう」

「なるほどね……だとしたら、やっぱり不思議だ」

「不思議って、一体何が？」

「蒸むし返かえすようだけど、ここに来たくなかったって話。龍りゆう二じのこれ、乗用ならこの実験場くらいしか飛ばせる場所もないんじゃないの？　だとしたら監かん督とく隊たいの件は逃のがれられたとしても、この場所、この町に来ること自体はどのみち避さけられなかったわけじゃん」

　木箱を見つめながら、高たか嶋しまは言った。龍りゆう二じはその言葉を聞く気があるのかないのか、一言も返さずに黙だまって工具箱を漁あさり、バールを手に取った。高たか嶋しまはそれを横目に、少し挑ちよう発はつ的てきな口調になって続けた。

「僕からしても、君って怖こわいもの知らずの不良番長って印象なんだよ。なのに子供の頃ころの嫌いやな思い出から逃にげたいだなんて、イメージに合わないね。まさか昔は内気で大人しかったとか？　大学デビューでそんな風になっちゃったとか？」

「言っただろ、詳くわしい話をする気はない。ただ一つだけハッキリさせるとすれば、俺は昔からこんなだ。それこそ生まれたときから、短気で堪こらえ性しようのないクソ野や郎ろうだったよ。遺伝だから、こればっかりは仕方がないんだ」

「クソ野や郎ろうって……僕は別に、そんな風に思ったことは一度もないよ」

「ならそれは、お前も俺の全てを知ってるわけじゃないってことだ」

「だったら教えてよ。君がどんなクソなのか。友達だろ？」

　高たか嶋しまは言った。龍りゆう二じはバールの感かん触しよくを確かめるようにパシパシと片方の手の平に打ち付けながら、またしばらく黙だまっていた。そしてまた言葉を選ぶように、静かにこう返した。

「……例えば俺は、自分の親おや父じを殺しかけたことがある。小学生かそこらのときの話だ。親おや父じの土手っ腹に包丁ぶっ刺さして。で、中学高校の時分はそのことをずっと後こう悔かいしてた。一体何を後こう悔かいしていたか、お前にわかるか？」

　今度は高たか嶋しまが黙だまり込む番だった。龍りゆう二じは手を止め、手ての甲こうに血管が浮うき上あがるほど強く拳こぶしを握にぎり締しめながら言った。

「最悪の後こう悔かいだ。なんで俺はアイツを殺せなかったんだってな。なんで殺しかけただけで終わりにしちまったんだってな。つまり俺はそういうクソなんだよ」

　龍りゆう二じが振ふり向むくと、高たか嶋しまはぎょっとした表情で龍りゆう二じのことを見つめていた。龍りゆう二じは肩かたをすくめ、呆あきれたような声こわ音ねで言った。

「だから言っただろ、面おも白しろくはないって。さ、コイツを開けるから手伝えよ」

　そうして龍りゆう二じは手に取っていたバールを高たか嶋しまに放った。高たか嶋しまは反応が遅おくれて、危あやうくそのバールを取り落としそうになっていた。










　異様な空間。なんの捻ひねりもないが、それが樹じゆ理りの率そつ直ちよくな感想だった。

「……なんだかまるで、フライパンの上に立たされてるような気分になってきたぞ」

「うん。しかもちゃんと火にかけてあるやつね」

　樹じゆ理りの呟つぶやきに、八や千ち代よが返す。三人が立っているのは、小道を抜ぬけた先に広がっていた広大な虚きよ無む空間の、丁度真ん中であった。

　虚きよ無むというのは、比ひ喩ゆでもなんでもない。本当に、何もないのだ。ただただ真っ平らなアスファルトの地面が、縦横数百メートル、驚おどろくばかりの広さで広がっていた。

　樹じゆ理りは一いつ瞬しゆん立たち眩くらみを覚えた。太陽光に熱せられて、アスファルトの表面は靴くつの裏が溶とけるのではないかと心配になるほどの高温になっていた。

「なんのための場所なんだろ、ここ」

「運動場、というわけでもなさそうだけれど」

「でもほら、なんか線とか書いてあるよ」

　八や千ち代よは足元を指差す。ペンキで引かれた白い線が一本、どこからともなく延のびている。視線を更さらに巡めぐらせば、巨きよ大だいな円、バツ印、数字らしき表示。陽かげ炎ろうのせいで全ぜん貌ぼうはわからないが、落書きでないことは明らかだろう。八や千ち代よは首を傾かしげた。それを見て、樹じゆ理りは少し面めん倒どう臭くさそうに言った。

「いいから行くぞ。こんなところにいつまでも立ってたら干ひからびちまう」

「う、うん……」

　そうして樹じゆ理りは、再び八や千ち代よを荷台に乗せて走り出した。三人が目指しているのは、アスファルトの向こうに見える巨きよ大だいな建物であった。

「……ねぇ、ジュリちゃんは気にならないの？」

「何が？」

「だから、ここがなんなのか」

「んなもんオレが気にするかよ。どうせコーキョーシセツとかなんかそんなんだろ。バカな大人が考えた、つまんねーことするためのつまんねー場所だよ」

　樹じゆ理りはつっけんどんに言った。その言葉を聞いて、先に反応したのは背後に従う玲れ奈なであった。

「あーあ、呆あきれた。樹じゆ理りってば本当に夢がないわね」

「んなもん求めてどうする。秘密の核かくミサイル発射場だとか、ＵＦＯの発着場だとか、お前らそんな風に言ってほしかったのか？」

「悪くないわね。それか、政府が存在を認めない極ごく秘ひ戦せん術じゆつ特とく殊しゆ部ぶ隊たいの訓練場。この地下十キロにわたって極ごく秘ひ施し設せつが広がってる、とかいうのはすごく興奮するわね。そうよねやっちゃん？」

「……いや、ごめん、それは流石さすがにないかな」

「あー、ヤダヤダ。出たよ玲れ奈なのオタク病が。そんな気持ち悪ぃこと言ってたら速はや水みのバカにも嫌きらわれるぞ」

「なっ!?　わ、私はオタクなんかじゃないわ！」

「言ってろ。オレが気にするのはもっと現実的なことだ。水や電気は使えるのかとか、ワンチャンＷｉ‐Ｆｉ使えたりしないかなとか、そういう大事なことなんだよ」

　樹じゆ理りはペダルを踏ふみつつ、スマホを取り出してＷｉ‐Ｆｉ電波を確かめる。周囲に人ひと気けはない。広大なアスファルトにも、その向こうに見える建物たちにも、人の姿は見当たらない。それどころか、もう長い間誰だれも足を踏ふみ入いれていないようにさえ感じられる。しかし手にしたスマホは微び弱じやくな電波を捉とらえていて、ここが完全に打ち捨てられた場所ではないことを証明していた。

　正面の大きな建物以外にも、アスファルトの広場の周囲にはいくつかの建物があった。進行方向の右側には背の低い倉庫が並び、左手奥の角には広場を見下ろすような鉄てつ塔とうが立っている。ガラス張りの小さな展望台を備えた、監かん視し塔とうのような鉄てつ塔とうだ。倉庫たちは伸のび放題の草木に埋うもれ、鉄てつ塔とうにも太い蔓つたが幾いく重えにも重なるように巻き付いていた。

「まぁ、玲れ奈なはともかく、男バ子カどもが見つけたら大興奮だろうな」

　樹じゆ理りはそんなことを呟つぶやいた。八や千ち代よの言う『秘密基地』とやらがここにあるのかどうかはわからないが、今の樹じゆ理りにはそんなことなどどうでもよくなっていた。

　というのも、口では男子のことを引き合いに出しつつも、実際には樹じゆ理り自身も言いようのない高こう揚よう感かんを覚えていたからだ。

　見たことのない場所。見たことのないもの。そしてどうやら、男バ子カどもの秘密基地があるにしろないにしろ、寝ね床どこを確保するには丁度良さそうであった。

　そうこうしている内に三人はアスファルトの端はしまで辿たどり着ついた。見上げてみれば目的の建物は、見た目も大きさも小学校の体育館と似通っていた。唯ゆい一いつ違ちがうといえば正面の大おお扉とびらで、建物の横よこ幅はばいっぱい、高さ方向にも地面から屋根まで届くほど巨きよ大だいであった。

　樹じゆ理りは視線を巡めぐらし、すぐに建物の入口を見つけた。大おお扉とびらの脇わきに、人間用らしき普ふ通つうのドアが付いていた。

「よーし、そしたら玲れ奈な、頼たのんだぞ」

「仕方ないわね……」

　そう不服そうに返事をすると、玲れ奈なは髪かみからヘアピンを引ひき抜ぬいた。計二本。それを前かがみになってドアノブの鍵かぎ穴あなに差し込むと、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、カチャリと音がして錠じようが外れた。

　褒ほめられたものではないが、これは玲れ奈なの特技だった。樹じゆ理りは金目のものを見つけたコソ泥どろのように両手を擦すり合あわせ、わざとらしく卑いやしげな笑えみを浮うかべた。

「へっへっへ、上等上等。田舎いなかは不用心だから助かる」

　八や千ち代よと玲れ奈なの二人は呆あきれたように顔を見合わせるが、樹じゆ理りには気にするような素そ振ぶりもない。樹じゆ理りはドアノブに手をかけ、勢いよく開いた。三人を待ち構えていたのは、またしても巨きよ大だいで何もない空間だった。

「うわー……なんかちょっと肩かた透すかしだね」

　八や千ち代よはそう言いながら、建物の中をぐるりと見回した。外観とは異なり、中はがらんどうの廃はい工場といった雰ふん囲い気きであった。床ゆかはコンクリート張りで、壁かべや天てん井じようには肋ろつ骨こつのような太い鉄骨が張はり巡めぐらされている。壁かべにかけられていた不思議な紋もん章しようが目を引いたが、何を意味するものかはわからなかった。円の中に底辺のない三角形が描えがかれたもので、妙みようにシンプルだった。

「空っぽ、だね」

「別に悪くないだろ、そもそも何かあるなんて期待しちゃいねーよ」

　屋根があればまずは合格だ。樹じゆ理りは続けて言った。ただ、その視線は建物の反対端はしの一角へ真まっ直すぐ注がれていた。そこにだけ、雑然と荷物らしきものが残されていたのだ。

「変ね……」

　玲れ奈なは呟つぶやくようにそう言い残すと、二人を置いてスタスタと荷物の方へ歩み寄っていった。そしてそこにあった木箱の天板を指の腹で撫なでると、今度はしっかりと二人の方を振ふり向むいて言った。

「多分これ、最近ここに置かれたものだわ」

「なんだ、先客がいやがったか」

　舌打ち一つ、樹じゆ理りもそこに駆かけ寄よっていった。確かに木箱は真新しく、どこを見ても埃ほこりの積もった形けい跡せきはない。玲れ奈なの言う通り、誰だれかが最近運はこび込んだもののようだった。ただ一方で、樹じゆ理りは同時に幸運も感じていた。というのも、木箱の陰かげにいろいろと役立ちそうなものを見つけたからだ。

「あ、お菓か子しあるじゃん！」

　いつの間にか横から顔を出していた八や千ち代よがそう言って、木箱にもたれかかるように置かれていたスーパーのレジ袋ぶくろからポテトチップスを取り上げた。木箱と同様、どう見ても買ったばかりの新品だった。

「賞味期限も……全然大だい丈じよう夫ぶだね。ジュリちゃん食べる？」

「後でな。それよりここにあるもん、売うり払はらったら幾いくらになると思う？」

　樹じゆ理りは側そばのダンボール箱を開け、中に入っていた機械を一つ取り出してみた。もちろん何に使うものなのかはさっぱりわからない。が、手にずっしりと重いその感かん触しよくはなんとなく金銭的価値を感じさせた。他にはパソコンやプロジェクター、理科室にあるような計器の類もあった。

「まるで宝の山だな。リサイクルショップに持ってきゃそれなりの金になりそうだ」

　それから極きわめつきは、木箱の裏に鎮ちん座ざしていた巨きよ大だいなプロペラ付きオートバイであった。玲れ奈なはその不思議な機体に好こう奇きの視線を向けながら、少し熱っぽさを感じさせる口調で言った。

「……わかったわ、ここって飛行場なのよ」

「飛行場？」

「ってことはなんだ、このガラクタは飛ぶのか？」

　そう言いながら、樹じゆ理りは試ためしにその機体に触さわってみた。まず感じるのは、金属製らしいひんやりとした冷たさ。どう考えても、樹じゆ理りにはこんな大きくて重そうなものが空を飛べるとは思えなかった。幅はばも長さも人間の背せ丈たけより大きくて、座面は腰こしよりも高いところにある。ただ飛べないとすると、機体の四よ隅すみに付いている四機のプロペラは意味がないように思えた。このプロペラとプロペラを支えるアームがなければ、まさにタイヤのないオートバイであった。

「ふーん……」

　飛べるとしたら、さて、どんな感じだろう。樹じゆ理りはわけもなくこの機械に跨またがる自分の姿を想像し、思わず身み震ぶるいした。得体の知れない、ぞくぞくとした感覚が背筋に走った。

　なぜそんな風に感じたのかは樹じゆ理り自身にもわからなかった。樹じゆ理りは機械から離はなした手を自分の顔に近付け、スンスンと嗅かいだ。鉄と油が混じったツンとした匂においが鼻をついた。

「きっと開発中なのよ。だからそう、ここは実験飛行場。パソコンや計器は実験機材で、その機体は新兵器というわけ。政府が極ごく秘ひで開発しているんだわ」

「えぇー、こんな田舎いなかで？」

「妄もう想そうも大たい概がいにしろよ、玲れ奈な。ただまあ、兵器だ政府だって話を抜ぬきにすれば大体当たってるのかもしれないな」

　樹じゆ理りは言った。

「というと？」

「どこぞの企き業ぎようか大学か、酔すい狂きような連中が趣しゆ味みかなんかでなんの役にも立たないものを作ろうとしてるってわけだ」

　つまり想像しうるに、この倉庫はいわゆる格納庫ハンガーというものなのだ。で、外の広場は滑かつ走そう路ろやヘリパッドの類というわけなのだろう。樹じゆ理りには理にかなった推察に思えた。

「ただまあ、誰だれが何に使うかなんてことはやっぱりどうでもいいな」

　樹じゆ理りはそう言い切ると、謎なぞの機体を平手でピシャリと叩たたいて二人の方に向き直った。

「オレはここ、気に入った。少し計画とは違ちがったが、住み心ごこ地ちは良さそうじゃねーか」

「それじゃあジュリちゃん、ここに住むの」

「おう。屋根もあるし、電気も使えそうだ。悪くない」

「誰だれかが使ってるみたいなのに？」

「構うもんかよ。オレを誰だれだと思ってやがる」

　調子付いたような笑えみを浮うかべて笑う樹じゆ理り。そして八や千ち代よが抱かかえていたポテトチップスの袋ふくろをひょいと奪うばい取とると、封ふうを開けて口の中へ流し込んだ。

「……んー、物足りねぇ。八や千ち代よ、他にもなんかないのか？」

「お菓か子し？　あ、なんか高そうなチョコならあるよ」

「チョコか、気分じゃねーなー。なんかもうちょっとしょっぱい系のやつはないのかよ」

「グルメね、貧びん乏ぼう人にんのくせに」

「うるせーよ」

　樹じゆ理りは空になった袋ふくろを丸めて、放った。床ゆかに転がれば、もう誰だれも目を向けるものはいない。一いつ時ときの沈ちん黙もく。声を低めて、樹じゆ理りは言った。

「……誰だれが相手だろうが容よう赦しやはしない。追い出してオレたちの居場所にするぞ」

　濁にごった目──こういう瞬しゆん間かんに樹じゆ理りが見せる焦しよう点てんのあいまいな眼まな差ざしは、樹じゆ理りをよく知る人間の間ではもっぱらそう呼ばれていた。

　樹じゆ理りには、自分では『特とく殊しゆ能力』だと思っている一つの特技があった。樹じゆ理りはどんなときでも、気持ち一つで一時的に良心を忘れることができたのだ。まるでただ筋肉に力を入れるかのように、樹じゆ理りには自然とそれができた。そして良心を封ふうじ込めた先では、どんなに残ざん忍にんで冷れい酷こくなことでも実行に移すことができた。

「そもそも男バ子カどもの秘密基地を横取りするつもりだったんだ。それがしょぼくれた大人に変わったからって、なんの違ちがいがある？　まさかとは思うが、ビビるやつはいないよな？」

　八や千ち代よと玲れ奈なの二人はドキリとした。恐きよう怖ふ心しんを駆かり立たてているのはこれから相手取ろうとしている大人たちではなく、目の前の親友であった。しかし当の樹じゆ理りはそれに少しも気付かず、二人の沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取って満足そうに口角を上げた。

「よーし、やってやろうぜ。どんなやつだってオレたちの敵じゃない。どいつもこいつもブチ転がして、ここはオレたちのもんだ」

　樹じゆ理りは自分の手の平を殴なぐるように拳こぶしで叩たたいた。その拍ひよう子しに服の裾すそがちらっとめくれ上がり、樹じゆ理りのほっそりとした腹部が露あらわになった。真っ白な肌はだを汚よごすように、黒ずんだ痣あざが斑まだら模も様ようを描えがいていた。
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　八や千ち代よはまるで自分自身が痛みを感じたかのように一いつ瞬しゆん顔をしかめ、それから乾かわいた笑いを含ふくんだ声で言った。

「そうだね。あたしたちは無敵だもん──」

　そして、三人は同時に振ふり向むいた。

「……？」

　原因は、かすかな物音。ポテトチップスの空あき袋ぶくろが床ゆかを転がる、カサカサという音。その方向に目を遣やると、つい先さき程ほど樹じゆ理りが投げ捨てたポテトチップスの袋ふくろが転がっていた。

　どういうわけか、自分たちを挟はさんで、放り投げた方向とは反対側に。

「……どうなってやがる」

　樹じゆ理りは眉まゆをひそめ、周囲を警けい戒かいしながらその袋ふくろに近付いた。半歩後ろには八や千ち代よ。玲れ奈なはその場に留とどまって後方を見張る。

　樹じゆ理りは足先でポテトチップスの袋ふくろをつついた。確かに自分が捨てたものだ。風でここまで転がってきたのだろうか？　いや、それはないはずだ。窓は全て閉め切られ、室内は無風。床ゆかに傾けい斜しやがあるわけでもない。ということは……

「……誰だれかいやがるな」

　樹じゆ理りはそう呟つぶやいて舌打ちした。心の中では、じわじわと怒いかりが込こみ上あげてきていた。

　ナメてやがる。こんなステルスゲームまがいの浅あさ知ぢ恵えで、オレたちを脅おびやかそうとしているのか。樹じゆ理りは袋ふくろを思い切り蹴けり飛とばし、八や千ち代よと玲れ奈なの二人に向かって鋭するどく叫さけんだ。

「来い、見つけ出して締しめ上あげるぞ！」

　だが、返事をしたのはすぐ後ろにいた八や千ち代よだけだった。樹じゆ理りは一いつ瞬しゆんにして焦あせりを覚え、振ふり向むいた。玲れ奈なの姿が消えていた。

「あれ、レナっち……？」

「っ！」

　樹じゆ理りはすぐ側そばに転がっていた鉄製らしき丸棒を拾い上げた。そして直感に誘さそわれるまま、玲れ奈なが立っていた場所の側そば、死角となっていた木箱の裏へ回った。

「ナメんじゃねぇ！　ブッ飛ばしてやる！」

「じゅ、ジュリちゃん！」

　八や千ち代よは不安げに叫さけんだが、その声は樹じゆ理りに届かなかった。樹じゆ理りは丸棒を振ふり上あげ、敵を探さぐる。木箱の陰かげ、ダンボール箱の陰かげ。聞こえてくるのは、自分の足音、八や千ち代よの足音、そして誰だれのものとも知れぬ三人目の足音。玲れ奈なよりもずっと重々しく、逃にげるように走り回っている。

「待ちやがれ！」

　樹じゆ理りは息を切らせ、瞳どう孔こうの開いた目を巡めぐらせた。そしていつの間にか、八や千ち代よの姿もそこからなくなっていることに気付いた。

「八や千ち代よ……クソッ！」

　クソ、クソ、クソクソクソ、どうなってやがる。今度は恐きよう怖ふ心しんが胸の中に飛び込んできた。樹じゆ理りにとっては全く予想だにしない展開だった。

「で、出てきやがれクソ野や郎ろう！」

　足を止めた樹じゆ理りは、丸棒を構えたままぐるぐると周囲に視線を走らせた。いない、いない、誰だれも。冷ひや汗あせが背筋を流れる。後ずさって、一歩、二歩。

　トン、と、何かに背中が触ふれた。次の瞬しゆん間かん、車に激げき突とつされたかのような衝しよう撃げきが全身に走って、天地がひっくり返った。上が下に、下に下に。そして無様に床ゆかへ倒たおれ伏ふせ、誰だれかがそんな樹じゆ理りの後頭部を足で踏ふみつけた。

「……だから戻もどってきたくなかったんだよ、俺は。どうせこんなことになるんじゃないかって気がしてたんだ」

　樹じゆ理りは必死に首を捻ひねり、横目でその声の主を見た。大おお柄がらな男が、自分よりも更さらに濁にごった目で睨にらみつけていた。

「嫌いやな予感ってのはつくづく当たるもんだな、樹じゆ理り。しばらく見ない内にデカくなったじゃないか」

「あ、アニキ……！」

　男の名は、犬いぬ山やま龍りゆう二じ──かつて樹じゆ理りを見捨てて去っていった、腹はら違ちがいの兄であった。














第二章









　バンの運転席で真一文字に口を結び、龍りゆう二じは静かにバックミラーを睨にらみつけていた。映っているのは、重々しい振しん動どう音おんを轟とどろかせながらゆっくりと開いていく格納庫の正面扉とびら。物思いに耽ふけりながら、龍りゆう二じはその開き幅はばが車しや幅はばよりも大きくなるのを待っていた。

　やがて扉とびらの動きが止まり、高たか嶋しまがその脇わきからひょっこりと顔を覗のぞかせた。ＯＫサインと、手招き一つ。溜ため息いきを漏もらしながら、龍りゆう二じはバンのギアをリバースに叩たたき込んだ。バックカメラなんて高価なものは付いていないから、よくよく気をつけて後退しなければならない。

　格納庫の真ん中に転がる、三人の女子小学生を轢ひき殺ころさぬように。

「オーライ、オーライ」

　と、ハンドサインを送り続ける高たか嶋しま。その後ろで、樹じゆ理り、八や千ち代よ、玲れ奈なの三人は芋いも虫むしのようにもぞもぞと藻も搔がいていた。

　芋いも虫むしのように、というのは見た目通りの喩たとえだ。三人ともダクトテープで口を塞ふさがれ、全身をありあわせのケーブル類でぐるぐる巻きにされていた。逃にげることは不可能だろう。腕うでも足も胴どう体たいも、これ以上ないというくらいがっちり固められていた。

「ストップ」という声に従い、龍りゆう二じはバンの後部を樹じゆ理りたちに向けて停とめた。龍りゆう二じの計画はこうだ。管かん制せい塔とうの掃そう除じを言いつけておいた都つ築づきが戻もどってくる前に、三人を乗せて町へ捨てに行く。都つ築づきはまだ樹じゆ理りたちのことも何も知らない。万一見つかったらあれやこれやと騒さわがれるのは、火を見るより明らかだった。

「しかし龍りゆう二じ、君に妹がいただなんて僕は知らなかったよ」

　バンを降り、そそくさと小学生たちを積つみ込もうとする龍りゆう二じに向かって、高たか嶋しまは言った。龍りゆう二じは最初の一人、件くだんの妹を荷室に放り込みながら不ふ機き嫌げんそうに返した。

「わざわざ話すようなことじゃないだろ、兄きよう妹だいのことなんて」

「そうかな？　仮にも僕たち親友なんだし、プライベートな話って結構大切じゃない？」

「そんなこと言って、お前だって自分の家族の話なんかロクにしたことないだろ。それにそもそも、コイツとは半分しか血が繫つながってないんだ」

　龍りゆう二じは言いながら、セリに出されたマグロを扱あつかうように樹じゆ理りの尻しりをペシリと叩たたいた。樹じゆ理りは唸うなりながらバタバタと暴れたが、龍りゆう二じは少しも気に留めなかった。

「半分、というと？」

「母親が違ちがう。コイツは親おや父じの再さい婚こん相手との子供だ」

「あー……だからこんな、似てないんだね」

　高たか嶋しまは樹じゆ理りの顔に視線を落としながらそう言った。

　似ていないというのは、単純に容姿の話だ。どこからどう見ても生きつ粋すいの日本人である龍りゆう二じに対し、樹じゆ理りの容姿は少し趣おもむきが異なる。肌はだは陶とう磁じ器きのように白く、髪かみも金色がかっていて、瞳ひとみは青と緑の中間色。簡潔に言えば、樹じゆ理りは東とう欧おう人じんとのハーフだった。

　龍りゆう二じは二人目、八や千ち代よを片手で拾い上げ、同じように荷室へ積んだ。それから三人目、玲れ奈なを縛しばり付つける電源コードを固く結び直しながらこう言った。

「母親が何人なのかは俺もよく知らない。親おや父じが俺の母親と別れたあと、飲み屋か何かで引ひっ掛かけたって話だ。日本語が話せる人間なのかも俺にはわからん」

「会ったことは？」

「遠目に姿を見たことはあるが、それだけだな」

「ふーん……それにしては妹ちゃん本人とは見知った仲みたいだったけど、どういうことなんだい？」

　高たか嶋しまはふと疑問に感じてそう尋たずねた。龍りゆう二じは手を止めてしばらく黙だまり込み、少し誤ご魔ま化かすようにこう答えた。

「別に、どうということもない。一応は兄きよう妹だいなんだからお互たがい顔くらいは知っとくべきかと思って、声をかけたことがある。それからちょっと面めん倒どうを見たこともあったが、それだけだ」

「ふーん……」

　高たか嶋しまは真意を計りかねて、もう一度樹じゆ理りに視線を戻もどした。会話は聞こえているはずだから、何かしら反応くらいあるだろうと思ったのだ。しかし樹じゆ理りは相変わらず釣つり上あげられた魚のように暴れ回るばかりで、結局なんのヒントも得られなかった。

「……ちなみにだけど、妹ちゃんは君が兄きよう妹だいだって知ってるんだよね？」

「別に隠かくし事ごとじゃないからな。俺が知ってることはコイツも知ってる。さて、くだらない話はおしまいだ。俺はこいつらを捨ててくる。都つ築づきには適当に言っといてくれ」

　龍りゆう二じは玲れ奈なを他二人の横に並べ、言った。少し焦あせったような様子なのは、今のこれが龍りゆう二じにとってあまりにも居い心ごこ地ちの悪いシチュエーションであったからだった。

「ホントに最悪だ、なんでよりにもよって初日から……」

　こうなることを予測していたか否いなかといえば、もちろん答えは否。悪い予感はしつつも、まさか妹とこうして再会することになるとは露つゆほども思っていなかった。加えて龍りゆう二じにとって、妹がいるという事実は誰だれにも知られたくない秘密であった。

　龍りゆう二じはバックドアに手をかけながら、もう一度樹じゆ理りの顔を見た。腹はら違ちがいの妹は、なんとも恨うらみがましい表情で自分のことを睨にらみつけてくる。高たか嶋しまの言う通り、顔立ちは少しも似ていない。しかしその表情のどこかに、僅わずかながらかつての自分を思い出させる雰ふん囲い気きがあった。

「龍りゆう二じ、本当にいいのかい？」

　高たか嶋しまは言った。

「何がだ？」

「本当に、こんな風に無む下げに追い出しちゃって。いろいろ事情はあるみたいだけど、兄きよう妹だいなんでしょ？」

「むしろそんな風に言われるのが嫌いやだから追い出すんだよ。それに俺たちだって暇ひまじゃないんだ、仕事を邪じや魔まされたら堪たまらんだろ？　コイツの育ちの悪さは一級品だぞ」

「まあ確かに仕事は大切だけど、とはいえすっごい忙いそがしいってわけでもないじゃん。ほら、妹ちゃんも何か言いたげだよ？」

「……チッ」

　龍りゆう二じは片手を伸のばし、樹じゆ理りの口を塞ふさいでいたダクトテープを乱暴に引ひっ剝ぺがした。ベリッと痛そうな音がして、高たか嶋しまは思わず顔をしかめる。一方当の樹じゆ理りといえば、口元に赤い跡あとを残しながらも少しも怯ひるんだ様子を見せずに弾はじけるように叫さけんだ。

「てめぇ、なんでこんなところにいやがる！　オレたちを放しやがれ！」

「嫌いやなこった。それに『なんでこんなところに』は俺たちのセリフだ。人様の土地に勝手に入り込みやがって、冗じよう談だんじゃねえよ」

「それこそオレのセリフだ！　ここはオレたちが見つけたんだ、オレたちの場所だ！」

「意味がわからん。全く、馬鹿と話してるとイライラする。とにかくお前らには出ていってもらうからな。ここはガキの遊び場じゃないんだ」

　そう告げると龍りゆう二じは嫌いやがる樹じゆ理りの口に強ごう引いんにダクトテープを戻もどした。それから高たか嶋しまの方に向き直って「話は終わった」とばかりに肩かたをすくめると、バックドアに手をかける。高たか嶋しまは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついて、龍りゆう二じに言った。

「まるで兄きよう妹だいとは思えないね」

「んなもん家庭によりけりだろ。ウチはこれでいいんだよ、そもそもほとんど他人なんだから。さあそれよりも──」

　と言いかけたところで、だ。龍りゆう二じは気付いた。高たか嶋しまの策略だったかどうかは知らないが、悠ゆう長ちように時間を使いすぎていたことに。

「ちょ、ちょっと！　アンタ一体何をしているの!?」

「…………チッ」

　声の主は都つ築づきであった。龍りゆう二じはうなだれるように肩かたを落とし、先さき程ほどの樹じゆ理りと同じような目で高たか嶋しまを睨にらんだ。

「やあやあ都つ築づきちゃん。掃そう除じは終わった？」

「まだ終わってないんですけど、なんか出かけそうな様子だったから来てみたんですよ。それよりも龍りゆう二じ！　その子たちは一体何!?」

「……なんでもない」

「龍りゆう二じの妹だって。この金きん髪ぱつの子だけだけど。あとは妹ちゃんの友達かな？」

「妹……え、アンタって妹いたの？　ていうか全然似てなくない？」

「異い母ぼ兄きよう妹だいなんだって。お父さんは同じらしいよ」

「おい高たか嶋しま！　なんでもかんでもべらべら喋しやべるんじゃねえよ！」

「異い母ぼ兄きよう妹だい……だからこんなに似てないのね。って、そんなこと今はどうでもいいわ！」

　都つ築づきはそう叫さけんで、荷室の扉とびらを閉めようとしていた龍りゆう二じを文字通り突つき飛とばした。不意打ちによろめく龍りゆう二じ。その隙すきに小学生たちを解放しようと手を伸のばす都つ築づき。が、流石さすがに体格差がありすぎた。龍りゆう二じはすぐに体勢を立て直すと、都つ築づきを後ろから羽は交がい締じめにした。

「ちょっ！　放しなさいよ！」

「いいから落ち着けって。そんなに興奮するんじゃない」

「落ち着いてなんていられるわけないじゃない！　同どう僚りようがこんな、変態誘ゆう拐かい犯はんみたいな真ま似ねをしてるんだから！」

「誘ゆう拐かいぃ？　違ちがう違ちがう、その逆だ。俺は追い出そうとしてたんだよ、このクソガキどもを」

「追い出す？」

　都つ築づきは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。そんな都つ築づきに向かって、龍りゆう二じはこれまでの顚てん末まつを語って聞かせた。格納庫ではしゃぐ小学生たちを見つけたこと。その小学生たちが威い勢せいよく飛行場の不ふ法ほう占せん拠きよについて話し始めたこと。高たか嶋しまとともにこっそり近付いて全員捕ほ獲かくしたこと。

「別になんにも悪いことはしちゃいない。ウチの施し設せつに勝手に入り込んできた躾しつけの悪いガキどもを追おい払はらう、それだけだ」

　龍りゆう二じは言った。だが、目の前の光景を正当化できるほどの説得力は残念ながら持ち合わせていなかった。どんな言い訳をしようと、バンの荷台にはケーブルに緊きん縛ばくされた女子小学生が三人。都つ築づきは再度叫さけんだ。

「そんなの関係ないわ！」

　そして龍りゆう二じの顎あごに頭ず突つきを食らわせ、都つ築づきは腕うでの中から逃にげる。いくら体格差があっても今度の一いち撃げきは強きよう烈れつだった。龍りゆう二じは危あやうく舌を嚙かみそうになり、思わず口元を押さえた。都つ築づきはそれから龍りゆう二じの方へ向き直ると、自分のスマホを手に取り、毅き然ぜんとした表情でその画面を龍りゆう二じへ向けた。

「アンタ、この子たちを解放しないっていうなら警察呼ぶわよ！」

　脅おどしのつもりか、既すでに一一〇ひやくとう番ばんが表示されている。あとは通話ボタンをタップするだけだ。龍りゆう二じは顔をしかめ、言った。

「待て待て、大おお事ごとにしようとするんじゃない。こんなの別に大したことじゃないだろうが」

「大したことあるわよ！　アンタ、自分が何をしているのかわかってるの!?　こんなの犯罪よ！」

「まーまー、二人とも落ち着きなって」

　と、静かにことの行く末を見守っていた高たか嶋しまが二人の間に割って入った。高たか嶋しまは片手で都つ築づきにスマホを収めさせ、反対の手で苛いら立だつ龍りゆう二じを制する。見た目には中立。ただ、どちらの味方に着こうとしているのかは明らかだった。

「龍りゆう二じ、流石さすがに今回は龍りゆう二じの分が悪いよ。片棒を担かついだ挙げ句にこんなこと言うのもなんだけど、子供相手にこれはちょっとね」

「それじゃあなんだ、お前もこいつらを解放するのに賛成するっていうのか？」

「うん。それにちょっと、僕は興味が出てきたよ」

　高たか嶋しまはそう言って、意味深な笑えみを浮うかべる。龍りゆう二じにはその裏にあるものがなんとなく想像できた。結局のところ高たか嶋しまは、龍りゆう二じの家庭環かん境きように俗ぞくっぽい好こう奇き心しんを抱いだいていたのであった。

「もしかすると、妹ちゃんたちにも何か事情があるのかもしれないじゃない。審しん判ぱんを下すのはそれを聞いてからでも遅おそくはないと思うんだよね」

「……わかったよ、勝手にしろ」

　龍りゆう二じは観念して、溜ため息いき混じりにそう答えた。強きよう硬こう手段に出るのも一つの手だが、監かん督とく隊たい派は遣けんの初しよっ端ぱなからギスギスとした空気を作るのは龍りゆう二じにとっても本意ではなかった。

「ホントにいいのね？」

　都つ築づきは未いまだ不信感を募つのらせたような顔でそう念押しする。その横では、高たか嶋しまが片かた腕うでで小さくガッツポーズを作っている。呆あきれたように頷うなずく龍りゆう二じを見て、二人は荷室の小学生たちのケーブルを解いた。

　小学生たちは、なぜだかやたらと大人しくしていた。龍りゆう二じにとっては少し不気味さを感じるほどであった。そして横になったまま口元のダクトテープを剝はがしてもらうと、件くだんの妹、樹じゆ理りが小さく呟つぶやいた。

「……いいか、スリー・カウントだぞ。ワン、ツー、」

　スリー！　と、最後の一言は喉のどが張はり裂さけんばかりの大声だった。次の瞬しゆん間かん、三人の小学生たちはバネ仕じ掛かけのおもちゃみたいに飛び上がった。まるで示し合わせたかのように、都つ築づきたちの後ろで腕うで組ぐみしていた龍りゆう二じへ向かって。

「うりゃぁぁぁあああ！」

「ぐっ……！」

　小さな手が、足が、暴風雨のように龍りゆう二じを襲おそう。体格差なんてなんのその、大人相手じゃむしろ容よう赦しやもない。龍りゆう二じは突つき飛とばされて尻しり餅もちをつき、勢い余った樹じゆ理りたちはそんな龍りゆう二じへのしかかってきた。

「今だジュリちゃん、やっちゃえ！」

「こんのクソ兄貴！　ボコボコにしてやる！」

「おまっ、こら、やめろって！　おい高たか嶋しま！　都つ築づき！　なんとかしやがれ！」

　龍りゆう二じは叫さけびながら、次々振ふり下おろされる樹じゆ理りの拳こぶしを必死にいなす。マウントを取られてしまえば防戦一方だ。樹じゆ理りの顔は頰ほおも額も目の前の兄貴への憎にくらしさで真っ赤に上気し、一いち撃げき一いち撃げきに渾こん身しんの力が込こめられていた。
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　高たか嶋しまと都つ築づきは呆あつ気けに取とられ、しばらくの間呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。それでも龍りゆう二じの「おい、ボーっとしてんじゃねえ！」という怒ど声せいで我に返ると、二人は慌あわてて八や千ち代よと玲れ奈なの二人を引ひき剝はがした。それによって僅わずかな自由を取とり戻もどした龍りゆう二じは、ようやく樹じゆ理りの両りよう拳こぶしを捕つかまえた。

「ぐぬぬ……おいこら、放せっての……！」

「っざけんじゃねえ、誰だれが放すか！　このままもう一いつ遍ぺん全身ふん縛じばってやる……！」

　樹じゆ理りは全身総毛立ち、フーフーと荒あらく鼻息を吐はく。その背後では高たか嶋しまと都つ築づきが八や千ち代よたちに嚙かまれたり蹴けられたりして悶もん絶ぜつしていた。龍りゆう二じは流石さすがに少し躊躇ためらいつつも、握にぎり締しめた両りよう拳こぶしごと樹じゆ理りの体を突つき飛とばした。

「のわっ！」

　もんどり打って後ろに転がる樹じゆ理りの体。龍りゆう二じはその隙すきに足元のケーブルを拾い上げ、反はん撃げきしてこようとする樹じゆ理りの腕うでを器用に絡からめ取とって縛しばり上あげる。これで一人は完かん了りよう。残るは八や千ち代よと玲れ奈な。龍りゆう二じが足で妹を押さえ込みながら二人を睨にらみつけると、不利を悟さとった二人は警けい戒かいしつつも高たか嶋しまと都つ築づきの腕うでの中で大人しくなった。

「あーあ、失敗ね」

「流石さすがに無茶だったかぁ」

「とりあえずお前ら、全員そこに座れ！　従わないならその尻しりっぺたひん剝むいて真っ赤になるまで引ひっ叩ぱたいてやるぞ！」

「えー、セクハラじゃん。こわいなぁ」

　八や千ち代よは挑ちよう戦せん的てきにそう言いつつ、玲れ奈なとともに格納庫の床ゆかに腰こしを下ろした。それを見届けて、龍りゆう二じは樹じゆ理りの体を二人の間へ押しやる。その後ろでは、都つ築づきが涙なみだ目めになりながら手負いの猫ねこみたいに腕うでの嚙かみ跡あとをペロペロと舐なめていた。

「それで、高たか嶋しま、都つ築づき、お前らまだこいつらと話なんかするつもりか？」

「へ？　あ、そ、そうよ！　ちょっと想定外だったけど、先に酷ひどいことをしたのはアンタなんだから！　この子たちは責められないわ！」

　と、答えたのは都つ築づきであった。龍りゆう二じにとっては予想外の回答である。しかも横では高たか嶋しまも蹴けられた脛すねを痛そうにさすりながら頷うなずいている。龍りゆう二じに呆あきれ顔がおを向けられながら、二人は小学生の横を回って龍りゆう二じの左右に立ち、苛いら立だちに満ちた表情の樹じゆ理りたちと向かい合った。

「それであなたたち、一体何があったの？」

「何があったかって、見ればわかるだろ。そこのクソ男に一方的に暴力振ふるわれて、挙げ句車で誘ゆう拐かいされそうになったんだよ」

「おい、どういう思考回路してたらそんな言葉が出てきやがる！　俺は不ふ法ほう侵しん入にゆうしてきたお前らを追い返そうとしただけじゃねえか！」

「全身ガチガチにふん縛じばってか？　頭おかしいのはどっちだって話だ。第一ここはオレたちが見つけたんだ、オレたちの場所だ」

「意味がわからねえよ……ここは俺たちの大学の持ち物で、お前らみたいなガキの遊び場じゃない。下らない冒ぼう険けん遊びは他よ所そでやれよ。てかお前ら女子だろ？　んなことやってるような歳としか？」

「あぁ？　オレたちが何しようがオレたちの自由だろうが！　てめぇみたいなカス野や郎ろうにあーだこーだ言われる筋合いはないんだよ！」

「なんだとこのクソガキ！　自分勝手ばっかりギャーギャー騒さわぎやがって！　もう一いつ遍ぺん痛い目見ないとわからないみたいだな！」

「ちょ、ストップストップ！　あなたたち兄きよう妹だいなんでしょ!?　なんでそうやってすぐにヒートアップするのよ！」

　都つ築づきはそう言って焦あせったように龍りゆう二じと樹じゆ理りを制した。しかし二人の間に弾はじける火花は激しくなっていく一方で、いつまた取っ組み合いを始めてもおかしくない雰ふん囲い気きであった。都つ築づきはどうしていいかわからず、不安げな顔で高たか嶋しまに視線を向けた。

　すると高たか嶋しまは、今度もまた龍りゆう二じと樹じゆ理りの視線の間にスルリと割って入り、妙みように真しん剣けんそうな顔で樹じゆ理りの目をじっと見つめた。

「……なんだよ、オッサン」

「いやー、龍りゆう二じの妹なら考えてることがわかるかもしれないなと思ってね。龍りゆう二じって結構単純なところあるから」

「一いつ緒しよにするんじゃねーよ。妹だっていっても、半分だけだ」

「うん。わかってる。ところで名前、聞いてなかったね」

「聞いてどうする？　まさかこれから友達になろうってわけじゃないだろ？」

「だとしても、これから話をするのに呼び名くらいはないと不便でしょ。僕にはもう、皆みなを追い出す気はなくなっちゃったからね」

　高たか嶋しまは言った。その言葉に、樹じゆ理りの耳がピクリと動いた。

「おい高たか嶋しま、お前何言って──」

　龍りゆう二じが言いかけたところで、都つ築づきが龍りゆう二じの横腹に肘ひじ打うちを食らわせた。息を詰つまらせる龍りゆう二じ。そんな兄たちの様子を見て顔を見合わせる小学生三人。高たか嶋しまが小さく笑えみを見せて促うながすと、樹じゆ理りは覚かく悟ごを決めたように答えた。

「……オレの名前は安あん司じ樹じゆ理り。名字は好きじゃないから、呼ぶなら下の名前で呼んでくれ。で、こいつら二人はオレのダチ。八や千ち代よと玲れ奈なだ」

「うんうん。よろしくね、樹じゆ理りちゃん。僕の名前は高たか嶋しま真ま澄すみ。それから龍りゆう二じの横にいるのは都つ築づき美み保ほちゃん。僕たち三人は大学の研究室仲間だ」

「けんきゅーしつ？」

「そ。簡単に言えば、科学の実験とかをする集まりのことだよ。僕たちは飛行機とか宇宙船とかの研究をしていてね、この飛行場はその研究に使う実験場なんだ」

「う、宇宙船!?」

　と、真っ先に反応したのは玲れ奈なだった。残り二人に怪け訝げんそうな顔を向けられながらも、玲れ奈なはキラキラとした目で高たか嶋しまを見上げていた。高たか嶋しまは嬉うれしそうに頷うなずいて、それから実験飛行場のことを三人へ話して聞かせた。

「はぁー……結局、オレの読みは正しかったってわけだな。ここは秘密基地でもなんでもない、ただのつまんねーコーキョーシセツだったってわけだ」

「秘密基地？」

「こっちのバカがな、そんなことを期待してたんだよ。極ごく秘ひ施し設せつだの軍事ナンタラだのって。こいつオタクだからさ」

「あーあ、残念だったねレナっち。オタクの夢が叶かなわなくて」

「ちょっと、何度も言うけど私はオタクではないわ！」

「あははっ。いやいや、期待に添そえなくて申し訳ない。とにかくここは僕たちの大学が管理している場所で、僕たちは夏の間ここで行われる実験を監かん督とくするために派は遣けんされてきたんだ」

　高たか嶋しまはそう言って、また少しクスクスと笑う。その棘とげのない雰ふん囲い気きが、柔にゆう和わそうな童顔と相まって樹じゆ理りたちの警けい戒かい心しんを解きほぐし始めていた。それに気付いた龍りゆう二じはどうにも面おも白しろくなかったが、声を上げようとすると今度は都つ築づきに足を踏ふまれた。

「アンタは黙だまってなさい」

「それで樹じゆ理りちゃん、君たちはどうしてこんなところまでやってきたんだい？　何か探しものでもしてたのかな？」

「聞いてどうすんだよ、そんなこと」

「協力できることなら協力しようかと思ってね。何かこの辺りでなくしたものがあるとかなら、皆みなで一いつ緒しよに探してあげるし、夏休みの間ここで遊びたいっていうのなら、それもまあいいかなって」

「おい高たか嶋しま！　お前本気か!?」

「別にいいでしょ、龍りゆう二じ。ここだってお盆ぼん以外はガラガラなんだから。それにキャンパスの敷しき地ち内とかも普ふ通つうに子供とか遊びに来てたじゃん、公園みたいに」

　高たか嶋しまは平然と言う。そして樹じゆ理りたちへ向き直ると、無む邪じや気きそうな顔で尋たずねた。

「僕たちもちゃんと事情を知っていれば、何かあったときにみんなを助けられるからね。さ、聞かせておくれよ。もしかして、秘密基地にできそうな場所でも探してたのかな？」

「ぐぅ……」

　樹じゆ理りは顔をしかめ、唸うなった。どう答えたらいいか、樹じゆ理りにはわからなかった。

　高たか嶋しまの問いに対する答えは、厳密にいえばＮＯである。樹じゆ理りたちが探していたのは秘密基地に『できそうな場所』ではなく、秘密基地そのものであった。ただそう答えたとしたら、次の質問は火を見るより明らかだった。『なぜ？』。

　どう説得されようが真実は明かすべきではない。流石さすがの樹じゆ理りもそれは理解していた。家出先を探しているだなんて、いくらなんでも簡単に見過ごしてもらえるような問題じゃない。またそれ以上に、家出のことは兄貴には絶対に知られたくないと思っていた。

「どうなの、樹じゆ理りちゃん？」

「あー、なんだ、その……」

　樹じゆ理りは自分の頭の回転の遅おそさを呪のろった。妙みよう案あんは何も思おもい浮うかばず、いたずらに時間と冷ひや汗あせだけが流れる。樹じゆ理りはおろおろと視線を泳がせ、藁わらにも縋すがる思いで八や千ち代よへ向けた。そして次の瞬しゆん間かん、心の底から後こう悔かいした。

　藁わらならまだマシであった。樹じゆ理りが縋すがったそれは、有ゆう刺し鉄てつ線せんであった。八や千ち代よは目が合った一いつ瞬しゆんこそ驚おどろいたような表情を見せたが、すぐに爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせ、顔いっぱいに悪そうな笑えみを浮うかべた。どうやら八や千ち代よは、樹じゆ理りとは少し違ちがった計算をしていたらしい。

「あたしたちはね、少しの間ジュリちゃんが身を隠かくせる場所を探しに来たんだよ」

「おまっ！」

「身を隠かくせる場所？」

「そ。大したことじゃないんだけどさ、ジュリちゃん、どうしてもお家うちには帰りたくないみたいでね。いわゆるプチ家出ってやつかな」

「プチ家出……！」

　と、どういうわけか真っ先に反応したのは都つ築づきであった。慌あわてふためく樹じゆ理りを見つめるその目には、沸わき立たつような好こう奇き心しんが見て取れた。

「樹じゆ理りちゃん、お家うちで何かあったの？」

「な、なんにもねーよ！　おい八や千ち代よ、お前余計なことを言うんじゃねーよ！」

「余計なんかじゃないでしょ、れっきとした事実だもん。っていうかあたしたちだって巻き込まれた側なんだからね、ワガママは聞かないよ」

「ねえ龍りゆう二じ、アンタは何か知らないの？」

　と、都つ築づきは龍りゆう二じに尋たずねる。龍りゆう二じは眉まゆをひそめ、不ふ機き嫌げんそうに返した。

「知るわけないだろ、今日こうやって会ったのだって何年ぶりかもわからないってのに。っていうかお前……」

　龍りゆう二じはその視線を樹じゆ理りへ戻もどす。無意識的に、嘲あざ笑わらうかのような態度になっていた。

「家に帰りたくないって、こんなところに野宿でもするつもりだったのか？　どんな野生児だよ」

「う、うぐぐ……！」

「女の子だったら普ふ通つう友達の家に泊とめてもらうとかだろ。なのにお前、こんな廃はい墟きよみたいなところに寝ね泊とまりって。お前の趣しゆ味みか？　それともお前、もしかして友達いないのか？」

「う、うっせーな！　オレにだっていろいろあんだよ！」

　樹じゆ理りは真っ赤になって叫さけんだ。感情が昂たかぶるとすぐに目め尻じりに涙なみだが浮ういてくるのは、樹じゆ理り自身も気にしているいつもの生理的反応であった。すぐにでも兄きよう妹だい喧げん嘩かが始まりそうな雰ふん囲い気きを見かね、八や千ち代よが間に割って入った。

「まーまー、落ち着いてよお二人さん。これってほら、何度も言うけど大したことじゃないんだからさ。ちょーっと何日か家の外で気分転てん換かんできればいいってだけのことで、それなら夏だしキャンプもいいかなって、そーゆーやつなんだよ」

　そして反論しようとする樹じゆ理りの口を、八や千ち代よの思おも惑わくを察した玲れ奈なが背後から素す早ばやく塞ふさぐ。八や千ち代よの発言は、家出という言葉の印象を和やわらげるための思いつきのでまかせだった。

　つまるところ、八や千ち代よは勘かん付づいていたのだ。龍りゆう二じの拒きよ絶ぜつとは正反対な高たか嶋しまの態度に、自分の望み、つまり自分以外の誰だれかに樹じゆ理りの家出を押し付けたいという願望を成じよう就じゆさせる余地があることに。

「なんかさ、これって運命的だと思わない？　やっぱり子供だけでキャンプって危ないし、お兄さんが一いつ緒しよにいてくれるだけでもすごーく安心かなって」

　そして八や千ち代よは、女の勘かんでわかっていた。いくらその兄自身が反対でも、残りの一人、都つ築づきを懐かい柔じゆうすればこの場は押し切れる。で、当の都つ築づきといえば、既すでに陥かん落らく寸前であった。

「ねえ龍りゆう二じ……」

　都つ築づきは言った。八や千ち代よは顔がニヤつくのを抑おさえられなかった。

「いいじゃない！　妹ちゃん、アンタが面めん倒どう見なさいよ！」

「はあ!?　なんでだよ！」

「なんでって、兄きよう妹だいだからでしょ。ちょっとした家出って私にも経験あるわ。進路のことで両親と喧けん嘩かしちゃって、どうしても一人になりたくてね。いくら歳としが若くても、女の子はどこか大人なんだもん。そういう時間も時には必要なのよ。兄であるアンタが一いつ緒しよにいれば、万一騒さわぎになっても言い訳が立つわけだし」

「僕も賛成かな」

　と、高たか嶋しまも続く。龍りゆう二じは開いた口が塞ふさがらなかった。

「龍りゆう二じもこのまま無む下げに追い返しちゃったら気になって仕事が手に付かないでしょ。君の過去に何があったか知らないけど、この子も無関係ってわけじゃなさそうだし、心の折り合いをつけるにもいい機会なんじゃないかな」

「余計なお世話だ、そんなもん！」

「じゃーさーじゃーさー、多数決で決めるってのはどうかな？」

　純じゆん朴ぼくそうな笑え顔がおを急いで取とり繕つくろい、八や千ち代よは言った。瞬しゆん間かん、玲れ奈なが空いた片手を真まっ直すぐ上げる。それを見て、都つ築づき、高たか嶋しまも続いた。八や千ち代よは達成感を覚えながら、樹じゆ理りに耳打ちした。

「ジュリちゃん、今日はウチに泊とめてあげるからさ？」

　樹じゆ理りは八や千ち代よを睨ねめつけ、激しく葛かつ藤とうしながらも渋しぶ々しぶ手を上げた。それから最後に八や千ち代よが腕うでをピンと伸のばし、勝敗は決した。

「龍りゆう二じ、結論は出たよ。民主主義的でいいじゃないか」

「それ、なんでもかんでも多数決で決めればいいって意味じゃないからな……ッ」

　龍りゆう二じは言った。しかし多勢に無勢であることは、龍りゆう二じも理解していた。

「ああもう、わかったよ！　ただしお前ら、後こう悔かいすることになっても知らないからな。俺は責任取らないぞ」

　そうして渋しぶ々しぶながらに、龍りゆう二じは認めてしまった。果たしてこの先何が起こるのか。龍りゆう二じにはいい予感など何一つなかったが、他全員はそれぞれの思いが叶かなって歓かん喜きに沸わき立たった。長い長い夏の、最初の一日だった。














第三章









　照り付ける太陽の下、龍りゆう二じの足元はおぼつかない。全身の毛穴という毛穴から滝たきのような汗あせが流れ、滴したたり落おちた水すい滴てきは地面のアスファルトに触ふれて一いつ瞬しゆんで気化していく。照り返しの熱波も加わって、まるで地じ獄ごくの火山を歩かされているかのような気分であった。

　龍りゆう二じは蜃しん気き楼ろうを搔かき分わけ、空になったペンキの缶かんを片手に必死の思いでようやく格納庫に戻もどってきた。そして最さい奥おうの生活スペースへ辿たどり着つくや否いなや、そこに並べられていた長なが椅い子すの一つに声もなく倒たおれ込んだ。

「……水」

「はいはい、お疲つかれ様さま。大だい丈じよう夫ぶかい？」

　高たか嶋しまはそう尋たずねながら、キンキンに冷えたスポーツドリンクを龍りゆう二じへ渡わたした。龍りゆう二じは震ふるえる手で蓋ふたを開け、浴びるように飲んだ。側そばの事務机には、一枚の図面が広げられていた。飛行場の全域を示した計画図で、そこにはこの夏の実験場運営に用いるヘリパッドや滑かつ走そう路ろの位置が細かく書き加えられていた。

　つまるところ龍りゆう二じは、朝から飛行場を歩き回って区画線を引き直していたのであった。真夏の灼しやく熱ねつの下では、まさに命に関わるような大仕事であった。

「少し休む、流石さすがに堪こたえた……」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ、問題ないよ。こっちの準備も粗あら方かた終わったし。そういえばさっき、ＵＣ大学の大おお瀧たき准教授が挨あい拶さつに来たよ。今年もよろしくってさ」

「気が早えな……俺たちだってまだ二日目なのに。どんだけ張り切るつもりだよ」

「あはは。そろそろ教授昇しよう進しんも視野に入ってくる頃ころだからね、やる気が漲みなぎってるんだと思うよ。とりあえず予定通り四番ピットを割り当てたから、あとで顔見せにでも行ってきなよ」

　ピットというのは、格納庫の外、飛行場の脇わきに立ち並んでいる小さな倉庫たちのことであった。正面のシャッターを開け放つとレース場のピットレーンのように見えることから、もっぱらそう呼ばれていた。龍りゆう二じは小さく舌打ちし、高たか嶋しまに向かってぼやくように言った。

「少しはもてなしてくれることを期待するかな。それよりも高たか嶋しま、この暑さじゃペンキももう乾かわいてる頃ころ合あいだ。都つ築づきに言って、スプリンクラーを回してちょっと冷やしてくれ」

「はいはい」

　高たか嶋しまは手を休め、スマホで管かん制せい塔とうの都つ築づきに電話をかけた。数秒後、プスプスという空気を押し出す音とともに、飛行場一面に水みず飛沫しぶきが舞まった。龍りゆう二じは格納庫からその様子を眺ながめ、長く息を吐はいた。

　いくつもの小さな虹にじがかかり、爽さわやかな風が格納庫の中に吹き込んでくる。龍りゆう二じはのそりと起き上がり、長机に置かれたパソコンを覗のぞき込んだ。表示されていたカレンダーには、ビッシリとこの夏の実験スケジュールが入力されていた。

「そういえば大おお瀧たきさん、君の実験機に興きよう味み津しん々しんだったよ。見学したいから、飛行実験のときにはぜひ呼んでほしいって」

「構わないが、ガッカリさせる羽目になりかねないな。まともに飛ばないことはスペックの上でも明らかなんだから」

「出力が足りないんだっけ？　なんなら都つ築づきちゃんにでも操縦してもらう？」

「それも一案だが、欲を言えばもう少し軽い方がいい。アイツでもちぃーっとばっかし重すぎる」

「あはは。それ、都つ築づきちゃんに聞かれたら殺されるよ？　都つ築づきちゃん、スタイルにはすっごい気を使ってるんだから」

「気持ちで飛べるならわけねえよ。一キロ、一グラム、妥だ協きようはできないのが工学ってもんだろ？」

「それはそうだけど、ほどほどにね」

　高たか嶋しまは笑いながら、側そばに並べたアウトドアチェアに腰こしを落ち着けた。龍りゆう二じが外仕事に励はげんでいる間、高たか嶋しまが精を出していたのは拠きよ点てんの設営だった。

　龍りゆう二じは自分を囲むアウトドアグッズたちへ視線を巡めぐらせた。二口バーナーを備えた小さなキッチンに、ランタンで照らされた小こ洒落じやれたダイニングテーブル。重じゆう厚こうそうなクーラーボックス。更さらには小学校の運動会にでも使いそうな大型テントまでもが設置されていた。

「注文通り、冷れい房ぼう完備だよ。まだ電源を入れたばかりだから少し暑いけど、冷えたら中で休んでくるといいよ」

　テントは全面を厚手のビニールで囲われ、横には工場用の移動式スポットエアコンが置かれていた。エアコンのダクトはビニールの通風孔こうへと繫つながれ、テント内部に冷風を送り込めるようになっていた。

「中にはコットを三つ並べてある。僕用と君用と、あとは非常時の都つ築づきちゃん用って感じかな。都つ築づきちゃんは意地でもホテルに帰りそうだけど」

「贅ぜい沢たくなもんだ。夏中ホテル暮らしだなんて、流石さすがはお嬢じようサマだな。それより、アイツの仕事はどうなんだ？　進んでんのか？」

「とりあえず機器類の点検は一通り済んだみたいだよ。放送機器も照明も特別問題なかったみたいでよかったよ。僕の方も終わったし、飛行場の整備も完かん了りようしたのなら、これで営業準備は万ばん端たんだ」

「ならいい。どうやら、気が早いのは大おお瀧たきさんだけじゃなさそうだからな。スケジュールを見る限り結構な人数が今日の内にやってくるらしいぞ」

「僕もさっき見たよ。まあ、暇ひまになるよりはいいんじゃないかな。賑にぎやかになった方が僕たちも楽しいし」

「まあ、そうかもしれないな」

　龍りゆう二じはそう言うと、再び長なが椅い子すへ寝ねそべった。束つかの間まの安息。目を瞑つぶれば、聞こえてくるのは風のそよぎと蟬せみの声……と、それから小学生たちの甲かん高だかい言い争いの声であった。

　龍りゆう二じはその騒そう音おんを意識から追い出そうとしたが、叶かなわぬ努力であった。寝ね返がえりを打ち、小学生たちに背を向け、龍りゆう二じは言った。

「……アイツらはどうしてる？」

「あいつら？」

「聞き返すんじゃねえよ。樹じゆ理りたちのことだ。わかってんだろ？」

「それなら、見た通りだけど」

　高たか嶋しまはそう言って、龍りゆう二じたちの拠きよ点てんとは反対側、格納庫の右奥に用意された小学生たちの専用スペースを指差した。チョークで区分された、八畳じようほどの一角。龍りゆう二じは決して目を向けようとしなかったが、そこには不器用にダンボール箱と格かく闘とうする樹じゆ理りたちの姿があった。

「どうだい、手が空いたのなら手伝ってくるかい？」

「冗じよう談だんじゃねえ。世話焼きなら充じゆう分ぶんしただろうが」

「世話焼きって……龍りゆう二じは口くち喧げん嘩かしてただけでしょ？　一体何がそんなに気に入らないのか、僕にはよくわからないよ」

「アイツを見てるとイラついて堪たまらないんだ。まるで鏡で自分を見てるみたいに、殺したいほど嫌きらいだったあのクソ親おや父じがアイツの中にチラつくんだよ」

　龍りゆう二じは吐はき捨すてるようにそう言い、視線を背そむけた。専用スペース、ダンボール箱、不ふ機き嫌げんな妹。それらについて語るには、時計の針を朝まで巻まき戻もどす必要があった──










「──こっから先はオレの領土だかんな！　勝手に入るなよ！」

　格納庫の真ん中で、樹じゆ理りはやじろべえみたいに両りよう腕うでを伸のばしながらそんなことを言う。要するに、格納庫の丸々半分を寄よ越こせというのが樹じゆ理りの主張だった。しかも強ごう欲よくなことに、水道やらトイレの入口やらもその半分に固まっていた。

　当然ながら、承服できるわけがない。龍りゆう二じは呆あきれ返かえって頭を押さえ、工具箱から白チョークを一本取り出した。

「一晩考えて、俺は決めた。お前らをどうするか。つまりお前らみたいなクソガキどもと、どうやってこの崇すう高こうな実験場をシェアするのか。お前らのちっぽけな脳のう味み噌そにも収まる、単純なルールをな」

　そう言うと、龍りゆう二じは格納庫の一角に線を引いた。大おお扉とびらから向かって右奥の、コンセント二口以外は何もない一角だ。龍りゆう二じはそこを八畳じようほどの大きさで、真四角に切り分けた。

「お前らのスペースは、ここ。この一角だ。いいか？　ここだけはお前たちの好きに使わせてやる。わかったな？」

「わかったな、って、ざっけんじゃねーよクソ兄貴！　猫ねこの便所じゃないんだぞ、どこでも好きに使わせろよ！」

「猫ねこのトイレ……って、レナっち、どういう意味だと思う？」

「さあね。捨すて猫ねこの考えはわからないわ」

「あーもー龍りゆう二じ、言葉足らずだよ。そういう言い方だと樹じゆ理りちゃんたちが誤解しちゃうじゃん」

　と、割って入ったのは龍りゆう二じの後ろに控ひかえていた高たか嶋しまであった。高たか嶋しまは龍りゆう二じを押おし退のけ、樹じゆ理りに向かって宥なだめるように言った。

「別に、ここから出ないでと言ってるわけじゃないんだよ。もちろん他の場所も常識の範はん囲いで使っていいんだ。そのうえで、ここだけは樹じゆ理りちゃんたち専用にしてあげるってわけ。僕たちは立ち入らないし、関かん与よもしない。悪くないでしょ？」

「あら、太っ腹じゃない。樹じゆ理り、よかったわね」

「いーや、引っかかるね。特に『常識の範はん囲いで』って一言が。その『常識』ってのは、一体誰だれが決めるんだ？　オレか？　お前か？」

　樹じゆ理りは高たか嶋しまには目もくれず、兄のことを睨にらみ続けたまま言った。その口調についつい苛いら立だちを覚え、龍りゆう二じはチョークをへし折りながらこう返した。

「なんだよ、少しは考える頭もあるみたいだな。そしたら聞かずともわかるだろ？　決めるのは俺だ。この夏の間、ここでは俺がルールだ」

「ほーら見ろ。よーするにコイツが言いたいのは、隅すみっこで惨みじめったらしくうずくまってるか、さもなくば命令に従えってことだ。ざっけんじゃねーっての！　オレは別にお前に頼たのみ込んでここにいさせてもらってるわけじゃないんだぞ？　何様のつもりだよ！」

　樹じゆ理りは憎ぞう悪おに満ちた声を上げ、二人の視線の間にはバチバチと火花が散った。こうなったらお互たがい引くことを知らない。きっかけさえあれば、どちらから先に殴なぐりかかってもおかしくないような雰ふん囲い気きであった。

「このクソガキ……やっぱり叩たたき出だしてやろうか？　俺にとっちゃ願ったり叶かなったりだ。そもそも俺は最初から反対だったんだ、お前らみたいな躾しつけの悪いクソガキどもがこうやってウロチョロしてることに」

「んだとぉ？　このヤロウ今度こそブチのめしてやろうか！　おい、八や千ち代よ！　玲れ奈な！　喧けん嘩かだ喧けん嘩か！」

「えぇー……めんどくさいから一いち抜ぬけた」

「私も拒きよ否ひするわ。やるなら勝手にやって頂ちよう戴だい。泣きを見ても知らないわよ」

「おいこらお前ら！　仮にもダチだろうが！　オレを見捨てるつもりか！」

「あぁーもー龍りゆう二じ！　少しは大人になったらどうだい？　そういう言い方したら樹じゆ理りちゃんたちもいい気持ちしないでしょ？」

「んなこと俺が知るかよ。気にしてやる道理はないね。今度こそその尻しりっぺたを泣くまで引ひっ叩ぱたいてやる」

「全く……樹じゆ理りちゃん、少し落ち着いて。常識は常識だよ。誰だれが決めるものでもないし、僕たちも特別な注文を付けたいわけじゃない。他の利用者と同じようにしてくれていればそれでいいんだ」

「やだね。それでオレたちになんの得がある？　素す直なおに言うことを聞く義理なんてオレにはないね」

　樹じゆ理りの反応はあくまでつっけんどんだ。完全に臨戦態勢。これでは昨日の繰くり返かえしだが、樹じゆ理りには何一つ臆おくするところはない様子であった。

「やれやれ……確かに兄きよう妹だいだね、君と龍りゆう二じは。見た目は違ちがっても、天てん井じよう知しらずに強気なところはそっくりだ」

　高たか嶋しまは呆あきれ顔がおで頭を振ふった。そして仁に王おう立だちする樹じゆ理りの姿をもう一度よくよく確かく認にんし、今度は少し挑ちよう戦せん的てきな口調で言った。

「ならこうしよう。もしもこの条件を飲んでくれるのなら、樹じゆ理りちゃんたちが秘密基地を作るのに必要なものをいくらか融ゆう通ずうしてあげよう。見たところ、何も準備をしてこなかったみたいじゃないか」

「うっ……！」

　樹じゆ理りは反論に詰つまった。というのも、高たか嶋しまの言葉は図星であったからだ。

　事情は樹じゆ理りの持ち物を見ればすぐにわかる。昨日の今日で樹じゆ理りが飛行場に持ってきたものといえば、使い古された小さなリュックサック一つだけであった。しかも中に入っているものといえば、八や千ち代よの家に寝ね泊とまりしていた頃ころと何も変わりなかった。

　つまるところ、数枚の着き替がえに僅わずかばかりの日用品。スマホの充じゆう電でんケーブルに、一ひと握にぎりの小こ銭ぜに、八や千ち代よの家からくすねた爪つめ切きりと、枕まくら代わりのぬいぐるみが一つ。野営に必要なものなど、何一つ持ち合わせてはいなかった。

「丁度荷に解ほどきでダンボールがたくさん出てきたところだし、もし使い道があるなら譲ゆずってあげるよ。それからブランケットに、洗せん濯たく用の洗せん剤ざいもつけてあげる」

「っ……、なんだよ、テントの一つくらいはくれてやるって言えないのかよ!?」

「贅ぜい沢たく言うんじゃない。材料はくれてやるって言うんだから、自分で作れ。ガキならそういうのは得意だろうが」

　龍りゆう二じはそう言って、手に持っていたチョークの破は片へんを壁かべに放った。チョークは粉々に砕くだけ、壁かべに鳥の糞ふんのような跡あとを残した。

「二つに一つだ。俺たちの言うことを聞くか、ここから出ていくか。親切心でわざわざ〝いさせてやってる〟んだから、我わが儘ままばっかり聞く気はない」

「テメェは本当に……ッ！　ああクソ！　わかったよ！　飲んでやろうじゃねーか！　だがその代わり、約束は守れよ！　寝ね床どこに必要なものはオレに寄よ越こして、この線からは一歩も入るな！　いいか、一歩もだぞ！」

「心配せんでも、興味もない。お前みたいなガキの生活なんかにはな」

　がなる樹じゆ理りに向かって、龍りゆう二じは言った。その喧けん嘩か腰ごしな態度に、高たか嶋しまはもう一度呆あきれ顔がおで肩かたをすくめた。しかし龍りゆう二じにも樹じゆ理りにもこれ以上会話を続けようという意思は皆かい無むだったので、高たか嶋しまも引き上げざるを得なかった。

「まあ龍りゆう二じもこう言ってるけど、乗りかかった船を無む下げに見捨てるつもりはないんだ。困ったことがあったらなんでも言ってね、できる限り助けになるからさ」

「できる限りでな」

「ふん！　心配しなくてもお前なんかに頼たよらねーよ！　オレは勝手にやってるから、好きに空飛ぶオモチャで遊んでろってんだ！」

　そう言ってそっぽを向く樹じゆ理りの横顔には、不満の色がありありと浮うかび上あがっていた。龍りゆう二じはそれをしっかりと認にん識しきしつつ、なお優やさしい言葉をかけようとはしなかった。




　高たか嶋しまは約束通り、すぐに小学生たちのもとへ潰つぶしたダンボールの束を置いていった。おまけについてきたのは、薄うす手でのブランケットと粉ふん末まつ洗せん剤ざい、ガムテープ一巻き、ビニール紐ひも、それからハサミが一本。樹じゆ理りはしばらく肩かたを震ふるわせながら立たち尽つくし、突とつ然ぜん火山が噴ふん火かしたかのように叫さけび声ごえを上げて荷物を蹴けり飛とばした。

「うがぁぁ──！　なんだよあの態度！　クソ腹立つ！」

　そして床ゆかの上にくしゃくしゃになったブランケットを何度も何度も踏ふみつける。気分屋の樹じゆ理りでもあまり見せたことのないほどの激げき昂こうであった。八や千ち代よと玲れ奈なの二人は壁かべにもたれて座り込み、その様子をぼんやりと眺ながめていた。

「クソ、クソッ！　言うこと聞けだなんて、よくもそんなことが言えたもんだ！　あのクソ兄貴！　オレたちは別に、頼たのみ込んでここにいさせてもらってるわけじゃねーのによ！」

「まぁ、ジュリちゃんの中ではそうなのかもしれないけど、実際はねぇ……」

　八や千ち代よはそう言いい淀よどんで、隣となりの玲れ奈なに視線を向けた。玲れ奈なは相変わらず退たい屈くつそうな熱のない表情で、冷たく言い放った。

「借り暮らしだわ。情けで住まわせてもらっていることに疑いの余地はないもの」

「んだとぉ？　お前らアイツの味方かよ！」

「もう、よして頂ちよう戴だい。どちらの味方でもないし、興味もないわ」

「てかさ、あんまり突つっかかってもしょうがないんじゃないの？　表面だけ従うフリして、甘い汁しるだけ吸ってポイでいいじゃん。ジュリちゃんってばずっと喧けん嘩か腰ごしなんだから」

「そうよ。私には今ひとつ、貴方あなたのこだわりがわからないわ。今ここでお兄さんに楯たて突ついても、貴方あなたにとって利益はないのよ？」

「だとしても気に入らないんだよ！　アイツに偉えらそうな顔をされるのだけは、どうしても我が慢まんできないんだ！　今いま更さらアイツの世話になるだなんて、そんなことは絶対……！」

　樹じゆ理りは拳こぶしを握にぎり締しめ、悔くやしそうに歯を食いしばった。樹じゆ理りも頭では八や千ち代よや玲れ奈なの言う通りにしていた方が楽なことは理解していた。相手が大人なら、情けに付け込んで旨うま味みだけをいただく。それは樹じゆ理りにとっても常じよう套とう手段の一つであった。しかし心は、一いつ瞬しゆんでも兄に媚こびへつらうことに強い嫌けん悪お感かんを覚えていた。

　思い返されるのは、かつての兄。去り際に見せた、全てを諦あきらめたような横顔。そして残された、「お前も親おや父じの子供だな」という言葉──

　その運命、つまりは樹じゆ理りの不幸な出生も、原因は龍りゆう二じにあるというのに。

「クソ腹立つぜ……そもそも元を正せば全部アイツのせいだってのに。オレのこの苦労も、この人生そのものも……！」

「〝この人生〟……？　それって、どういう意味？」

　八や千ち代よの訝いぶかしげな視線に気付いて、樹じゆ理りはハッと我に返った。そして次の瞬しゆん間かん、樹じゆ理りの胸には強きよう烈れつな後こう悔かいが押おし寄よせてきた。

「っ、なんでもねーよ！」

　樹じゆ理りには親友に対してさえ、自分の過去を明かす準備はできていなかったのだ。樹じゆ理りは強ごう引いんに視線を逸いつし、この話題は終わりだとばかりに言った。

「それよりも、考えなきゃならないのはオレたちの拠きよ点てんをどうするかだ。経けい緯いはともかく材料は集まったわけだし。お前ら何かいいアイデアはあるか？」

「アイデア、なんて聞かれても困るわね。とりあえず必要なものを作ればいいんじゃないかしら」

「必要なもの……お化け粧しよう台だいとか、クローゼットとか？　あ、姿見も欲しい！」

「やっちゃん、それは贅ぜい沢たくというものよ。樹じゆ理りはホームレスなんだから、もっと使えるものを厳選して考えないと」

「厳選……ソープディッシュとか？」

「お前らもっと真しん剣けんに考えろよ！　オレの生活がかかってるんだぞ！」

　樹じゆ理りは大声で嚙かみ付ついた。二人がふざけているのは火を見るより明らかだったからだ。しかし退たい屈くつを極きわめた八や千ち代よたちに真面目に考えるモチベーションなど小さじ一杯ぱいも残っておらず、返ってきた言葉は冷たいものだった。

「じゃあ逆に聞くけど、ジュリちゃんは何を作りたいの？」

　八や千ち代よが平へい坦たんな声でそう尋たずねると、樹じゆ理りはしばし顎あごに手を当てて考え込んだ。だが下へ手たの考え休むに似たりとはよく言ったもので、続く答えといえば笑えない上に的外れもいいところであった。

「……本ほん棚だな、とか？」

「はぁ……貴方あなたって、ほんっとに低能ね。この馬鹿。ド低脳。本なんか読んだこともないくせによくもそんなもの思いつくわね。もっと必要なものはいろいろあるでしょう？」

「まずはベッドでも作りなよ。それから目め隠かくし。このままじゃジュリちゃんが寝ねてるところも着き替かえてるところも皆みなに丸見えだよ？」

「お、おう、なんだよお前ら急にマジになりやがって……てか、目め隠かくしってなんだ？　壁かべでも作んのか？」

「うん。じゃないとジュリちゃん、いつもみたいに裸はだかでウロウロできないでしょ？　露ろ出しゆつ狂きようなんだからちゃんとそのへんも考えないと」

「とにかく、決まったのならさっさと始めるわよ。このままでは日が暮れてしまうわ」

　そう言うと、玲れ奈なは立ち上がってお尻しりを払はらった。驚おどろいた顔をしたのは、樹じゆ理りだけではなかった。

「え、レナっち手伝うの？」

「流石さすがに哀あわれに思えてきたもの。多分このお馬鹿さん、放っておいたらホームレスにすらなれないわ」

「玲れ奈な……！」

「ただ、私にも解決できないことはあるわよ。貴方あなた、食べ物はどうするつもり？　お金も持っていないんでしょう？」

　玲れ奈なは少し真しん剣けんな眼まな差ざしで言った。対する樹じゆ理りといえば、狼ろう狽ばいするばかりであった。樹じゆ理りは玲れ奈なに指し摘てきされるまで、今の今まで、その問題に思い至りもしなかったのであった。

「そ、それは……」

　樹じゆ理りは辺りを見回した。目につくものは、がらんどうの格納庫。中央に鎮ちん座ざするプロペラ付きオートバイ。それから快適そうな兄たちの生活拠きよ点てんである。そこには大きなクーラーボックスも置かれていて、樹じゆ理りは答えを得たような気がした。

「まぁ、なんとかなるだろ。必要なものは手に入れればいい」

「そしたら、あたしたちにも分けてよね。お菓か子しも出さずにあたしたちを働かせようだなんて、ジュリちゃんてばホントにもてなしの心がないんだから」

　そう言いながら、玲れ奈なに続いて八や千ち代よも立ち上がった。樹じゆ理りはガムテープを拾い上げ、何をするわけでもなく引ひき伸のばしてくしゃくしゃに丸め、兄の実験機に向かって投げつけた。










「……しかしまあ、あの調子でいつまで保もつかな。俺としてはサッサと諦あきらめて帰ってくれれば御おんの字じなんだが」

「そんなこと言って、本心ではちょっと心配だったりするんでしょ？　一応は血を分けた兄きよう妹だいなんだしね」

「アホ抜ぬかせ。それより高たか嶋しま、お前なんであのクソガキどもをこの飛行場で遊ばせてやろうだなんて思ったんだよ。都つ築づきのバカはどうせ何も考えちゃいなかったんだろうが、お前はそういう考えなしっつータイプじゃないだろう？」

　寝ねそべったまま、龍りゆう二じは尋たずねた。声こそいつもと変わらないが、眉み間けんに寄った深い皺しわが龍りゆう二じの不ふ機き嫌げんさを如によ実じつに物語っていた。

「もっとも、答えには大体予想がつくがな」

「へー……じゃあその龍りゆう二じの予想というやつを、是ぜ非ひとも聞かせてもらおうかな」

　高たか嶋しまは言った。その声こわ音ねはどこか少し嬉うれしそうで、龍りゆう二じは自分の苛いら立だちをチクチクと刺し激げきされているようにすら感じた。龍りゆう二じは天てん井じようを仰あおぎ、努めて平常心で言った。

「……知りたいんだろ、俺の過去がどんなだったか。確かに俺は、お前にさえ何一つ話したことがないからな」

「……そうだよ龍りゆう二じ。その通りだ」

　高たか嶋しまは言った。

「僕は君のことを親友だと思っているし、君もそう思ってくれていると信じている。でも君は、四年も前に講座で出会ったあの日から、今の今まで、自分のことなんか何一つ話したことがないじゃないか。両親のことも、兄きよう妹だいのことも、子供時代のことも。そんなの普ふ通つうじゃないし、正直ちょっと不気味だよ」

　早口気味だったのは興奮の表れだろう。高たか嶋しまは龍りゆう二じの顔を覗のぞき込み、待ちきれないといった様子で顔を輝かがやかせていた。だから龍りゆう二じは自分の顔を腕うでで覆おおい、冷たく言い放った。

「その好こう奇き心しんは墓まで持っていけ。俺は少し口を滑すべらせ過ぎた。樹じゆ理りのこととか、親おや父じのこととか、何もかも忘れちまいたかったのによ」

「ちぇー。でもまあ、いいよ。そのための樹じゆ理りちゃんだからね。一いつ緒しよにいればいつかどこかで全部ハッキリするはずだ。樹じゆ理りちゃんの存在も、君の悩なやみの原因の一つだってわかったからね」

　高たか嶋しまはそう言うと、再び立ち上がって腰こしを伸のばした。視界の隅すみには不器用にダンボール箱と格かく闘とうする小学生たちの姿が映っていた。

「僕のこれ、単なる好こう奇き心しんだと切り捨ててほしくはないな。親友として、君が悩なやみを持っているのなら助けてあげたいと思うんだ」

「気持ち悪ぃこと言うんじゃねえよ……」

　龍りゆう二じは言った。そして少しだけ間を置いて、こう続けた。

「……あとでアイツらに菓か子しでも持ってってやってくれ。どうせ食い物なんか何一つ用意しちゃいないだろうから。ただくれぐれも、俺からだなんて言うんじゃないぞ」

「はいはい。まあ、都つ築づきちゃんが気を回したことにでもしておくよ」

「それと、俺たちも準備が済んだのならミーティングだ。明日からは試験も始まるから、暑さでへばらないように気合い入れていくぞ」

　龍りゆう二じの言葉と同時に、開きっぱなしの格納庫にはエンジン音が流れ込んできていた。飛行場には二台のワゴン車が停車し、他大学の学生たちが荷物とともに龍りゆう二じたちのもとへと向かってきていた。

　それから二時間の間に、実験場に立ち並ぶピットの約半数が埋うまった。夏を待ちわびていた利用者たちは思い思いに居場所を整え、まるでこの飛行場に小さな町が生まれていくかのようであった。

　軒のき先さきに日ひ除よけを張る者もいれば、裏の空き地で野営準備をする者、焚たき火びを起こして早さつ速そくビールを酌くみ交かわす者もいる。龍りゆう二じたちは一人一人の顔を確かく認にんし、軽く挨あい拶さつを交かわした。かねてから交流のある者も多く、龍りゆう二じは少しだけ居い心ごこ地ちの良さを感じた。しかし対照的に、遠くからそれを眺ながめる樹じゆ理りは酷ひどく不満げだった。

　そして夜が来て、朝が来て、実験場は活動を開始した。事件が起こったのは、その更さらに翌日のことだった。














第四章









　駅前のビジネスホテル、一階ロビーのソファ席。都つ築づきは少し苛いら立だった様子でフロントデスクの置き時計を見つめていた。時刻は朝の八時五分。約束の時間を、既すでに五分も過ぎていた。

「遅おそいわね……これならもう五分寝ね坊ぼうしとけばよかったわ。毎朝早起きするのってすっごい苦手なのに……」

　都つ築づきはぼやいた。と、ほとんど同時にエントランスの車寄せに見慣れたバンが滑すべり込んできた。やっと到とう着ちやくかしら。都つ築づきは手荷物を拾い上げ、スタッフの「いってらっしゃいませ」という声を背中にホテルの外へと飛び出した。

　朝だというのに既すでに日は高く、外の熱気はオーブントースターのように肌はだを炙あぶる。都つ築づきは急いで後部座席のドアを開け、転ころがり込むようにバンへと乗り込んだ。

「もうっ、遅おそいじゃないの！　迎むかえは八時の約束でしょう!?」

「んだよ、五分十分くらいでギャンギャン喚わめくんじゃねえ。こっちはお前が起きる前から買い出しに出てたんだ、我わが儘まま言うなっての」

「買い出しぃ？」

「そうだよ。夜中に大おお瀧たきさんたちと宴えん会かいやってたら早さつ速そくビールを切らしちまった。で、仕方ないからお前を迎むかえに来るついでにスーパーに寄って買かい込んできた」

　龍りゆう二じはギアをドライブに叩たたき込み、手て振ぶりで他の車を威い嚇かくしながら強ごう引いんに大通りへ走り出た。都つ築づきが揺ゆられながらバンの荷台を確かく認にんすると、缶かんビールが十箱も積まれていた。

「偉えらそうに言って、自じ業ごう自じ得とくじゃない。全く……」

「これだけが楽しみなんだから仕方ないだろ？　それに、出費の半分は大おお瀧たきさんが持ってくれたんだ。そもそもビール代は研究室持ちって約束になってたから、大おお儲もうけだ」

「酷ひどいわね、大おお瀧たきさんのこと騙だましたの？」

「人聞きの悪いことを言うなよ。俺は言わなくてもいいことを言わなかっただけだ」

　龍りゆう二じは上じよう機き嫌げんだった。都つ築づきは呆あきれ顔がおで頭を振ふり、何を言っても無む駄だとばかりに黙だまり込んでシートベルトを締しめた。

　約一ヶ月の研究合宿。運営側である龍りゆう二じや高たか嶋しまも含ふくめ、参加者のほとんどは飛行場にそのまま寝ね泊とまりしていた。洗せん濯たくはタライで、シャワーは水だけというなかなかの苦行であるが、それもひと夏の楽しみとする者が多かった。一方少数ではあるが、都つ築づきのような女子や社会人研究者などは流石さすがに一いつ緒しよに野宿というわけにもいかず、街中にあるビジネスホテルに部屋を取っていた。

　飛行場までは車でも二十分ほどの距きよ離りがあり、電車やバスが通っているわけでもなかった。そのためホテルに寝ね泊とまりする者は、関係者が送おくり迎むかえをするのが常であった。都つ築づきも例に漏もれず、龍りゆう二じと高たか嶋しまが交代で送そう迎げいしていた。昨日は高たか嶋しまがその役目を果たしたので、今日は龍りゆう二じの番であった。

　というわけで、車内には龍りゆう二じと都つ築づきの二人きり。沈ちん黙もくが流れ、カーオーディオから流れる悪あく趣しゆ味みな音楽がやたらとうるさく感じる。都つ築づきは次し第だいに心がそわそわとざわつくのを感じ、思わず龍りゆう二じに適当な話題を振ふった。

「き、今日も暑いわねっ！」

「ああ、イラつくほどにな。それでも山の上は少しだけ涼すずしいのが救いだよ」

「あ、そうだ！　私、高たか嶋しまさんのクーラーボックスでアイス冷やしてあるのよね！　どうしてもっていうなら分けてあげてもいいけど、どう？　どう？　食べる??」

「アイスぅ？　そんなもん入れといたらすぐに溶とけちまうぞ。冷れい凍とう庫こじゃないんだから」

「え、そうなの？」

「当たり前だ。ったく、お嬢じようサマは常識がなくて困る」

　龍りゆう二じはカーナビを頼たよりに細い道を搔かい潜くぐっていく。生まれ故郷といえども、長い年月が過ぎたことですっかり道も変わっていた。龍りゆう二じにとっては喜ばしいことであった。見覚えのある道が現れて少し気分が悪くなっても、すぐに新しい景色がそれを上書きしてくれた。

「この辺もすっかり変わっちまったな。まあ、変わるのはいいことだ。どうせ見どころもないような町だったんだから。ほら見ろよ、あんなデカいホームセンター、昔はなかったぜ？」

「ほんとだ……なんかこう、ザ・田舎いなかって感じね」

　都つ築づきはそう呟つぶやいてから、しまった！　と後こう悔かいした。いくら龍りゆう二じが生まれ故郷を嫌きらっていても、他人から馬鹿にするようなことを言われるのは嫌いやがるのではないかと思ったからだ。しかし都つ築づきの心配などどこ吹ふく風で、龍りゆう二じは楽しそうにケラケラと笑っていた。

「違ちがいない。ホント、クソみてえな場所だよここは」

　そして龍りゆう二じは交差点を曲がり、再び見覚えのある通りに出た。なんの見どころもない住宅街の生活道路で、両側に古びた家が立ち並んでいる。龍りゆう二じは少しの間、この通りが自分のどの思い出と結び付くものなのか認にん識しきできなかった。しかし右手に、一ひと際きわ古びた二階建てのボロアパートが見えた瞬しゆん間かん、龍りゆう二じは心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような感覚を味わった。

　今にも崩くずれそうなボロアパート。その二階、通りに面した一室の窓。ガムテープで補修された窓ガラスの向こうから、やつれた白人女性がぼーっと外を眺ながめていた。龍りゆう二じはその姿から目が離はなせず、呼吸もできず、危あやうく道路脇わきの電柱へ激げき突とつしそうになった。

「ちょっと！　どうしたのよ!?」

「っ、すまん！　なんでもない、なんでも……」

　龍りゆう二じは胸を押さえ、息を鎮しずめた。すぐに道路は見覚えのないものに変わり、龍りゆう二じは衝しよう撃げきから立ち直った。するとほぼ同時に、カーオーディオに接続していたスマホが鳴った。

『ごめん龍りゆう二じ、どこかで氷をたくさん買ってきてくれないかな？』

　声の主は高たか嶋しまであった。龍りゆう二じが理由を尋たずねると、高たか嶋しまは続いてこんなことを言った。

『どこかの誰だれかがクーラーボックスの氷を全部盗ぬすみ出だしたみたいなんだ。僕たちのだけじゃないよ、大おお瀧たきさんや他の皆みなの分も全部だ。それから他にもいろいろあって、こっちはちょっとパニック状態になってる。デートの邪じや魔まして悪いけど、なるべく早く帰ってきてくれると嬉うれしいな──』










「──高たか嶋しまさん！　これはあなたたちの監かん督とく責任ですよ！」

「食材も何もかも全ぜん滅めつだ！　生活費は自腹だってのにどうしてくれるんだ！」

「食い物なんてどうでもいいだろ！　それより俺のこの計器、わざわざこの夏のためにアメリカから取り寄せたんだぞ！　悪いた戯ずらで壊こわされるなんて冗じよう談だんじゃない！　どう責任とってくれるんだ！」

「まあまあ皆みなさん落ち着いて。苦情は龍りゆう二じが帰ってきたら順番に聞くから……」

　高たか嶋しまは事務椅い子すに縮こまり、必死に涼すずしげな顔を取とり繕つくろう。怒いかり狂くるった利用者たちを隔へだてるのは、粗そ末まつな長机一卓たくのみ。詰つめ寄よる一人が「落ち着いてなんていられるか！」と拳こぶしを叩たたきつけ、置かれていた書類がバラバラと落ちた。

　もう何分こうしているだろうか。感覚的には何分どころか何時間、何日にも感じられるが、時計を見る限りではそれほど長くも経たってはいない。高たか嶋しまはとにかく必死に祈いのった。早く龍りゆう二じが帰ってきて、皆みなを蹴け散ちらしてくれるようにと。

「ああもう、高たか嶋しまさん！　俺たちの話聞いてるんですか！」

「き、聞いてる聞いてる。もちろん聞いてるけど、それよりも……」

　と、そのときだ。古ぼけた商用バンの不ふ揃ぞろいな排はい気き音おんが飛行場に響ひびいた。

　もちろん到とう着ちやくしたのは龍りゆう二じと都つ築づき。高たか嶋しまには救いの神が現れたかのようにさえ感じられた。龍りゆう二じは両りよう腕うでいっぱいに板氷の大おお袋ぶくろを抱かかえ、利用者たちを押おし退のけて高たか嶋しまの前までやってきた。

「一体何の騒さわぎだ。おいお前ら、ただでさえ暑いんだからこんなところに集まってないで散った散った！」

　龍りゆう二じは氷を降ろし、長机の側そばに集まっていた利用者たちに向かって怒ど鳴なった。長身強こわ面もての龍りゆう二じが相手だと、流石さすがに迫はく力りよくが違ちがう。先さき程ほどまで喚わめき散ちらしていた利用者たちも気け圧おされて口をつぐみ、一いつ瞬しゆん奇き妙みような沈ちん黙もくが流れた。

「それで高たか嶋しま、一体何があった」

「どうやら昨日の夜中にみんなのピットで悪いた戯ずらしまくった人がいたみたいでね……氷を盗ぬすみ出だすのが第一の目的だったみたいだけど、おまけにいろいろやらかしていったらしくて……」

「そうですよ龍りゆう二じさん！　この計器を見てくださいよ！」

　何やら重そうな機械を抱かかえた一人がそう言って、龍りゆう二じに詰つめ寄よった。見たところ外部に異常はなさそうであったが、正面のモノクロディスプレイには『ERROR』の五文字が躍おどっていた。

「これ買ったばっかりなんですよ！　一体どうしてくれるんですか！」

「買ったばっかりなら保証期間内だろ。上う手まいこと言い訳して新品と交こう換かんしてもらえ」

「それならこっちはどうしてくれるんですか、自作の実験機ですよ！　毎日徹てつ夜やして作ったのにこんなに汚よごされちまって……！」

　と別の一人が突つき出だしてきたのは、一機のラジオコントロール飛行機。細かな作り込みは芸術品と見み紛まがうばかりであったが、それが余計に興味を引いたのだろう、油性ペンでデカデカと下品な悪いた戯ずら描がきがされていた。

「んなことでゴチャゴチャ言うんじゃねえ。気に入らないなら塗と装そうし直せ。いいかお前ら、そもそも申込書に『災害、盗とう難なん、その他いかなるトラブルに対しても責任は負いかねます』って書いてあっただろうが。セキュリティが甘いのは自己責任だ自己責任！」

「そ、そんなぁ……！」

「ただし、氷を盗ぬすまれたやつはここにある分をわけてやる。費用は俺たちの財さい布ふから出てるんだから感謝しろよ。それから一人二本までビールも持っていっていい。わかったらホラ、サッサと必要な分だけ取って自分のピットに帰れ！」

　龍りゆう二じは堂々たる仁に王おう立だちで全員を睨にらみつけながら言った。こうなったら最も早はや従う他ない。誰だれもが不満そうに口をへの字に曲げていたが、龍りゆう二じと正面から争おうとする者は誰だれ一人ひとりいなかった。それで一分も経たたぬ内に、全員が配給品を抱かかえてとぼとぼと帰っていった。

「はぁぁー、助かったよ龍りゆう二じ。正直本気で殺されるかと思った」

「冗じよう談だん抜ぬかせ。それよりも高たか嶋しま、あのバカどもをとっ捕つかまえに行くぞ」

　龍りゆう二じは言った。無論、騒そう動どうの元げん凶きようには当たりが付いている。龍りゆう二じはそのまま高たか嶋しまを従え、樹じゆ理りたちに割り当てた一角へと赴おもむいた。八畳じようほどのそのスペースには、龍りゆう二じの背せ丈たけを超こえるほどの高い外がい壁へきが建てられていた。

　ダンボール製の粗そ末まつなその壁かべは、もちろん樹じゆ理りたちが作ったものだ。素しろ人うと仕事らしくそこかしこが不格好に歪ゆがんでいて、風でも吹ふけばたちまち倒たおれてしまいそうな様子である。しかし一番に目を引くのは、その面積に収まりきらないくらいにデカデカと書かれた『バカ兄キ　立入キン止！』の白文字であった。

「あの馬鹿、漢字もロクに書けないのかよ……」

　龍りゆう二じは呆あきれて頭を抱かかえた。ちなみにではあるが、この文字も昨夜まではなかったものだ。見れば龍りゆう二じの足元に、空になったペンキの缶かんが捨て置かれていた。龍りゆう二じが飛行場の線引きに使ったものの余りだ。

「なんというか、徹てつ底ていしてるね」

「全くだ。一周して尊敬する」

　龍りゆう二じは入口を探して視線を巡めぐらし、隅すみにペットの抜ぬけ穴あなのような切り欠きがあるのを見つけた。とてもじゃないが出入り口と呼べるような代しろ物ものではない。それで一いつ瞬しゆんムカっ腹が立ち、龍りゆう二じはダンボールの壁かべに回まわし蹴げりを浴びせた。

　約束違い反はんなど、知ったことではない。格納庫の内ない壁へきとガムテープで繫つながれていただけのその壁かべは、いともたやすく吹ふき飛とばされて床ゆかの上にぺしゃんこに潰つぶれた。そして露あらわになった樹じゆ理りの居場所といえば、外がい壁へきに劣おとらずみすぼらしいのであった。

　まずもって、そもそも何もない。八畳じようといえば、一人の部屋を作るのには充じゆう分ぶんすぎるほど広いスペースだ。なのに置かれているものといえば、箱の状態に戻もどされたダンボール一つのみ。恐おそらくは座ざ卓たくのつもりなのだろう。その脇わきにはブランケットがくしゃくしゃになって転がっていた。

「うわー、これじゃあまるで独どく房ぼうだ……工く夫ふうも何もあったもんじゃないね」

「いや、そうでもないぞ。あの馬鹿、見た目を飾かざるよりも中身を重視したみたいだ」

　そう言う龍りゆう二じの目に留まっていたのは、一部がこんもりと盛り上がった床ゆか面めんであった。どういうわけか、樹じゆ理りは家具の代わりに床ゆか一面にダンボールの板を敷しき詰つめていたのであった。そしてその一角が、明らかに格納庫の床ゆか面めんより高くなっていた。

　龍りゆう二じはその敷しき物もののダンボールをはぐった。果たしてその下にあったのは、ビッシリと敷しき詰つめられた袋ふくろ入いりの氷であった。いや、〝元〟氷といった方が正しいだろう。夏の暑さにやられ、ほとんどが溶とけて水になっていた。

「冷れい房ぼうのつもりかよ、あの馬鹿……！」

「ちょっと見てよ龍りゆう二じ、こっちの角にはお菓か子しのゴミが隠かくしてある」

　隅すみの氷こおり袋ぶくろを掘ほり起おこし、高たか嶋しまが言った。見ればそこには、大量のお菓か子しの空から袋ぶくろが隠かくされていた。

「あー、私のアイス！」

　そう叫さけんだのは、いつの間にか後ろから付いてきていた都つ築づきであった。都つ築づきはそのゴミの中から高そうなカップアイスの空容器を拾い上げ、ヘナヘナと床ゆかに崩くずれた。
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「うう、楽しみにしてたのに……」

「ということは、他のも盗ぬすんだものなのかな」

「んなもん言わずもがなだろう。まるでほんとにネズミだな」

　龍りゆう二じは舌打ちして、格納庫の中を見回した。

　言うなれば、ここまでは想像通りの展開だ。樹じゆ理りをここにいさせた以上、遅おそかれ早はやかれこういった事件が起きるのはわかっていた。龍りゆう二じは言葉にならない歯は痒がゆさを感じ、視線で樹じゆ理りを探しながら二人へ苛いら立だちをぶつけた。

「だから言っただろうが。あんな馬鹿に甘い顔したってロクなことにはならないって。おい都つ築づき、お前のそれも自分が蒔まいた種だぞ」

「な、なによそれ！」

「何もクソもあるか。事実だ事実。おい高たか嶋しま、あのクソガキどもはどこに消えた？」

「それが、皆みなが騒さわぎ始めたあたりから姿を見てないんだよね……朝はいつも通りで、あの友達二人も来てたんだけど」

「どっかに隠かくれてやがるな……おい都つ築づき、高たか嶋しま！　手分けして探すぞ！」

　龍りゆう二じは言った。だが、その必要はなかった。というのも、新たな悲鳴が飛行場中に響ひびき渡わたったからであった。




「──わ、私の機体に何をするのだ！」

　声の主は、大おお瀧たき准教授。龍りゆう二じたちは急いで格納庫から駆かけ出でた。と同時に、反対側から必死の形相の准教授が駆かけてきて、飛び込むように龍りゆう二じの背後へと身を隠かくした。

「た、助けてくれ龍りゆう二じくん！」

　そして大おお瀧たき准教授のあとから迫せまってきたのは、三機のドローン──上下一対ついの二重反転ローターを六機備え、対角線長が一・五メートルもある大型機だ。龍りゆう二じたち三人は肝きもを潰つぶし、反射的に地面に伏ふせた。

　大型ドローンは龍りゆう二じたちの頭を掠かすめるように飛とび越こし、広い飛行場をぐるりと旋せん回かいしていった。龍りゆう二じは四番ピットを睨にらみつけ、そこの軒のき先さきに三人の小学生たちの姿を認めた。百メートル近い距きよ離りを超こえ、大音量の笑い声が響ひびいていた。

「あっはっは、見たかあのオッサン！　傑けつ作さくだ！」

「火事場の馬鹿力というやつかしらね。あんなに俊しゆん敏びんに動けるとは思わなかったわ」

「お腹なかタプタプだったね。叩たたいたら気持ちよさそう」

「しかしこれ、面おも白しれぇな。なんつーかこう、ゲームみてぇだけどゲームよりいいっていうかなんというか……暇ひま潰つぶしにはもってこいだ」

「ジュリちゃんこういうの好きだもんねー。あたしの家にあった小ちっちゃいやつも遊びまくって壊こわしてたし」

「そうだ、競争しましょうよ。あのおデブさんを追い立てて、先にあの塔とうのところまで誘ゆう導どうしたら勝ちってことで」

「よーし、乗った！　お前らにはぜってー負けねーからな！」

　樹じゆ理りは高こう揚ようしたような声で叫さけんだ。龍りゆう二じは苛いら立だちを覚えつつ、身を起こして高たか嶋しまに耳打ちした。

「……轟とどろきさんから借りてきたアレ、持ってこられるか？」

　高たか嶋しまはブンブンと首を縦に振ふり、跳はねるように立ち上がって事務スペースの一角へと駆かけ戻もどっていった。それから焦しよう燥そうする大おお瀧たき准教授に向かって、龍りゆう二じは尋たずねた。

「一体何があったんですか、大おお瀧たきさん」

「あの子たちが私のところを訪たずねてきて、実験機に興味がありそうだったからいろいろ教えてあげてたんだ。仕組みとか、操作方法とか、そしたら……」

「いきなり襲おそってきたってか。大おお瀧たきさん、偉えらそうにこんなことを言うのはなんだが、不用意にガキに触さわらせるってのはないんじゃないか？」

「そ、それはすまない……だが、聞くところによればあの子は君の妹らしいじゃないか！　これは君の管理不行き届きでもあるんだぞ！」

「なっ、大おお瀧たきさんどうしてそれを……！」

「昨晩高たか嶋しまくんが楽しそうに話してたぞ。なんでも異い母ぼ兄きよう妹だいらしいじゃないか。あまりに似てないから正直ビックリしたよ」

「あの馬鹿、余計なことを……！」

　龍りゆう二じは大おお慌あわてで事務スペースを漁あさる高たか嶋しまを睨にらみつけた。そのとき再度ドローンが飛来し、龍りゆう二じは大おお瀧たき准教授の巨きよ体たいを蹴けり飛とばして既すんでのところでその攻こう撃げきを躱かわさせた。

「い、痛いじゃないか龍りゆう二じくん！　何をするんだ！」

「おいバカ兄貴！　邪じや魔まするんじゃねーよ！」

「ああもう、どいつもこいつも……！」

　龍りゆう二じは立ち上がり、大おお瀧たき准教授に伏ふせているように告げた。そして丸まる腰ごしのまま、並んでコントローラーを握にぎる樹じゆ理りたちへ向かっていった。

「おいお前ら、いい加減にしないと後こう悔かいすることになるぞ！」

「なんだよ面おも白しれぇ、オレたちとやろうってのか。おい八や千ち代よ、玲れ奈な！　ゲーム変へん更こうだ！　あのバカを今度こそ懲こらしめてやるぞ！」

　樹じゆ理りはそう言って、自らが操あやつる一機を龍りゆう二じへと差し向けた。鋭えい利りな樹じゆ脂し製プロペラは唸うなりを上げ、空気を引ひき裂さきながら龍りゆう二じの目前へと迫せまる。樹じゆ理りの天性の才能か、あるいはＵＣ大学秘伝の制せい御ぎよプログラムの恩おん恵けいか、ドローンの描えがく軌き道どうは正確無比だ。

　龍りゆう二じはタイミングを見計らって身を屈かがめ、襲おそってきたドローンの脚きやく部ぶを摑つかもうと手を伸のばした。しかしドローンは最初からそれを予見していたかのようにヒラリと機体を傾かたむけてその手を躱かわし、転回して再び突とつ撃げき態勢に入った。八や千ち代よと玲れ奈なが操あやつる二機もそれに続く。こうなると防戦一方であった。

「チッ……！」

「おらおら、どうしたバカ兄貴！　威い勢せいがいいのは最初だけかぁ？」

「やっちゃん、挟はさみ撃うちにしてあげましょ。私も段々操作に慣れてきたわ」

「レナっち、積極的だねぇ……でも、いいよ。あのお兄さんなら楽しませてくれそうだし」

　ドローンは二組に分かれ、次々に襲おそい掛かかってきた。片一方は樹じゆ理りが操あやつる一機で、縦じゆう横おう無む尽じんな軌き道どうを描えがいてまとわりつくように龍りゆう二じの周りを飛び回る。龍りゆう二じは反射神経だけを頼たよりに、新体操選手のごとく跳はね回まわってそれを躱かわした。

　それからもう片方は、八や千ち代よと玲れ奈なのコンビ。衝しよう突とつを恐おそれてか、少し距きよ離りを置いて様子を窺うかがうように飛んでいる。そして樹じゆ理りの機体が龍りゆう二じの体から離はなれた瞬しゆん間かんを見計らって、左右から挟はさみ込むように突とつ進しんしてきた。

「ぐ……大おお瀧たきさん、スマン！」

　龍りゆう二じは右から迫せまってきた一機に狙ねらいを定め、逆に自分から向かっていった。そして靴くつ裏うらを上う手まく合わせて飛とび蹴げりを浴びせ、プロペラごと押おし潰つぶすように破は壊かいした。

「なぁっ!?　わ、私の実験機が！」

　ガシャリと音を立て、無残な姿となったドローンが地面に転がる。大おお瀧たき准教授は這はいつくばったまま四足歩行で駆かけ寄よって、壊こわれたドローンを抱かかえながら悲痛そうな叫さけび声ごえを上げた。

「あーあ、ブッ壊こわしちまいやがった。乱暴なヤロウだ」

「レナっち残念だったねー。あたしのやつ、貸したげよっか？」

「ふん、別にいいわ。こんなことでムキになるほど、私は子供ではないもの」

「そんなこと言って、口がへの字に曲がってるじゃん。ま、いいならいいんだけど」

　樹じゆ理りは一度機体をホバリングさせ、龍りゆう二じとの間合いを計った。八や千ち代よもそれにならい、龍りゆう二じを挟はさんで樹じゆ理りとは反対側に機体を浮うかばせる。龍りゆう二じはそれを交こう互ごに見み遣やりつつ、額から滝たきのように流れる汗あせを平手で拭ぬぐった。

「り、龍りゆう二じくん！　これ以上私の実験機を壊こわしたら君たちに弁べん償しようを要求するぞ！　なんとか無事に収めてくれないか！」

「それが簡単にできれば苦労はしねえよ……チクショウ、高たか嶋しまは何をしてやがる」

　未いまだ健全な二機のドローンは、龍りゆう二じを中心に据すえて円を描えがくように旋せん回かいし始めた。攻こう撃げきタイミングをわかりづらくしているのだ。しかもピッタリ一八〇度ずらして飛行しているので、両方を同時に視界に入れることは不可能であった。

　頼たのみの綱つなは、高たか嶋しまに探させている秘密兵器。それも使うのは初めてだから効果の程ほどは不明だが、今は他に頼たよれるものもない。

「おいクソ兄貴、負けを認めるのなら今の内だぞ？　今なら全ぜん裸らで土下座するだけで許してやるからよ」

「また裸はだか……ジュリちゃんってばほんとに裸はだか好きだよね」

「誰だれがお前なんぞに土下座なんかするか！　クソ、片付いたらお前こそ裸はだかにひん剝むいて謝罪させてやる……！」

　龍りゆう二じは意を決し、自分から打って出た。狙ねらうは操縦手である樹じゆ理りと八や千ち代よ。ドローンに構っていても埒らちは明かない。しかしこの動きも樹じゆ理りたちには予測の範はん疇ちゆうだったらしく、一機がすぐに軌き道どうを合わせて地面スレスレに龍りゆう二じの足元を狙ねらってきた。

「ぐぅ……！」

　龍りゆう二じは強ごう引いんに歩ほ幅はばを合わせ、なんとかその一機を飛とび越こえた。しかし同時にバランスを崩くずし、着地の際に足がもつれて転てん倒とうした。そして体を起こしたその瞬しゆん間かん、目前に飛来してくるもう一機の姿を捉とらえた。

　万ばん事じ休す。龍りゆう二じは目を瞑つぶり、腕うでで顔を覆おおって衝しよう撃げきに備えた。満面の笑えみで笑い転げる樹じゆ理りの姿が瞼まぶたの裏に浮うかんだ。なんとも憎にくたらしい。だが、いつまで待ってもその衝しよう撃げきは来なかった。代わりに飛んできたのは、息を切らせた高たか嶋しまの声だった。

「ああ龍りゆう二じ！　よかった！　間に合った！」

　龍りゆう二じは目を開けた。見えたのは、困こん惑わくした様子でコントローラーをガチャガチャと弄いじる樹じゆ理りの姿と、赤色ＬＥＤを点てん滅めつさせながらゆっくり垂直降下していくドローン。更さらに背後へ視線を遣やれば、大きなライフル型の装置を抱かかえた高たか嶋しまの姿があった。

「すごい効き目だ……こんなに強力だとは思わなかった」

　高たか嶋しまが抱かかえていたのは、助教の轟とどろきが趣しゆ味みで製作した電波妨害ジヤミング装置。有指向性の妨ぼう害がい電波を撃うち出だし、コントローラーの信号を搔かき消けしてしまう代しろ物ものだ。この一いち撃げきを浴び、樹じゆ理りたちのドローンは操縦手をロストして自律的に緊きん急きゆう着陸モードへ移行したのであった。

「っ、間かん一いつ髪ぱつだな……」

　龍りゆう二じは息を吐はき、もう一度地面に倒たおれて仰あお向むけに転がった。安あん堵どと同時に全身から汗あせが噴ふき出だし、ジメジメとした湿しつ気けとなって龍りゆう二じを包んだ。ああ、よかった。助かった。その側そばでは大おお瀧たき准教授が不時着したドローンに駆かけ寄より、急いで主電源を切っていた。

「ああ、なんということだ！　どちらも無事か！」

「あーあ、なんだよつまんねーな。シラケるぜ」

　樹じゆ理りは不満を露あらわにしながらそう言い放ち、手にしていたコントローラーを放り捨てた。隣となりに腰こし掛かけていた八や千ち代よと玲れ奈なもそれを見習い、コントローラーを脇わきに置いて静かに立ち上がる。そして三人は興味を失ったように龍りゆう二じや大おお瀧たき准教授から顔を背そむけ、これで幕引きとばかりにこの場から立ち去ろうとした。

「よーし、またなんか別のオモチャを探そうぜ。こんだけ飛行機オタクが揃そろってりゃ、暇ひま潰つぶしくらいすぐまた見つかるだろ」

「それより私お腹なかが空いたわ。朝のお菓か子し、まだ残ってないの？」

「あたしアイス食べたいー。暑くてちょっと疲つかれてきちゃった」

「……なんだよ、チクショウ」

　龍りゆう二じはぼやいた。そして横になったまま目を瞑つぶり、太陽に焼かれながら瞑めい想そうに耽ふけった。

　生まれ故郷、異い母ぼ兄きよう妹だい、ボロアパート、嫌いやな思い出、殺しかけた親おや父じ──この数日で散らかりきった心にさまざまな感情と衝しよう動どうが渦うず巻まき、無様に泣なき叫さけびたい気持ちと煮にえたぎるような怒いかりが交こう互ごに顔を出した。

　どうしてこんなことになってしまったのか。一体何が悪かったというのか。これは果たして運命というものなのか。神の計らいなのか。あるいは単に嫌いやがらせなのか。




　向き合えというのか。もう一度、この妹と。悔くやんでも悔くやみきれない、かつての失敗と。




　龍りゆう二じは今、自分自身でさえ何をしたいのかがわからなかった。巡めぐる思考はいつまでも形を持たず、龍りゆう二じの心を内側から壊こわしていた。

「チクショウ……」

　わかってる。樹じゆ理りではない。悪いのは樹じゆ理りではなく、自分自身。全ては自分の秘密の過去と、そこに残してしまった悔かい恨こんが原因だ。だが気付けば龍りゆう二じは立ち上がり、喉のどが裂さけそうなくらいの大声で叫さけんでいた。

「待てよ！」

　眉み間けんに深く刻まれた皺しわは、並の人間なら一いち瞥べつしただけで卒そつ倒とうしかねないほど恐おそろしいものだった。流石さすがの樹じゆ理りたちもビクリと震ふるえ、足を止めて龍りゆう二じの方へと向き直った。龍りゆう二じはそこへ向かって、感覚のない足でつかつかと歩み寄っていった。

「ふざけんなよ……約束破って、やりたい放題みんなに迷めい惑わくかけて、それでハイおしまいだなんて虫がよすぎるだろ……」

　空気が変わったことは、龍りゆう二じを見つめる誰だれもが感じ取っていた。怒いかりというよりは、混こん沌とん、暴走、拒きよ絶ぜつ──当然高たか嶋しまも都つ築づきも異変に気付いた。だが同時に喉のど元もとを締しめ付つけられるような恐きよう怖ふを覚え、硬こう直ちよくしてしまった。喩たとえようもない迫はく力りよくであった。二人は立たち尽つくすばかりで、声も出せなくなっていた。

「吐はき気けがするよ。お前とこうして再会しちまったことも、お前がこうして想像通りの育ち方をしちまってることもな」

「なんだよ、文句あんのか？」

「ちょ、ジュリちゃん……！」

　八や千ち代よは怖おじ気けづいたような声を出し、樹じゆ理りの手を取って退散させようとした。しかし樹じゆ理りはというと、その手を乱暴に振ふりほどき、あろうことか真っ向から龍りゆう二じと対たい峙じした。

　この行動は、固かた唾ずを吞のんで見守る大学生たちや悪友二人どころか、龍りゆう二じにとっても予想外の展開だった。まさか立ち向かってこようとは。しかしこれは、決して無神経が故ゆえの行動ではなかった。

　樹じゆ理りは龍りゆう二じの激情を確かに感じ取っていた。その上で、明確な意思を持って真っ向から反目していた。龍りゆう二じの衝しよう動どうに、樹じゆ理りも触しよく発はつされていたのだ。それどころか、内側に溜ため込まれた感情は龍りゆう二じのそれ以上に複雑なものだった。




　元げん凶きようが、何を言う。自分の罪は全て棚たな上あげで、今いま更さら教育者気取りか。




「吐はき気けならオレもたっぷりしてるぜ。この期に及およんでお前がまたオレの前に現れて、自分だけは何もかも解決したみたいな顔で偉えらそうなことをのたまってんだからな」

　樹じゆ理りは吐はき捨すてるようにそう言って、龍りゆう二じを睨にらみつけた。その目は憎にくしみに満ち、同時にどこか寂さびしげでもあった。

「想像通りの育ち方ぁ？　人のこと見捨てといてよく言うぜ。同じ人間の下に生まれたんだ、お前ならオレがどんな世界で生きてきたのかわかってたはずだ。蹴けられて、殴なぐられて、飯もロクに食えねーような地じ獄ごくだ。なのにお前は助けなかった。気まぐれに差さし伸のべた手を騙だまし討うちみたいに引っ込めて、オレの前から消えたんだ」

「つまりお前はこう言いたいのか？　全部俺のせいだって。自分は被ひ害がい者しやだから、何をしたって許されるって。甘ったれるんじゃねえよ。俺も同じ地じ獄ごくを味わった。でもお前のようにはならなかった。俺とお前、何が違ちがうっていうんだよ」

　龍りゆう二じは言った。二人は真正面から睨にらみ合あい、お互たがいワナワナと拳こぶしを震ふるわせている。まさに一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気き。格納庫で言い争っていたときとは違ちがい、そこに冗じよう談だんめいた空気は皆かい無むであった。

「なんだよ、まるで自分はマトモな人間だとでも言いたげじゃねーか。ならなんでオレは生まれたんだ？　全部が全部、お前の自分勝手と中ちゆう途と半はん端ぱが原因だろうが。結局お前が一番似てるんだよ、あのクソ親おや父じと」

「ッ、このヤロウ……！」

　龍りゆう二じは固く握にぎり締しめた拳こぶしを振ふり上あげた。しかし両目に薄うっすらと涙なみだを浮うかべる樹じゆ理りを前に、その拳こぶしを振ふり下おろすことはできなかった。龍りゆう二じは歯は痒がゆそうに顔を歪ゆがめて固まり、それを見た樹じゆ理りが必死の強気で茶化すように言った。

「なんだよ、殴なぐりたいなら殴なぐればいいじゃねーか。お前もアイツのガキだろ？　そういうの、得意なんじゃないのかよ」

「つくづく、つくづく嫌いやになるぜ……ホントにアイツを殺しておくべきだった。そしたらこうやって、お前みたいな人間が生まれることもなかったんだから」

「そうだ、その通りだよ。お前のせいでオレは生まれたんだ。お前がヘタレだったから、オレみたいな人間が生まれて苦しまなきゃならなかったんだ！　全部お前のせいだ！　お前のせいで、オレは、オレは……！」

　瞬しゆん間かん、何を思ったか、樹じゆ理りは涙なみだ目めで自分のＴシャツを捲まくり上あげた。それを目にした高たか嶋しま、都つ築づきは息を吞のんだ。樹じゆ理りの行こう為いに対してではない。服に隠かくされていたもの、樹じゆ理りの腹部に残った無数の痣あざや傷きず痕あとに衝しよう撃げきを受けたからだった。

「な、何よあれ……！」

「元を正せば、全部お前が原因なんだ！　お前がアイツを殺しそこねて、野に放って、オレが生まれた！　なのに今いま更さらまたオレの前に現れて、説教垂れて、ざっけんじゃねーってんだよ！　オレはなんでもオレの好きなようにする！　いつかのお前みたいにな！」

「ッ……！」

　脳の髄ずいまで押おし寄よせてきた激情が、一いつ瞬しゆん、龍りゆう二じの意識を飛ばした。瞳どう孔こうが開き、手の平が広がり、気付けばパンという乾かわいた音が実験施し設せつ中に響ひびいていた。衝しよう撃げきで樹じゆ理りはよろめき、アスファルトの地面にくしゃりと崩くずれた。

「……出てけよ。お前、この飛行場から出ていけ！　今すぐに！」

「ッ、言われなくたってこんなとこ出てってやるよ！　こんなのもうたくさんだ！」

　樹じゆ理りは泣き顔で腫はれた頰ほおを押さえ、龍りゆう二じの顔を思い切り睨にらんだ。そして心配そうな面おも持もちの八や千ち代よと玲れ奈なに助け起こされると、そのまま飛行場の出口に向かって駆かけ出だしていった。

　最後に一言、こんな言葉を残して。

「オレの気持ちがわかるのは、世界でお前だけだったはずなのによ……！」

　八や千ち代よと玲れ奈なは、急いで自転車を回収してそのあとを追った。龍りゆう二じは肩かたで息をしながら消えゆく三人の背中を見つめ、最後に力を失ったように膝ひざを折った。

「龍りゆう二じ……」

「……わかってるさ、俺のせいだって。俺が親おや父じを追い出してなきゃ、お前は生まれてくる必要もなかったんだからな」

　龍りゆう二じは汗あせでびっしょりになったシャツを脱ぬぎ捨すて、地面に放った。そこにも、同じものがあった。露あらわになった龍りゆう二じの上半身には、腹にも背中にも、たくさんの傷きず痕あとや火傷やけどの痕あとが残っていた。

　誰だれも龍りゆう二じを非難することも、擁よう護ごすることも、できなかった。ただただ暗く落ち込んだ雰ふん囲い気きが飛行場を包み、午前中の実験は全て中止となった。

　高たか嶋しまと都つ築づきは、樹じゆ理りたちを受け入れるようにと龍りゆう二じに迫せまったことを少し後こう悔かいした。騒そう動どうの後の龍りゆう二じは酷ひどく寡か黙もくで、仕事に必要なこと以外は何も喋しやべらなかった。それは少し不気味なくらいで、気け圧おされた利用者たちは樹じゆ理りの悪いた戯ずらによる損害を龍りゆう二じたちに訴うつたえることもできなかった。

　龍りゆう二じは心の折り合いをつけようとしていた。経けい緯いや結果がどうであれ、幕切れは幕切れ。樹じゆ理りたちは去り、もう悩なやむこともない。龍りゆう二じは努めてそう考えるようにし、少しずつ胸に残った感情を押し出していった。

　幕切れは幕切れ。騒そう動どうは終わった。確かにこの時点では、誰だれの目にもそう見えた。




　その夜、龍りゆう二じは母親に電話をかけた。龍りゆう二じにとっては一年に一回あるかないかの珍めずらしい行動だ。それでもほんの一、二コールの内に母親は電話を取り、嬉うれしそうな声を龍りゆう二じに聞かせた。

『龍りゆうちゃん、久しぶりね。元気にしてる？　大学の方は順調？』

「ああ、なんとか無事にやってるよ」

　龍りゆう二じは答えた。それから当あたり障さわりのないことをいくつか話し、母の調子を窺うかがった。よかった、元気そうだ。張りのある声にそう判じて安心した龍りゆう二じは、意を決して飛行場に来ていることを伝えた。

「今年もまただよ、母さん。研究室の仕事でまた、あの町に戻もどってきてる」

『そうなのね……大学の人も、意地悪ね。なにも龍りゆうちゃんに行かせることはないのに』

　母は少し心配そうに言った。龍りゆう二じは努めてなんでもなさそうにクスクス笑いながら「本当だよ」と一言返し、少し間を置いて更さらにこう続けた。

「なあ母さん、樹じゆ理りって覚えてるか？」

『樹じゆ理り……って、昔しょっちゅう龍りゆうちゃんが家に連れてきてた、あの女の子？』

「ああ。親おや父じが家を出てったあとに作った子供。俺の妹だ」

『まさか、会ったの？』

「ああ」

　龍りゆう二じがそう答えると、母はショックを受けた様子だった。龍りゆう二じは慎しん重ちように言葉を選びながら、続けた。

「流石さすがにでかくなってたよ、アイツも。なんだか、昔の自分を見ているみたいだった」

　惨みじめで、愛に飢うえていて、未熟な心に自分自身が苦しめられている。まさにかつての自分だ。そしてそれを撥はね付つけた今の自分は、一体誰だれに似ているのだろうか。堂どう々どう巡めぐりの思考を繰くり返かえしながら、龍りゆう二じは母の反応を待った。

『それじゃあ、あの子も元気にしてるのね。ならよかったわ。ほんのちょっとの間だったけど、龍りゆうちゃんが面めん倒どうを見てあげたおかげかもしれないわね』

　母は言った。今度は龍りゆう二じがショックを受ける番だった。

「それはないよ、母さん。それはない。俺はアイツに何もしてやれなかった。昔も今も、俺は自分のことだけでいっぱいいっぱいだった」

　だから心に残っているのは、後こう悔かいなのだ。龍りゆう二じは罪の意識を殊こと更さら深く抉えぐられたかのように感じた。

　それから龍りゆう二じは話題を他愛ないものに戻もどし、いくらか言葉を交かわして電話を切った。電話口の落ち着いた口調とは裏腹に、心臓はバクバクと強い脈を打っていた。龍りゆう二じはウイスキーをグラス一杯ぱい呷あおり、無理矢理眠ねむ気けを呼び起こそうとした。そうでもしなければ眠ねむれる気がしなかった。

　後こう悔かいなのだ。繰くり返かえしなのだ。もしもう一度同じことが起こったら、自分はどうする？　もしまた樹じゆ理りが現れたら、自分はどうする？　そんな思考を、龍りゆう二じは強いアルコールで流した。終わったことなのだ。だからもう忘れよう。眠ねむろう。龍りゆう二じは横になり、意識の混こん濁だくに身を委ねた。










　そして深夜のことだった。龍りゆう二じの耳は異音を捉とらえ、目を覚ました。

　音は外から聞こえていた。油の切れた自転車のブレーキ音だった。龍りゆう二じは寝ね返がえりを打ち、再び見たくもない夢の世界へ戻もどろうとした。しかし不可解な胸のざわつきがそれを許さず、龍りゆう二じは数十秒の格かく闘とうの末に遂ついに諦あきらめ、ブランケットを撥はね除のけて起き上がった。

　暑い空気が流れ込んできていた。誰だれかがテントの入口を開けていた。龍りゆう二じの霞かすんだ目が捉とらえたのは、思おもい詰つめたように目を伏ふせて口元を歪ゆがめる樹じゆ理りの姿であった。

「お前……」

「……全部、お前が悪いんだからな」

　樹じゆ理りは呟つぶやいた。龍りゆう二じは一いつ瞬しゆん、背筋が凍こおるような感覚に囚とらわれた。しかし樹じゆ理りは何をするでもなく、テントの中に入って入口のビニールカーテンを閉めると、龍りゆう二じの横の空いたコットへ横になった。

「全部お前が悪いんだ……オレだって本当は、お前とずっと……」

　龍りゆう二じに背を向け、樹じゆ理りはもう一度呟つぶやいた。そう、罪悪感を覚えていたのは龍りゆう二じだけではなかったのだ。龍りゆう二じはその背中をしばらく見つめ、締しめ付つけられるような胸の痛みを覚えた。そしてテントの隅すみに積まれていたブランケットを一枚取り、樹じゆ理りの体にかけてやった。

　朝が来ても、樹じゆ理りはまだ隣となりで眠ねむっていた。それを見た高たか嶋しまがどれほど驚おどろいたか、言うまでもなかった。










　平たく言えば強がりなのである。喧けん嘩か腰ごしの態度も、我わが儘ままな言動も、樹じゆ理りにとっては生いき抜ぬくための術すべであった。弱みを隠かくし、身を守るための手段であった。たとえそれが原因で人に嫌きらわれることがあったとしても、樹じゆ理りには他の生き方ができなかった。

　だからあまり気にしたことがなかった。友達ができなくても、誰だれの愛も受けられなくても、樹じゆ理りは仕方ないと思っていた。そんなものだと思っていた。唯ゆい一いつ違ちがったのは、今も昔も、龍りゆう二じに突つき放はなされたときだけだった。

　夜中に飛行場へと戻もどってきて、龍りゆう二じの横に寝ね転ころがったとき、初めに覚えたのは安あん堵どであった。龍りゆう二じの視線と、肌はだにかけられたブランケットの重みを感じ、樹じゆ理りは思わず泣きそうになった。それでも唇くちびるを嚙かんで必死に嗚お咽えつを押し殺し、樹じゆ理りは龍りゆう二じが再び眠ねむりに落ちるのを待った。そして寝ね息いきの音を確かく認にんし、龍りゆう二じの方へ向き直って蚊かの鳴くような声で謝った。




「……ごめんな、アニキ」




　本当はもう何年も、ずっと言いたかった一言だった。樹じゆ理りにはその勇気がなかった。自分を守っていたものが全て、崩くずれ落おちてしまうのではないかという恐きよう怖ふがあった。だから面と向かっては、未いまだに口にすることができなかった。

　本当は甘えたかった。普ふ通つうの子供のように甘えたかった。全てをなかったことにして、唯ゆい一いつ自分を理解してくれるはずの兄に甘えたかった。龍りゆう二じが全てを察して許してくれればいいのにと、そんな風に密ひそかに心の中で願う自分が弱々しくて嫌いやだった。

　樹じゆ理りはムクリと起き上がり、龍りゆう二じの体からブランケットを剝はぎ取とると、自分にかけられていたものと交こう換かんした。そして酒さけ臭くさいような龍りゆう二じの温ぬくもりを感じながら、樹じゆ理りはようやく眠ねむることができた。高たか嶋しまお気に入りの軍用ブランケットはどれも同じようなデザインだったから、龍りゆう二じは起きた後でもそれに気付かなかった。














第五章









　龍りゆう二じが過去を話したがらないのは、もちろん忘れていたいからというのが一番であったが、もう一つ理由があった。龍りゆう二じは最も重要な瞬しゆん間かん、父を刺さしたその瞬しゆん間かんの前後のことを、もうほとんど思い出せなくなっていたのであった。

　それは龍りゆう二じの生存本能が為なしたことであった。当時はまだ弱じやつ冠かん十歳であった龍りゆう二じは、記き憶おくを失うことによって辛からくも心の崩ほう壊かいを免まぬがれていた。

　龍りゆう二じが今、覚えているのは、凶きよう器きを伝って自分の手に滴したたる血の生暖かさと、全身を凍いてつかせるような強きよう烈れつな寒気、そしてそれまでに見たこともないような、恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに満ちた父の顔であった。

『──なんだ、これ……お前、俺を……？』

　顔がん面めん蒼そう白はくになりながら、父は確かそう呟つぶやいた。自分の身に何が起こったのか、父が理解できていたのかいなかったのか、龍りゆう二じにはわからなかった。ただ、龍りゆう二じは父以上の恐きよう怖ふを感じていた。自分のしたことに、自分自身で恐きよう怖ふを感じていた。

『ひっ……』

　龍りゆう二じは包丁を手放して後ずさり、キッチンと居間の間に立つ細い柱へと背中をぶつけた。父はどうしていいかわからないといった混乱した様子で、床ゆかに血を撒まき散ちらしながらそんな龍りゆう二じに近寄ってきた。

『お前、俺を……俺を、殺すのか……？』

『く、来るなっ！』

　龍りゆう二じは思わず父を突つき飛とばした。龍りゆう二じの後ろ、キッチンには泣なき叫さけぶ母がいた。父はよろめきながらも辛かろうじて両足で立ち、その呆ぼう然ぜんとした視線を母に向けた。

　母は恐きよう怖ふで息を吞のみ、家の中に奇き妙みような沈ちん黙もくが訪おとずれた。瞬しゆん間かん、龍りゆう二じは小さじ一杯ぱいの勇気を奮い起こし、父の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。そして震ふるえる足で玄げん関かんまで引ひき摺ずり、父を家から追い出した。

『もう二度と、俺たちの前に現れるな！　どこにでも行って、消えちまえ！　お前なんかもう、親おや父じでもなんでもない！』

　龍りゆう二じは玄げん関かんの鍵かぎを締しめ、まだ小さかった体でドアを押さえた。父は叫さけびながらそのドアを何度も何度も叩たたいたが、龍りゆう二じは決して応じなかった。そして次し第だいにノックの力は弱まり、ふつっと途と絶だえた。龍りゆう二じは玄げん関かんに崩くずれ落おち、涙なみだが涸かれるまで泣きじゃくった。




　淹いれたてのコーヒーを龍りゆう二じに差し出し、高たか嶋しまは尋たずねた。

「……引き金はなんだったの？」

「言っただろ？　何が直接の原因だったか、俺には思い出せないんだ」

　龍りゆう二じはそのコーヒーを一口啜すすり、静かにそう答えた。深夜二時。ピットのいくつかにはまだ明かりが残っているものの、周囲は心ここ地ち好よい静せい寂じやくに包まれている。龍りゆう二じはアウトドアチェアの一つに深く腰こし掛かけ、物思いに耽ふけるように言った。樹じゆ理りが帰ってきたあの夜から、丸三日が経たっていた。

「まあ、遅おそかれ早はやかれ起こっていたことさ。どうしようもないクズ野や郎ろうで、お袋ふくろには毎日のように暴力を振ふるってたし、俺も散々やられた。そして俺も、そんなクズの血を引いていたんだ」

　オイルランタンの炎ほのおがゆらゆらと揺ゆれていた。龍りゆう二じたちを照らすのは、このオレンジの小さな光だけだった。高たか嶋しまは近くのテーブルへ軽く腰こし掛かけ、続けるよう促うながした。

「ただ、勇気が足りなかった。俺は既すんでのところで、怖こわくてアイツを殺せなかった。日が昇のぼって外に出てみたら、玄げん関かん先からずっと遠くの道の先まで、血の跡あとが点々と続いていた。俺はそれを沸わかしたお湯で流して消して、それで終わりだった」

「……その後は？」

「アイツは戻もどってこなかった。復ふく讐しゆうにやってくるようなこともなかった。他に女がいたのさ、あのクズには。俺がそれを知ったのは大分後になってからだったけどな」

「それで、その相手というのが、ずばり樹じゆ理りちゃんのお母さんだったってわけかい？」

「そういうことだ。どこで捕つかまえたのかは知らない。そもそもコイツの母親がどこからやってきた人間なのかも俺にはわからん。ともかく気付けば新しく家族を作っていて、コイツが生まれたんだ」

　龍りゆう二じは隣となりの長なが椅い子すで眠ねむりこけている樹じゆ理りの肩かたをポンポンと叩たたいた。樹じゆ理りは少しくすぐったそうにむにゅむにゅと口元を動かし、そのまままた寝ね息いきを立て始めた。

「……俺はアイツを追い出した後、一方的に行ゆく方えを追い続けていた。気が気じゃなかったんだ。一件以来お袋ふくろはすっかり男性恐きよう怖ふ症しようになっちまってたから、再さい婚こんどころか男との付き合いすらなかった。なのにアイツとの結けつ婚こんのせいで両親には勘かん当どうされちまったからって、実家に帰ろうともしない。俺とお袋ふくろは二人きり。頼たよれる人間はいなかったから、万一アイツが戻もどってくるようなことがあれば一大事だった。だから、知るべきことは知っていた」

「自分たちを守るために、か」

「ああ。ただ、コイツが生まれたと知ったそのときはまだ、俺はなんとも思っちゃいなかった。親おや父じを殺せなかったこと、それを本気で後こう悔かいするようになったのは、それから七年後、俺が高校三年になった頃ころのことだった」

「何があったの？」

「姿を見たんだ。コイツの。初めてのことだった。コイツは無園児だったから、小学生になるまで外の世界で見かけることはなかったんだ」

　背後ではテントに繫つながれたスポットクーラーが小さく唸うなりを上げていた。高たか嶋しまはランタンの燃料を確かく認にんし、少しオイルを足した。龍りゆう二じは喉のどを湿しめらすように、もう少しだけコーヒーを啜すすった。

「誰だれが見てもショックだったと思うが、俺には尚なお更さらだった。ボロボロの服を着て、ゴミ捨て場から盗ぬすんできたみたいなランドセルを背負って、死んだような目をしたコイツを見たときは」

「……なんだか、想像もしたくないな」

「どんな環かん境きようで育ってきたかなんて、考えるまでもなかった。なんたって、俺自身も同じ道を辿たどってきたんだから。だから俺はものすごく後こう悔かいした。俺が中ちゆう途と半はん端ぱにアイツを生かしちまったせいで、こうしてまた苦しむ誰だれかを生み出しちまったんだってな」

「そんなの、君のせいじゃないよ。君も被ひ害がい者しやだったんだ、悪いのは君じゃない」

「だとしても、原因と結果。変えられるものじゃない。ともかく俺は罪悪感からコイツに声をかけて、いろいろと世話を焼いてやった。なけなしのバイト代で服もランドセルも買ってやったし、放課後は俺の家で面めん倒どうも見てやった。だが、俺もコイツもあのクズの子供だ。最初はコイツも懐なついてくれて仲良くやってきたが、気難しさが災わざわいして最後には喧けん嘩か別わかれさ」

「喧けん嘩か別わかれ？」

「この前ここで起こったようなことだよ。発ほつ端たんはコイツの素行不良だったが、俺もついカッとなって行き過ぎた説教をしちまった。それでコイツも反発して、それきりだ。俺もコイツも頑がん固こだった。それから少しして、俺は奨しよう学がく金きんを借りて大学に進んだ。一人になっちまうから、お袋ふくろも強ごう引いんに実家に帰らせた。五年も前のことさ」

　龍りゆう二じは立ち上がり、流し台までコーヒーカップを運んで残りを捨てた。それを見た高たか嶋しまも自分の分を飲み干し、ランプの炎ほのおを小さくした。翌朝の起き床しよう時間を考えれば、充じゆう分ぶんすぎるくらい夜よ更ふかししすぎていた。

「縁えんは切ったつもりだった。この土地にはもう二度と戻もどらない。俺は自分にそう誓ちかってた。過ぎたことは全部忘れて、俺は自分の人生を生きる。もうアイツに悩なやまされるのはやめようってな。だからお前にだって何一つ話さなかったんだ」

「……ちなみにだけど、今もそのお父さんは樹じゆ理りちゃんの家にいるの？」

「いいや、聞いた話じゃ行ゆく方え不ふ明めいらしい。なんでも飲み屋で喧けん嘩かして人を殺したとかで、警察からも逃にげ回まわってるんだとか。もう一、二年前のことだ」

「そうか……ごめんね、龍りゆう二じ。僕は君に少し酷こくなことをしたよ。樹じゆ理りちゃんのこと、出過ぎた真ま似ねだった。でも同時に、僕は今言葉にならないくらい嬉うれしく思ってる。やっと君のことを知れたから」

「他言無用だぞ？　こんなのカッコがつかないからな」

　龍りゆう二じは言った。高たか嶋しまは小さく笑って応え、丁度一週間目の夜は静かに過ぎていった。










　どうして樹じゆ理りが戻もどってきたのか。その理由は龍りゆう二じにもわからなかった。家で母親と何かあったのか、そもそも帰ってすらもいないのか、樹じゆ理りは何も語ろうとしなかった。龍りゆう二じも罪悪感から聞くに聞けず、答えはすっかり謎なぞのままになってしまっていた。ともかく樹じゆ理りはあの夜一人で戻もどってきて、以来、借りてきた猫ねこのように大人しく龍りゆう二じの下で暮らしていた。

　そう、大人しく、だ。騒そう動どうのあと、樹じゆ理りは人が変わったかのように常識的になった。相変わらず言こと葉ば遣づかいは乱暴そのもので、こと龍りゆう二じに対しては心を許していない素そ振ぶりもあったが、人のものを勝手に盗ぬすむことも、喧けん嘩かを売ることも、実験機材に悪いた戯ずらすることもなくなった。加えて元から小学生たちを優やさしく扱あつかっていた都つ築づきや高たか嶋しまとは仲良さげに接する様子も見られ、騒そう動どうの被ひ害がい者しやたちすら感心させるほどであった。おかげで八や千ち代よと玲れ奈なの二人は少し退たい屈くつそうな顔を見せることもあったが、それでも三人静かにスマホゲームやお喋しやべりで暇ひまを潰つぶすようになっていた。

　そしてその変化にいち早く順応したのは、他でもない龍りゆう二じであった。龍りゆう二じは妹のことをよく気に留め、微び妙みような距きよ離り感かんを保ちつつも洗せん濯たくや食事の世話をするようになっていた。高たか嶋しまや都つ築づきからすれば、その態度は不気味にすら感じられるほどであった。

　そうして平和を取とり戻もどした飛行場では、更さらに数日が過ぎた。で、この頃ごろ龍りゆう二じは新たな悩なやみを二つほど抱かかえていた。

　一つは、樹じゆ理りの変化に呼応した周囲の変化だ。中身を別にすれば、樹じゆ理りはなかなかの美少女。八や千ち代よや玲れ奈なもその容姿は平均値より遥はるかに高い。そして中身も普ふ通つうの少女らしくなったとなれば、普ふ段だん女性に縁えんのない理系大学生たちは相手が小学生だということも忘れて妙みように浮うわついた雰ふん囲い気きになっていた。




「──っつーわけで、今日の特定利用はＵＣ大と南なん央おう大。時間になったら管かん制せい塔とうから放送を流すから、他の面々は実験を中断して引き上げるように。隊長ミーティングは以上だ。今日も安全第一でな」

　龍りゆう二じはそう言って、格納庫の事務スペースに集まった各試験隊の隊長たちをざっと見回した。時刻は朝八時半、定例ミーティングの時間帯だ。

　隊長たちは、真面目にメモを取るのが数人、とりあえず聞くだけ聞いておこうというのが数人、眠ねむそうに船を漕こぐのが数人。そして他の全員が、気もそぞろになって龍りゆう二じの背後へとチラチラ視線を向けていた。

「おおっと、駄だ目めだよ樹じゆ理りちゃん！　蓋ふたを取ったら熱が逃にげちゃうから！」

「んなこと気にするなって。腹が減って死にそうなんだ、ちょっとくらい味見させろよ」

「樹じゆ理り、ずるい。私にも少し分けるべき」

「ああこら、駄だ目めだって！」

「へっへー、早いもの勝ちだ」

　そう、龍りゆう二じの背後では三人の女子小学生たちが嬉き々きとして高たか嶋しまの朝食の準備を邪じや魔ましていたのだ。龍りゆう二じは呆あきれ果はてたように溜ため息いきを吐つき、特に集中力を失っていた数人に向かって怒ど鳴なった。

「話を聞け！　お前らなんのためにこの飛行場に来たんだ！」

「っ！　す、すみません……！」

「ったく……いいか、昨日も注意したことだが改めて言っておく。俺の許可無しにあのガキどもに近付くことは一いつ切さい禁止だ。勝手に食い物をくれようとしたり、オモチャで釣つろうとしたり、今後そういうところを見かけたら容よう赦しやなくこの飛行場から蹴けり出だすからな」

「おいおい龍りゆう二じくん、少し神経質すぎやしないかね？　我々も別にやましいことを考えているわけではないのだ。こんな何もないところで妹君たちが暇ひまを持て余していたら可哀想かわいそうだと思って多少構ってあげただけなのだから」

　大おお瀧たき准教授がわざとらしく真しん剣けんな顔をしてそんなことを言った。周囲の数人も同調してウンウン頷うなずくが、詭き弁べんも甚はなはだしい。龍りゆう二じは怒いかりで眉み間けんに皺しわを寄せ、勝手な主張を撥はね付つけるように机をドンと叩たたいた。

「黙だまれこのクソロリコン犯罪者ども！　お前ら同じことを道みち端ばたの小学生相手にやってたら完全に犯罪だからな！　とにかく馬鹿なことを考えるのはやめて実験に集中しやがれ！　研究が遅おくれて泣きを見るのはお前ら自身だぞ！」

　龍りゆう二じの迫はく力りよくはなかなかのものだ。それでようやく隊長たちは龍りゆう二じの忠告を聞き入れたようだったが、龍りゆう二じにとってはなんとも頭が痛かった。これから毎日こんな口論を繰くり広ひろげなければならないかと思うと、嫌いや気けが差すどころではなかった。

　つまりこれが、一つ目の悩なやみだ。そして二つ目が何かといえば、そんな龍りゆう二じも樹じゆ理りに惑まどわされるロリコン大学生たちと半ば同じ状じよう況きようにいることであった。

「……しかし龍りゆう二じくん、その言葉はそのまま君自身にも当てはまるのではないかね？」

　隊長ミーティングが終わり、ほとんどの隊長たちが自分の拠きよ点てんへ戻もどっていったあとで、一人席に残っていた大おお瀧たき准教授が言った。

「君自身も自分の研究を抱かかえてここに来たのだろう？　あの実験機、あれはこの夏のために用意したものなのではないのかね？　君があれを使って実験しているところ、私は未いまだに見たことがないのだが」

「……仕方ないでしょ、大おお瀧たきさん。俺には運営の仕事もあるんですから」

　龍りゆう二じは答えた。が、その答えが非常に苦しいものであることは龍りゆう二じ自身も理解していた。

「まあ、それが本音だというのなら私にも言うことはないがね。ともかく手がかかるのなら協力するぞ。妹君たちの世話、いつでも私に相談したまえ」

「やかましいですよ。自分のドローンブッ壊こわされといてよくそんなことが言えますね」

「可か愛わいいは正義だよ。君も大人になるべきだな、龍りゆう二じくん」

　大おお瀧たき准教授はそれだけ言いたかったのだろう、快活そうに笑いながら自分のピットへと戻もどっていった。龍りゆう二じは苦虫を嚙かみ潰つぶしたように顔をしかめ、格納庫の隅すみへ追いやられていた自分の実験機へ目を向けた。

　最後にアレに触さわったのはいつだろうか。果たしてこの夏の内に研究の遅おくれを巻き返すことはできるのだろうか。正直あまりにも気が重い。そんな龍りゆう二じへ、都つ築づきが意味深なジト目を向けた。

「アンタってさ、本っ当に予想外に不器用よね」

「……何が言いたい？」

「別にぃー？　でもホント、自分の研究どうするのよ。アンタ進しん捗ちよくさっぱりじゃない」

「なんとかするさ。ちゃんと集中する時間も取る。ただ、それだけじゃなんともならない部分もあるのは確かなんだよ。アイツは絶対的に出力が足りないんだ。それをどうにかするアイデアは未いまだ見つかってない」

「アンタが乗ったんじゃ重くてまともに飛べないんだっけ？　なら、私が代わりに乗ってあげてもいいわよ」

「馬鹿言え、お前でも重すぎだ」

　龍りゆう二じは言った。瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな平手が飛んできて龍りゆう二じの頰ほおに紅葉模様を作った。

「体重にはちゃんと気を遣つかってるんですけど！　アンタ私の何を見てるのよ！」

「それでどうにかなるレベルじゃないんだよ……お前の背せ丈たけじゃいくら瘦やせてても限界がある。マジでガキくらいの体重じゃなきゃクリアできないんだよ。機体の問題だ」

「それじゃあ何？　樹じゆ理りちゃんくらいじゃなきゃ駄だ目めってわけ？」

「まあそんなところだ。どうにか出力を上げられればいいんだが……」

　言いながら、龍りゆう二じは未いまだ高たか嶋しまの邪じや魔まをしている小学生たちへ目を向けた。どうやら朝食はほとんど出来上がった様子であったが、既すでに遠目にもわかるくらい食くい荒あらされていた。

　ふと、龍りゆう二じの頭によからぬアイデアが浮うかんだ。都つ築づきの言う通り、確かに樹じゆ理りたちなら実験機を飛ばせるのかもしれない。龍りゆう二じは咄とつ嗟さに首を振ふってそのアイデアを追い散らそうとしたが、何かを察したのだろう、都つ築づきがそこへ口を挟はさんだ。

「協力してもらってもいいんじゃない？　あの子たち、退たい屈くつしてるみたいだしさ」

「いや、流石さすがにそれはマズいだろ……コイツは企き業ぎようとの共同研究だぞ？　ガキを使って実験してたなんてことがバレたら、俺がお偉えらいサンに締しめ上あげられちまう」

　しかしそう言いつつも、龍りゆう二じは段々とこれだけが唯ゆい一いつの望みのように感じてきてしまっていた。

　これは世界に二つとない高価な試作品だ。それに、最低限の安全策は講じてあるものの危険が全くないわけではない。もしトラブルが起きて、機体を壊こわしたり樹じゆ理りたちを怪け我がさせてしまったりしたら、研究者としての龍りゆう二じの将来はおしまいだ。だが……




（だが、このまま研究が進まなかったらどうなる？　渋しぶり続けていた先方の部長を必死に説とき伏ふせて手に入れた試作機だ。なんの成果も持ち帰れなかったら、それこそ俺の将来は真っ暗になっちまうんじゃないのか？）




　龍りゆう二じは悩なやんだ。樹じゆ理りと実験機を何度も交こう互ごに見み遣やり、頭を抱かかえてウンウン唸うなった。そして段々と、心は片一方の選せん択たく肢しへと傾かたむいていった。

　高たか嶋しまに呼ばれ、龍りゆう二じと都つ築づきは食しよく卓たくについた。狭せまいテーブルを囲んで、樹じゆ理り、八や千ち代よ、玲れ奈なの三人もいる。つまみ食いですっかり腹を満たしたのだろう、小学生たちは味見程度に箸はしをつけただけで満足した様子だった。龍りゆう二じは自分の目玉焼きとウィンナーを丸まる吞のみするかのごとく一いつ瞬しゆんで平らげ、それから神しん妙みような面おも持もちで小学生たちに向かって言った。

「お前ら、このあとちょっと俺の実験を手伝え。タダ飯食わしてやったんだから、文句は言うなよ」

　バレなければいいのだ。この程度の悪どさなど、自分の過去を考えれば取るに足らない──それが龍りゆう二じの結論だった。

　さて、龍りゆう二じの言葉を聞いて樹じゆ理りがどんな顔をしたか。嫌いやそうに顔をしかめたと受け取る人間もいれば、嬉うれしそうに口元が綻ほころんでいたと受け取る人間もいるだろう。当の樹じゆ理りとしては、前者のつもりであった。














第六章









　自由自在に大空を駆かけるオートバイ。弾はじけるようなエンジンサウンドを奏かなでながら、まるで自分の翼つばさになったかのように、思いのままに空を舞まう鋼鉄の愛馬。

　それは龍りゆう二じの子供の頃ころからの夢であった。龍りゆう二じはずっと、自分にとってさえ子供っぽいと思えるこの夢を追い続けてきた。航空工学で有名な東ひがし山やま大学に進んだのも、ジェッ進しん研けんに所属したのも、単純にこれだけが理由だった。

　元来龍りゆう二じは勉強ができるタイプの子供ではなかった。樹じゆ理りくらいの歳としの頃ころは、正しく今の樹じゆ理りと同じで常に学年最下位を争うような成績の持ち主であった。だが父親を追い出したあの日の夜を境に、まるで縮みきったバネが弾はじけるように、龍りゆう二じは勉強に励はげむようになった。

　なぜか。子供心に、龍りゆう二じは理解していたのだ。それが自分を自由な世界に導く唯ゆい一いつの希望になるのだということを。父とは違ちがう、真っ当な人生を歩むために必要なものだということを。だから龍りゆう二じは、必死であった。

　そして龍りゆう二じは今、夢を叶かなえる一歩手前のところまで来ていた。ジェッ進しん研けんで新規に研究テーマを立ち上げ、有力なオートバイメーカーを巻き込み、遂ついに実機での実験を行う段階まで辿たどり着ついた。その思い入れの深さといえば、普ふ段だん側そばにいる高たか嶋しまや都つ築づきも理解しきれないほどであった。




「……おいクソ兄貴、こいつホントに飛べんのか？」

　そう言って眉まゆをひそめる樹じゆ理りは、珍めずらしく不安げだ。体格的にはまだまだ子供な樹じゆ理りに対し、龍りゆう二じの実験機は少々大おお柄がらすぎる様子である。シートの幅はばも相当広く、側面のステップへ足を下ろすとほとんど股また裂さき状態であった。

「つかなんでオレがこんなことを……ハンドルも遠いし、スゲェ怖こえぇんだけど」

　樹じゆ理りは四よつん這ばいになるかのように上半身を倒たおしてハンドルを握にぎり、なんとか姿勢を作った。不慣れなあまりに変なところへ力が入っているのだろう、シートの上で小さな尻しりが小刻みに震ふるえ、それを見た八や千ち代よと玲れ奈なが指を差して爆ばく笑しようしていた。

「わ、笑うんじゃねーよ！」

「あっはっは！　だってジュリちゃん、すっごいプルプルしてるんだもん。なんかちょっとやらしー感じ！」

「ほんとに卑ひ猥わいね。貴方あなた、露ろ出しゆつ狂きようの次は痴ち女じよにでもなったのかしら」

「誰だれが痴ち女じよだ！　お前ら、自分の番になったらよーく覚えてろよ！」

「うるさいぞお前ら。気が散るから少し静かにしていてくれ」

　そう言いながら、龍りゆう二じは小学生たちの方には目もくれずにパソコンの画面に集中している。実験機にワイヤレスで接続されたそのノートパソコンには、機体のセンサー情報がリアルタイムで映し出されていた。

　ディスプレイの最上段には、美しくデザインされた『ＥＬＹＴＲＯＮ』の七文字。実験機自体にも、ところどころ同じ文字列のステッカーが貼はり付つけられていた。実験機の愛あい称しようだ。昆こん虫ちゆうの鞘さや翅ばねを意味する言葉で、龍りゆう二じ自身が付けたものだった。

「よしよし、悪くはないな……そしたらエンジン掛かけるぞ。高たか嶋しま、樹じゆ理りの準備を頼たのむ」

「あいよ」

　高たか嶋しまはヘッドセットを手に取り、樹じゆ理りの頭に被かぶせた。こちらも同じくワイヤレスで機体と接続され、更さらには龍りゆう二じのパソコンのマイクとも繫つながっていた。

「あーあー……樹じゆ理り、俺の声は聞こえてるな？　じゃあ、いくぞ」

　龍りゆう二じはコマンドを入力し、実験機に送信した。数秒後、返ってきたのは『Accepted.』というシンプルなメッセージ。ほとんど同時に、樹じゆ理りのヘッドセットには『主動力源を始動します』という機械音声が流れた。

「っ……！」

　樹じゆ理りの体はガチガチに緊きん張ちようした。そして次の瞬しゆん間かん、地の底が震ふるえ上あがるような激しい振しん動どうが樹じゆ理りの体を襲おそった。

「あわわっ、お、おい！　なんだよこれ！」

　樹じゆ理りは咄とつ嗟さに叫さけんだ。が、その声は龍りゆう二じ以外の誰だれにも届かなかった。樹じゆ理りが跨またがる機体から、耳をつんざくような轟ごう音おんが響ひびき渡わたっていたからだ。主動力源、つまり機体の心臓たるレーシングエンジンは命を宿したかのように震ふるえ、唸うなりを上げて鼓こ動どうしていた。

「すごいわね、これ！　アンタの実験機、見せかけだけじゃなかったのね！」

「一応は世界最大手のバイクメーカーが作ったシロモノだからな！　地面を走らせたら途と方ほうもなく速いはずだ！」

　龍りゆう二じは必死の形相で機体へしがみつく樹じゆ理りを一いち瞥べつし、すぐさままたパソコンへ視線を戻もどした。出力は良好。その他の表示にも問題はない。ならば躊躇ためらう理由はどこにあろうか──龍りゆう二じはテストモードを起動し、エンジンが生み出す電力を四よ隅すみの電気モーターへ振ふり分わけた。

　ＥＬＹＴＲＯＮのパワートレインは、いわばハイブリッド・システムだ。レーシングエンジンが生み出す動力は全て電気に変へん換かんされ、機体四よ隅すみの高出力モーターを駆く動どうする。モーターにはカーボン製のプロペラが直結され、機体を宙に浮うかべる揚よう力りよくを生み出すことができた。

「っ！　と、飛んでる！　飛んでるぞコイツ!!」

　樹じゆ理りは堪たまらず絶ぜつ叫きようした。だがまだこのときは、地面から三十センチほど浮ういただけだ。龍りゆう二じは構わず出力を上げ、鞭むち打うつようにエンジンを唸うならせた。プロペラの回転は一気に激しさを増し、更さらに三十センチ、一メートル、二メートル──機体は確かに飛んでいた。

「よしよし、こんなもんだろう」

　龍りゆう二じは言った。言葉の淡たん白ぱくさとは裏腹に、口元はすっかり綻ほころんでいた。龍りゆう二じが出力を下げると、機体は少々乱暴に地面へと戻もどった。機上の樹じゆ理りは滝たきのように汗あせを流し、ほとんど放心状態であった。

　どこからともなく、拍はく手しゆが鳴った。手を叩たたいていたのは八や千ち代よだった。すぐに玲れ奈なも釣つられ、気付けば高たか嶋しまと都つ築づきもそれに続いていた。八や千ち代よはそれからエンジンが停止したのを見計らって樹じゆ理りへ駆かけ寄より、震ふるえる樹じゆ理りの体を叩たたきながら興奮したように言った。

「やるじゃんジュリちゃん！　なんかＳＦ映画みたいだったよ！　かっこよかった！」

「というより、なんだかロボットアニメの第一話みたいだったわね。偶ぐう然ぜん出会ったロボットに乗り込んで、わけもわからず必死に操縦桿かんにしがみついてる主人公……みたいな？」

「……それは褒ほめ言葉か？」

「褒ほめてるわよ。だって貴方あなた、主人公よ？」

「ねーねーお兄さん、あたしもやりたいやりたいやりたい！　ねぇーいいでしょ？」

「ちょっと待ちなさいよやっちゃん、次は私の番よ。勝手は許されないわ」

「許されるよーだ。じゃなきゃレナっち、金輪際お化け粧しよう品ひん分けてあげないからね。日焼け止めもだからね」

「なっ……、横暴よ！」

「まあ待てって。それよりも、お前らには他にもやってもらわにゃならんことがある。樹じゆ理り、お前もだぞ？　いつまでも呆ほうけてないで、サッサと降りてこっちに来い」

　龍りゆう二じはそう言って、ノートパソコンを閉じた。実機を使った試験はこれで一いつ旦たん完かん了りよう。結果は龍りゆう二じの予想通り、充じゆう分ぶんすぎるくらい良好であった。つまり三人の内で最も身長の高い樹じゆ理りでさえ、機体の性能不足を補って余りあるほど軽かったのである。龍りゆう二じにとっては何よりの収しゆう穫かくであった。

「……なーんか悔くやしいわねぇ。でもまあ、よかったじゃない。これで万ばん事じ問題なく進められそうなの？」

「まずは第一段階クリアといったところだ。本当に上う手まくいくかどうかは、この次の訓練次し第だいだな」

　都つ築づきの問いかけにそう答え、龍りゆう二じは高たか嶋しまを呼びつけた。そして実験機とともにこの飛行場へ運ばれてきたはずの専用実験機材を持ってくるように命じると、自分は事務机の脇わきに置かれていたゲーミングＰＣの準備を始めた。

　こちらは実験機とは異なり、龍りゆう二じ自身が自分で用意してきたものであった。中身は普ふ通つうの高性能ＰＣながら、ＶＲヘッドセットが接続され、更さらに特とく殊しゆな物理デバイスを接続できるようになっている。そしてそのデバイスというのが、高たか嶋しまが重そうに引きずってきた小型のロデオマシンであった。

「なんだこれ、ダイエットでもするつもりか？」

　樹じゆ理りはその機材を怪け訝げんそうに見つめながら言った。見た目自体は樹じゆ理りの言う通り、ただの流行遅おくれのダイエットマシンである。特別なのはハンドルを模した棒が前方に備え付けられていることくらいで、他にはなんの変へん哲てつもない。しかしこのロデオマシンを前にした龍りゆう二じは、どこか不可解なくらいに得意げだった。

「コイツはＥＬＹＴＲＯＮのシミュレータだ。コンピュータ・シミュレーション上の機体の動きに合わせて、コイツの座面も前後左右に動く。お前たちにはこの機材を使って、ＥＬＹＴＲＯＮの人工知能を訓練してもらう」

「じんこーちのう？　それって最近のスマホとかに入ってるやつ？」

「スマホ……まあ、間ま違ちがっちゃいないか。人工知能とは、その名の通り機械の脳のう味み噌そ。ＥＬＹＴＲＯＮには操縦手の〝思い〟を理解するための脳のう味み噌そが備わっている。多少小難しくなるが、俺が一体なんの研究をしているのか、少しだけ説明するぞ」

　龍りゆう二じはそう言って、片かた腕うでをロデオマシンにつき、小学生三人に向かって自分の研究テーマを話し始めた。理解されないことは百も承知だったが、研究を進められそうな気配に龍りゆう二じも少々上じよう機き嫌げんになっていた。

「俺の研究の主眼は、『人機一体』の実現。自分の思い通りに、まるで自分に翼つばさが生えたように大空を飛ぶことができる制せい御ぎよシステムの開発だ。レバーやボタンを弄いじくり回すのとはわけが違ちがう。人間の〝思い〟を直接汲くみ取とり、それをそのまま軌き道どうとして再現できるシステム。そういうものを俺は作りたいと思っている」

「……八や千ち代よ、わかるか？」

「ぜんぜん。ま、聞き流しとけばいいんじゃない？」

「要するに、ハンドルもペダルもない飛行機を作ろうって話だよ。龍りゆう二じ、そういうことだよね？」

「簡単に言えばな。その代わり、機体につけてある山ほどのセンサーが操縦手の生体情報を事細かに読み取る。で、人工知能がそこから推測するわけだ。操縦手が何をしたいのかとか、どう飛びたいのかとか──」

「なんだかお腹なかが空いてきたわね。樹じゆ理り、何か持ってないの？」

「お前そればっかじゃねーか。太るぞ」

「それよりあたしはスマホ充じゆう電でんしたいかなー。昨日し忘れたせいでもう十パー切ってるんだけど」

「なら私のモバイルバッテリー使う？　端たん子しが合えばだけど」

「──だが、そのためにはまず人工知能にお前たちのことを理解させなきゃならない。お前たちがどんな人間で、何を考えているのか。人の〝思い〟は千せん差さ万ばん別べつ。それを汲くみ取とるだなんて、実際には一筋縄じゃいかないものだ」

「で、結局何をすればいいんだよ。能書きはいいから、サッサとやることを説明しろっての」

　樹じゆ理りは少しやきもきした様子で言った。既すでに八や千ち代よと玲れ奈なの二人は興味を失い、そっぽを向いて雑談を始めている。龍りゆう二じはわざとらしく咳せき払ばらいをして二人の視線を取とり戻もどし、予定よりも早く話を締しめた。

「ったく、仕方ないな。人がせっかく気持ちよく話してたってのに。とにかくお前らにはこのシミュレータを使って、上う手まく飛べるようになるまで訓練してもらう。最初は少しキツいと思うが、辛しん抱ぼうしてくれ」

「よーするに乗れってことか。なら単純にそう言えっての。誰だれから行く？」

「はいはーい！　あたしやりたい！」

　と、真っ先に答えたのは八や千ち代よであった。もちろん龍りゆう二じの話など何一つ理解してはいなかったが、傍はた目めにはゲームにしか見えない龍りゆう二じのシミュレータはそれだけで充分魅み力りよく的てきだった。

「ＶＲゲームならウチにもあるし、任せてよ！」

　そうして八や千ち代よは飛び乗るようにロデオマシンへ跨またがり、慣れた様子でヘッドセットを身に着けた。既すでにプログラムは起動していて、目の前には殺風景なバーチャル飛行場が広がっていた。

「おぉー……なんかちゃっちいね。ぜんぜんリアルじゃないじゃん」

「文句言うなっての、お手製なんだから。それじゃ、始めるぞ」

　龍りゆう二じは少し呆あきれ顔がおでそう言い、手元のマウスを操作して『訓練開始』を選せん択たくした。口ではとやかく言いつつも、八や千ち代よはワクワクを隠かくしきれないという雰ふん囲い気きだった。そして対照的に、高たか嶋しまと都つ築づきはそんな八や千ち代よへ憐あわれみの表情を向けていた。

　一体なぜか。高たか嶋しまと都つ築づきの二人は、数ヶ月前にこの『訓練』を経験したばかりであった。つまり二人とも、このシミュレーションの辛つらさは身をもって理解していたのであった。

「……通つう過か儀ぎ礼れいだね、これは」

　高たか嶋しまは達観したように言い、都つ築づきはコクリと頷うなずいた。『少しキツい』だなんて、あまりにも遠えん慮りよした表現だ。都つ築づきに至っては平へい衡こう感覚を完全に狂くるわされ、丸一日嘔おう吐とが止まらなくなったほどである。であるからして、次の瞬しゆん間かん飛行場に木こ霊だました八や千ち代よの絶ぜつ叫きようも、二人にとってはなんら驚おどろくべきことではなかった。

「ちょ！　ま！　何よこれぇぇええ！」

　縦じゆう横おう無む尽じんにガタガタと揺ゆさぶられるロデオマシンの上で、八や千ち代よは叫さけんだ。命の危機を垣かい間ま見みたかのような、必死の大だい音おん声じようであった。

「と、止めてぇぇぇえええ！」

　無理もないだろう。恐きよう怖ふの専用シミュレータは、まるで八や千ち代よを振ふり落おとそうとしているかのように乱暴に暴れまくる。加えてヘッドセットの中の映像もそれと同期し、目まぐるしいばかりに景色を揺ゆり動うごかしている。まるで拷ごう問もん。まるで殺人兵器。こんな事態など予想だにしていなかった樹じゆ理りと玲れ奈なの二人は仰ぎよう天てんし、すぐさま龍りゆう二じへ詰つめ寄よった。

「おいこらクソ兄貴！　八や千ち代よになんてことしやがる！」

「今すぐ機械を止めなさい、今すぐに！　こんなのあんまりだわ！」

　しかし龍りゆう二じの反応といえば、全て織おり込み済みとばかりに平然としたものだった。

「まあ待てって。コイツはどうしても必要なことなんだ」

　龍りゆう二じは二人に目もくれず、注意深く機械の動きを観察しながらそう返した。

「ＥＬＹＴＲＯＮの頭脳は、まだ操縦手のことを何も知らない。どう動いたら正解なのかもわからずに、全てが手て探さぐりの状態になっている。だから今はとにかくメチャクチャに動いて、お前の友達の心境変化を探さぐるしかないんだよ」

　龍りゆう二じの脇わきに置かれたモニターには、八や千ち代よが目にしている光景がそのまま映し出されていた。地面は遥はるか下方、上空数百メートル。そこを猛もう烈れつな速さで上じよう昇しようしたり下降したり、右に左に旋せん回かいしてみたり、宙返りしたり。その度にロデオマシンは激しく揺ゆれ動うごき、八や千ち代よは悲鳴を上げた。

「し、死ぬっ！　あたし死んじゃうよっ！」

「……ぅっぷ、なんか私、気持ち悪くなってきたわ……」

　うっかりモニターを注視してしまった玲れ奈なが口元を押さえて言った。しかし「吐はくなら便所に行けよ」と、龍りゆう二じの言葉は冷たい。代わりに都つ築づきが駆かけ寄より、ふらつく玲れ奈なの背中をよしよしと撫なでた。

「こ、こんなの拷ごう問もんじゃねーか……」

「最初はな。だが見てみろ、少しずつ理解し始めたみたいだぞ」

　龍りゆう二じはそう言って、モニターの下の方に小さく表示されているグラフを指差した。映っているのは速度や加速度といった情報だ。もちろん樹じゆ理りにはなんのことだかわからなかったが、龍りゆう二じはそこから好ましい兆候を見取っていた。

　僅わずかではあるが、ランダムに見える動きに少しずつ連続性が生まれ始めている。それはつまり、八や千ち代よの〝思い〟に対する学習が進み始めた兆きざしであった。

「よしよし、幸さい先さきがいいな……」

　このまま訓練を続ければ、そう長い時間もかからずにゆっくり飛べるくらいにはなるだろう。しかし同時に、必死にロデオ・ライドに耐たえ続けていた八や千ち代よにも限界が訪おとずれた様子だった。

　八や千ち代よは叫さけび声ごえも上げなくなり、されるがままに機械に振ふり回まわされ始めていた。龍りゆう二じも流石さすがにマズいと思い、シミュレーションを停止させた。ロデオマシンの動きはゆっくりと収まり、最後にドサリと八や千ち代よが機械から落下した。

「や、八や千ち代よぉ！」

「じゅりちゃん……あたし、もうだめみたい……」

　即そく座ざに駆かけ寄よった樹じゆ理りの腕うでの中で、八や千ち代よはさめざめと涙なみだを流しながらそんなことを言った。そして心配そうな樹じゆ理りの瞳ひとみを見つめ返し、ふぅと息を引き取るかのように静かに目を閉じた。

「やちよぉぉぉおおお！」
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「茶番はいいから、少し横にさせてやれ。高たか嶋しま、コットと水を持ってきてくれ」

「はいはい。そしたら都つ築づきちゃんには次の用意を頼たのもうかな」

「仕方ないわね……ごめんね玲れ奈なちゃん。椅い子す持ってきて、少し休んでて」

　都つ築づきは玲れ奈なにそう告げて、八や千ち代よが落としたＶＲヘッドセットを拾い上げた。一方で龍りゆう二じは八や千ち代よの訓練結果を保存し、慣れた様子でシミュレータを立ち上げ直す。その様子を目にした樹じゆ理りは、次に起こることを察して青ざめた。

「そ、そうだ忘れてた！　今すぐ町に戻もどってやらなきゃいけないことがあったんだった！　やばいやばい、すぐに行かないと……！」

　八や千ち代よの体をほっぽり出し、樹じゆ理りはすっくと立ち上がる。足が向く先は飛行場の出口。しかし駆かけ出だす前に、都つ築づきがその腕うでをしっかりと摑つかんだ。

「……駄だ目めよ樹じゆ理りちゃん。だってこれは、通つう過か儀ぎ礼れいだもの」

「そうそう、通つう過か儀ぎ礼れい」

「そ、そんなの知らねーよ！　オレはぜってーやらないからな！」

「我わが儘ままは許されないわ」

　都つ築づきは乱暴にヘッドセットを被かぶせ、樹じゆ理りを押さえつけるようにロデオマシンに跨またがらせた。それを横目で見ていた八や千ち代よは僅わずかな余力でクスクスと笑い、対照的に玲れ奈なは死を覚かく悟ごしたかのような無表情を見せていた。

「い、嫌いやだ！　助けてくれよアニキっ！」

「すまないな。だが人生には、乗のり越こえなきゃならない瞬しゆん間かんがある。非情にならざるを得ない瞬しゆん間かんも」

　そうして龍りゆう二じは『訓練開始』を再び選せん択たくし、樹じゆ理りを地じ獄ごくの底へと叩たたき落おとした。飛行場中が恐きよう怖ふに怯おびえるくらい、悲痛な叫さけび声ごえが響ひびき渡わたった。




　樹じゆ理りの番が終われば、次は玲れ奈なの番。最も早はや抵てい抗こうもなく、大人しく処しよ刑けい台だいに送られて地じ獄ごくを見る。そして回復した八や千ち代よを乗せてもう一度。樹じゆ理りをもう一度。玲れ奈なをもう一度。何周かして日が暮れ、夜が過ぎ、朝が来る。

　三人が訓練に慣れるのは、思いの外早かった。そして慣れてしまえば中身はゲームとそう変わらないので、気付けば三人ともこのシミュレーションを楽しむようになっていた。

　また夜が来て、朝が来た。そうして数日が過ぎる頃ころ、内二人には訓練の成果が出始めていた。挙動は安定し、現実には不可能と思われるような飛行さえできるようになっていた。

　八や千ち代よと玲れ奈なは、その結果に大いに喜んでますますこの特とく殊しゆなゲームにハマっていくかのようであった。そして一人残された樹じゆ理りだけが、未いまだに乱暴に動くロデオマシンと格かく闘とうしていた。

　樹じゆ理りだけが、はっきりと目に見えて遅おくれていた。














第七章









　皆みなが寝ね静しずまった夜よ更ふけに、龍りゆう二じは一人格納庫の外でパソコンに向かっていた。昼の喧けん騒そうから離はなれ、自分の仕事に集中できる貴重な時間だ。典型的な夜型人間である龍りゆう二じは、このところ毎日のようにこういう時間を取っていた。

　さて、だとしてなぜ外なのか。理由は二つあった。テントで寝ねている樹じゆ理りの邪じや魔まをしたくないというのが一点で、もう一点は単純に外の方が涼すずしいからであった。冷れい房ぼうの効いているテントの中ならともかく、風の通らない格納庫の中は熱気が籠こもって夜でも暑いのだ。

　傍はたから見れば妙みような光景であった。だだっ広くて何もない飛行場の真ん中に、机が一つ。男が一人。ヘッドセットを身に着け、画面の向こうにいるもう一人の男と話し込んでいる。

　深夜一時。ビデオ通話の相手は、ジェッ進しん研けんの助教である轟とどろき幹みき夫おであった。

「──というわけなんだが、轟とどろきさん、どう思う？」

『ＥＬＹＴＲＯＮの学習が進まない理由、か。うーん……』

　言いながら、轟とどろきは難しい顔をして首を傾かしげた。後こう輩はいが投げかけてきた疑問、つまり樹じゆ理りの訓練が思うように進まない理由は、経験豊富な轟とどろきにもすぐに答えを示せるようなものではなかった。

『少し、立たち戻もどって考えてみようか。僕も頭を整理する必要がある──』

　轟とどろきは言った。そして暗ぼったい研究室の天てん井じようを仰あおぎながら、呟つぶやくように続けた。

『君の研究の目的は、生体センサーを用いて思い通りに機械を操あやつる新たな制せい御ぎよ技術を確立すること。そして君のアプローチの独創性は、人間の表面的な生理反応と機械の動きの間にもう一つのレイヤー、〝心〟のレイヤーを追加することだ。合ってるね？』

「ああ、間ま違ちがいない」

『僕はそれ、冴さえたアイデアだと思ったよ。脈みやく拍はくや体温、体重移動、目の動き、首の動き。普ふ通つうはそういったものを直接入力と考えてフィードバック制せい御ぎよを行おうとするだろう。だが君は、そこに人間の感情や願望を推定しようとする人工知能を挟はさみ、人間の深層的な〝思い〟を理解した上で最適な動き方を探さぐっていこうとした。そうすれば人間が本質的に持つ乱雑さ、つまりは個性や癖くせといった個々の違ちがいを吸収でき、君の求める〝思い通りの制せい御ぎよ〟というものが実現できるというわけだ』

「その通りだ。で、おおよそ狙ねらい通りに上う手まくいってたんだ。一人を除いてはな」

　龍りゆう二じは答えた。

「ソフトにバグがあるわけじゃない。それは時間をかけて何度も確かく認にんした。ということは、原因はもっと根本的なところにあるはずなんだ」

『なるほどね……だとしたら真っ先に思いつくのは、被ひ験けん者しやの心が君の想定を超こえて複雑なのではないか、というところだ』

　眉まゆを顰ひそめながら、轟とどろきは言った。そしていつ淹いれたものかもわからないコーヒーを口に含ふくみつつ、こう続けた。

『単純なことだよ。ＥＬＹＴＲＯＮの中ちゆう核かくにある人工知能が被ひ験けん者しやの望むものを推定できていないから、思い通りの動きができない。ではその原因が何かといえば、〝思い〟が複雑過ぎるのだろう。感情や願望が、今まで試ためしたどんな人間よりも曖あい昧まいで不安定なんだ』

「だからいつまで経たっても学習が収束しない……そういうことか？」

『勘かんだけどね。ただ、そうだとしたら解決自体は難しい話じゃない。複雑ならその分、試行回数を増やせばいい。十倍なら十倍、百倍なら百倍。時間はかかるだろうが、時間で解決できるくらいには簡単な話でもある。実際、前例はあっただろう？』

「というと？」

『君自身の訓練だよ。もちろんシステムの開発そのものと並行だったから単純には比ひ較かくできないけど、その後に試ためしてみた高たか嶋しまくんや都つ築づきちゃんの訓練よりも大分時間がかかっていたじゃないか。これも、二人に比べて君の心が理解しづらいものだったからなのだろう。結局のところ、個人差はあるということだ』

　龍りゆう二じは思い返してみた。確かに轟とどろきの言う通り、龍りゆう二じの訓練には相当の時間がかかっていた。そもそもＥＬＹＴＲＯＮのアイデア自体を試ためしてみるのが初めてのことだったから、そのときはそんなものなのだろうと思っていた。しかしその後にやらせてみた高たか嶋しまたちは、半分の時間もかからずにシミュレータを操あやつれるようになっていた。

「しかし、時間か……無限にあるもんじゃないぜ、轟とどろきさん。この夏には結果を出さなきゃならないんだ」

『そうだったね。だとしたら、ちょっと飛び道具的な技わざを使うしかない。そもそもゼロから学習しようと思うから時間がかかるんだ。もし他の人の学習結果をスタート地点に流用できるのなら、学習の手間は劇的に少なくできるはずだろう。転移学習の考え方だ』

「学習結果の、流用……」

『もちろん簡単な話じゃないよ。それをやるには、問題の被ひ験けん者しやに限りなく近い人間の学習結果が必要になる。個性とか、考え方とか、経験とか。そういうものがなるべく近い人間じゃなきゃ、システムはむしろ混乱してしまう』

「……だが近ければ、ほんの少しの修正で済む。ヒントが片手にあれば、人工知能の学習もあっという間に終わる」

『そういうことだ。ところで龍りゆう二じ、その被ひ験けん者しやは一体誰だれなんだ？』

「すまないな、轟とどろきさん。参考になった」

　龍りゆう二じはそう言うと、一方的に通話を切ってパソコンの画面を閉じた。樹じゆ理りのことは、未いまだに秘密にしていた。辺りは急に真っ暗になって、目が慣れるまでしばらくかかった。天を仰あおいで溜ため息いきを吐つき、段々と網もう膜まくへ輝かがやき始める星空を眺ながめながら龍りゆう二じは呟つぶやいた。

「……まあでも、しばらくは様子見だな」

　少なくとも、他の二人は上う手まくいっている。だとしたら、積極的に時間を割さく意義はない──結果を急ぐ龍りゆう二じにとっては、今はそれが結論だった。










　デジタルで彩さい色しよくされた鮮あざやかな青空を、一体の航空機が駆かけ抜ぬけていく。簡易演算で描えがかれた薄うす雲ぐもを突つき抜ぬけ、真っ白な太陽へ向かって急きゆう上じよう昇しよう。そうして天まで昇のぼっていったかと思えば、次の瞬しゆん間かんには反転、急降下。テールランプの残光を赤く躍おどらせ、小さなループを一つ、二つ、三つ。

「ぅぉぉぉおおおりゃああああ！」

　海面のテクスチャーを見定めて、八や千ち代よは思い切り上体を引き起こす。それにピッタリ追従して、ロデオマシンも油圧シリンダを軋きしませながら座面の前ぜん端たんを跳はね上あげさせた。

　まるで嘶いななく戦せん馬ば。ＶＲゴーグルの内側では、バーチャルな海面が目にも留まらぬ速さで眼下を流れていた。映像が見せる錯さつ覚かくか、偶ぐう然ぜん格納庫を吹ふき抜ぬけた風のせいか、八や千ち代よは潮風が肌はだを打ち付ける感覚を本当に味わっているかのように感じて思わず笑えみを零こぼした。

『よしよし、上う手まいよ八や千ち代よちゃん。だいぶ上達してきたね』

　横で訓練を補佐していた高たか嶋しまは、超ちよう高こう速そくでディスプレイを流れていく人工風景、つまり八や千ち代よの視界に少し目を眩くらませながら頷うなずいた。数日前からは考えられないような上達具合であった。

「あはっ！　これくらいラクショーだよ！　もう完全に思い通りって感じ！」

『そしたら、ちょっとだけゲームっぽいことをしようか。ただ飛び回ってるだけじゃ少し退たい屈くつだと思うからね』

　高たか嶋しまはマイクへ向かってそう言って、シミュレータのメニュー画面から『特別訓練セット』を呼び出した。昨日まで存在しなかったこれは、遊び心の足りない龍りゆう二じに代わって高たか嶋しまが徹てつ夜やで仕上げた簡易ゲームモードだ。

　八や千ち代よは視界にいくつもの光のリングが現れたのを認めた。普ふ段だんからビデオゲームに慣れ親しんでいる八や千ち代よにとっては、最も早はや説明不要だった。

『リングの大きさも間かん隔かくもどんどん小さく狭せまくなっていくからね。僕も今朝やってみたんだけど、全クリは相当難しいよ？』

「じゃあさ、一発でクリアしたらなんかご褒ほう美びちょうだいよ。本物の実験、最初にやらせてくれるとかさ」

『実機での試験飛行のことかい？　それは僕には決められないなあ。でも、龍りゆう二じに進言くらいはしてあげられるよ』

「よーし、約束だかんね」

『ちょっと待って、やっちゃんずるいわ』

「早いもの勝ちだもーん。じゃ、いっちょやってやりますか……！」

　八や千ち代よは雑念を振ふり払はらい、飛行に集中した。レバーを操作するのでもなく、ボタンを叩たたくのでもなく、静かに機体にしがみついたまま気持ちだけをただただ研とぎ澄すませる。思い通りに飛び回るのなら、大切なのはその〝思い〟。それをそのまま、ＥＬＹＴＲＯＮに預ける。独特の感覚であった。

「いっ……けぇぇぇえええ！」

　八や千ち代よの叫さけびに合わせ、電子合成されたエンジン音がヘッドセットに激しく響ひびいた。ロデオマシンは可動域いっぱいまで前ぜん傾けい姿勢を取り、機体は猛もう然ぜんとデジタル世界を突つき進すすむ。目前には最初のリング。しかし八や千ち代よの意識はそのずっと先を行っていた。

　八や千ち代よは別に、明確な飛行軌き道どうを頭の中に思おもい描えがいていたわけではなかった。それどころか、全てのリングの位置をきちんと把は握あくしているわけでもなかった。にもかかわらず、ＥＬＹＴＲＯＮの機体モデルは全てのリングの中央を精密に突つき抜ぬけ、なおかつそれは八や千ち代よの思い通りでもあった。

「すごい……！」

　高たか嶋しまはディスプレイに映し出される光景に目を見張った。ＥＬＹＴＲＯＮの制せい御ぎよプログラムは見事なまでに八や千ち代よの〝思い〟と同調していた。ゲームの最さい終しゆう盤ばん、リング同士の間かん隔かくがほとんどなくなって光のチューブと化しても、八や千ち代よは少しも速度を落とすことなく通過していった。

　学習は完成していた。架か空くうの空へ躍おどる『ＰＥＲＦＥＣＴ！』の文字を見つめながら、八や千ち代よはロデオマシンの上で大きくガッツポーズした。

「いっ、ちっ、ば──ん！」

「ああもう、危ないよ八や千ち代よちゃん！」

「えっへっへー、大だい丈じよう夫ぶだよーっと」

　八や千ち代よはＶＲゴーグルを脱ぬぎ去さり、汗あせの浮ういた髪かみを搔かき上あげる。そして言葉とは裏腹なふらついた足元でマシンを降りた。完全に没ぼつ入にゆうしていたせいか、すぐには感覚が戻もどらないらしい。転びそうになったところを咄とつ嗟さに駆かけ寄よった高たか嶋しまが抱だき止とめ、八や千ち代よはその腕うでの中でいつものニヤニヤとした笑えみを浮うかべていた。

「ありがとぉー、たっちゃん」

「た、たっちゃん……？」

「いーでしょ？　かわいくない？」

「うわ……なんだか酔よっ払ぱらいみたいね。ウザ絡がらみだわ」

「えー、基準厳しくない？　ウザにはまだ遠くない？」

　言いながら、八や千ち代よはやはり嬉うれしそうだった。まるで達成感と全能感が溢あふれ出でてきて止まらないといった様子で、高たか嶋しまは少し心配になった。

　というのも、この場にいるのは八や千ち代よと玲れ奈なの二人きりではなかったからだ。近くの長なが椅い子すには、仏ぶつ頂ちよう面づらで固く腕うでを組む樹じゆ理りの姿があった。

「あー、その、八や千ち代よちゃん？　そろそろ降りてもらってもいいかな？」

「えー、なんで？　上う手まくできたんだからもうちょっと褒ほめてよー。それとももしかして、あたしのこと嫌きらい？」

「ああいや！　そんなことはないよ！　全然！　でも……」

　高たか嶋しまは困り顔でちらりと樹じゆ理りに視線を向けた。八や千ち代よに対する、気付いてほしいというサインであった。

「ふーん……」

　だが実際のところ、八や千ち代よはそんなことをされるまでもなく高たか嶋しまの心情には気付いていた。そして気付いた上で、八や千ち代よは相手の気持ちに配はい慮りよして遠えん慮りよするようなタイプではなかった。

　八や千ち代よは高たか嶋しまの腕うでからピョンと降りた。そして少しも変わらぬ自じ慢まんげな雰ふん囲い気きのまま、樹じゆ理りに向かってこんな風に言った。

「むっふっふー、残念だったね、ジュリちゃん。この勢いだとあたしが一番乗りしちゃうかなー？」

「……別に、どうでもいい」

　樹じゆ理りは言った。だが、むくれた顔はその心情をはっきりと表していた。長なが椅い子すの上に胡座あぐらをかき、樹じゆ理りは誰だれとも視線を合わせようとしなかった。

「樹じゆ理りちゃん……次、やってみるかい？」

　高たか嶋しまは尋たずねた。しかし樹じゆ理りの答えはＮＯ。首を横に振ふって、今度はこれ以上の会話を避さけるかのように背を向けてしまった。高たか嶋しまは困って残りの一人、玲れ奈なの方へ視線を向けた。玲れ奈なは当然、樹じゆ理りのことなど全く気に留めぬ様子で嬉うれしそうに言った。

「やる、やるわ。任せて頂ちよう戴だい」

「えー、あたしももうちょっとやりたいんだけど」

「まあまあ、時間が許す限り交代交代でやっていこうよ。都つ築づきちゃん、ちょっと任せてもいいかな？」

「え、いいですけど……どうしたんですか？」

「ちょっと、龍りゆう二じの様子見にね」

　高たか嶋しまはそう言うと、シミュレータを囲む女子たちを残して格納庫の外へと出ていった。

　目指す先は一番ピット。龍りゆう二じの新たな作業場であった。誰だれにも邪じや魔まされたくないからという理由で、龍りゆう二じがそこへ実験機を移してちょっとした改造作業をしていたのだ。

　ただ、本当の理由は他のところにあるのではないかと、なんとなく高たか嶋しまはそんな風に訝いぶかっていた。というのも、実際に龍りゆう二じはその一番ピットに一人きりというわけではなかったからだ。龍りゆう二じは自分の作業を、かねてから交流のある社会人研究者、井いの上うえ祥しよう太た郎ろうに付き合わせていた。

「しっかしお前も不器用だな。バイク弄いじりとかやったことねえだろ」

　機体にへばりつくようにしてアップデート部品の取り付け作業に勤いそしんでいた龍りゆう二じへ向け、井いの上うえは言った。龍りゆう二じはわざとらしい舌打ちを返したが、険悪という雰ふん囲い気きではなかった。

「仕方ないだろ？　お前みたいな道楽人と違ちがって、そういうオモチャにかけられるような金は持ち合わせてないんだよ」

「だから前に言っただろ、興味があんなら声かけろって。なんならタダでくれてやってもいいんだからよ」

　井いの上うえ祥しよう太た郎ろうとは、趣しゆ味みに生きる男であった。社会人研究者というのも、言わば当人の自じ称しよう。実態は、単に趣しゆ味みで発明家じみたことをやっているだけの、サラリーマンエンジニアであった。

　龍りゆう二じと井いの上うえの出会いは三年ほど前になる。思い付きで参加したものづくり系のイベントにこの男が出展していて、打ち上げの飲み会で意気投合したのだ。傍はた目めには胡う散さん臭くさい男だったが、龍りゆう二じは本能的にこの井いの上うえのことを信しん頼らいしていた。

「タダより高えもんはない。そうだろ？　バカを見たくはない」

「別に騙だますつもりはねぇよ。ツーリング仲間が増えるのは俺にとってもいいことなんだ。ま、気が変わったらいつでも言ってくれ。それより龍りゆう二じ、客が来てるぞ」

　そう言われて、龍りゆう二じは顔を上げた。黒いオイル汚よごれが、鼻先から頰ほおにかけて太い線を描えがいていた。

「順調かい？　龍りゆう二じ」

「なんだお前か。こっちはまあまあ予定通りだよ。オルタネーター発電機の取とり替かえも終わったし、あとはＥコンＣピユＵータの設定をちょこっと弄いじれば完成だ」

「ならよかった。少しは性能も上がりそうかい？」

「そこは開発者を信じるしかないな。ま、送られてきたデータを見る限りじゃ、ガキを飛ばすのには少々もったいないくらいにはなるはずだ」

「しかしお前もとんでもないことを考えたもんだよな、龍りゆう二じ。自分が重すぎるからって、まさか小学生の妹に代わりをやらせようだなんてよ」

「いいアイデアだろ？」

　龍りゆう二じはそう言って、締しめ付つけたばかりの最後のボルトを拳こぶしで叩たたき、立ち上がった。腰こしを伸のばせばバキバキと痛みが走ったが、達成感はそれを補って余りあるくらいであった。

「それよりも高たか嶋しま、重要なのはお前の方だ。ガキどもの仕上がりはどうだ？」

「あー……そこなんだけどね、ちょっと問題ありかな」

　高たか嶋しまは言いにくそうに答えた。無論、意識にあったのは樹じゆ理りのことだ。なんと伝えるべきか、高たか嶋しまは少し迷った。しかし言葉にする前に、龍りゆう二じは全てを察していた。

　というのも、訓練自体はここしばらく高たか嶋しまに任せっきりにしていた龍りゆう二じであったが、人工知能の学習経過は毎日自分の目でキッチリ確かく認にんしていたのだ。

「そうか……なら、時間の無む駄だだな。これ以上は」

「それじゃあ龍りゆう二じ、樹じゆ理りちゃんはどうするんだい？　まさか一人だけ置いてきぼりにするつもりじゃないよね？」

「別に構わんだろ。ガキの遊びじゃないんだからよ」

「おいおい、急になんの話してんだよ。妹ちゃんに何かあったのか？」

　井いの上うえが言った。龍りゆう二じは少しガッカリしたように肩かたを落とし、調整用のノートパソコンを拾い上げながら答えた。

「アイツだけ学習が進まないんだ。悔くやしい話だが、俺の理論とは少々相あい性しようが悪いらしい」

「マジか。そしたらお前、研究はどうすんだよ。一いつ旦たん休止か？」

「いや、アイツの友達を使って進める。幸い、問題があるのは樹じゆ理り一人だ」

「友ダチ？」

「筋の良いい連中だ。特にチビの方、八や千ち代よの仕上がりは見事といっていい。ほとんど理想通りのデータが取れるだろうから、今回の論文はそれで行く」

　龍りゆう二じは新しいエンジン制せい御ぎよパラメータを確かく認にんし、パソコンをマシンと接続して専用の書き込みプログラムを走らせた。車しや載さいＥＣＵのメモリアクセスランプが瞬またたき、一分もかからぬ内に更こう新しん作業は完かん了りようした。

「さーて、完成だ。少し吹ふかしてみるかな」

「手伝うぞ。外に出すんだろ？」

　井いの上うえはそう言って腰こし掛かけていた工具箱から立ち上がり、実験機の後こう端たんを摑つかんだ。龍りゆう二じはパソコンを片付け、スタンドを払はらってマシンのハンドルを押した。熱気のこもったピットから、更さらに灼しやく熱ねつの日差しの下へ。

　飛行場では大小様々な飛行機が唸うなりを上げて飛び回っていた。スケールは随ずい分ぶん小さいが、さながらＳＦ映画の宇宙戦争である。ただその中でも、龍りゆう二じのＥＬＹＴＲＯＮは飛とび抜ぬけて目立っていた。

　周囲の視線を集めながら、龍りゆう二じは井いの上うえとともに起動前の最終点検を始めた。実験用の試作品であるＥＬＹＴＲＯＮには確かく認にんしなければならない箇か所しよが多い。ベルトやらゲージやら、ボルトやらハーネスやら。そしてふと目を上げると、どういうわけか樹じゆ理りが機体に跨またがっていた。

「……何してんだ」

「……手伝ってやろうか？」

　逆光のせいで、その表情は見えない。ただその声こわ音ねには、冗じよう談だんめいた響ひびきもほとんどない。龍りゆう二じは咄とつ嗟さの返しが思いつかず、一いつ瞬しゆん黙だまり込んでしまった。

「なんだよ妹ちゃん、コイツに興味があるのか？」

「興味っつーか、前にも一回やらされたし、人手が欲しいのなら協力してやってもいいってだけだけど」

「……いや、それには及およばん。それよりお前は訓練に励はげんでくれ」

　龍りゆう二じは答えた。そして今度は樹じゆ理りが黙だまり込んだ。薄うすいシートの上で小さな尻しりをもぞもぞとさせながら、はっきりしない顔色で龍りゆう二じのことを見つめる。なんとなしに不ふ穏おんな空気が流れて、井いの上うえと高たか嶋しまは顔を見合わせた。

「……そっか」

　樹じゆ理りはそう呟つぶやいて機体から飛び降りた。そのときチラリと光を浴びた目元には、涙なみだが浮うかんでいるように見えた。だが龍りゆう二じは言葉をかけず、高たか嶋しまも迷ってオロオロしている内に樹じゆ理りは格納庫へと戻もどっていってしまった。

「龍りゆう二じ……本当にいいのかい？」

「アイツだって、こんなことにこだわりがあるわけじゃないだろ。友達みたいに上う手まくできないってのは癪しやくだろうが、喉のど元もと過ぎればケロッと忘れるはずだ」

「そうかなぁ……」

　と、高たか嶋しまは口をへの字に曲げて首を傾かしげる。そんな高たか嶋しまを龍りゆう二じは直視できなかった。原因は、龍りゆう二じも自分の言葉が正ではないことを承知していたからであった。

　樹じゆ理りには、この実験飛行場で一人になる時間が度たび々たびあった。八や千ち代よと玲れ奈なの二人が家に帰り、同時に龍りゆう二じや高たか嶋しまたちが飛行場運営に忙ぼう殺さつされている時間帯だ。そんなとき、樹じゆ理りは常々ＥＬＹＴＲＯＮやシミュレータの側そばにいて、自分じゃ動かすこともできないのに機体に跨またがったりコンピュータを弄いじり回まわしたりしていた。

　龍りゆう二じはそのことに気付いていた。それからその行動が、単なる一時的な興味によるものではないことも感覚的にわかっていた。ただ、何が本当の理由なのかは理解できていなかったのだ。

　井いの上うえに促うながされ、龍りゆう二じは実験機のエンジンを掛かけた。魔ま獣じゆうの絶ぜつ叫きようのような轟ごう音おんが周囲の全ての音を押おし潰つぶし、まるで世界がＥＬＹＴＲＯＮに支配されたかのように錯さつ覚かくするほどであった。改造は成功していた。

「ともかく今は、情けよりも論文だ。高たか嶋しま、他の二人の準備はできてるな？」

「うん……少なくとも八や千ち代よちゃんの方は、これ以上訓練しても無む駄だってくらいには仕上がってるよ」

「なら、明日だ。明日やるぞ。明日八や千ち代よをコイツに乗せて、飛ばしてみる。それで一発上う手まくいきゃ、面めん倒どうな夏の宿題もオシマイだ」

　龍りゆう二じは機体に手を置き、少しの間祈いのるように目を閉じた。複雑な心境であった。言葉とは裏腹に、龍りゆう二じは樹じゆ理りのことを意識の外に切り捨てることなどできてはいなかった。




　樹じゆ理りは格納庫に戻もどると、訓練に熱中する八や千ち代よたちには目もくれずに奥のテントへ籠こもってしまった。コットへ体を横たえた樹じゆ理りが感じるのは、言い様のない無力感であった。

「はぁ……」

　どうして自分がそんなものを感じる必要があるのか。樹じゆ理り自身にもその理由はよくわからなかった。ただ自分が役立たずのように感じるのは、どうしようもなく辛つらいことであった。

「……こんなの、くそ、なんてことないはずだろ？　別にやりたくてやってたことじゃないんだ。バカ兄貴がどうしてもって言うから、仕方なく付き合ってやってただけのことなんだ。違ちがうか？」

　樹じゆ理りは無意識に腕うでを突つき出だし、それから頭痛に耐たえるかのように額に拳こぶしを押し当てた。我が慢まんしていた涙なみだが再び目め尻じりから零こぼれ落おち、エアーピローに濡ぬれ跡あとを残した。

　役立たず。何もできない。誰だれの期待にも応えられない。努力もできないし、人の気持ちも考えられない。樹じゆ理りはずっと、そんな自分から目を背そむけて生きてきた。全てを父や周囲のせいにして、ずっと自分を正当化しながら生きてきた。

　思えばかつての兄との軋あつ轢れきも、自分のそんな一面が原因だ。せっかく兄が手を差さし伸のべてくれたのに、その手を振ふり解ほどいたのは樹じゆ理り自身だ。変わろうとしなかったのは、樹じゆ理り自身の選せん択たくだった。その罪悪感が、今いま更さらまた樹じゆ理りの心を刺し激げきしていた。

　悔くやしいのだ。自分はまた、兄を落らく胆たんさせようとしている。

「くそ……」

　しかし今いま更さら、何をすればいいのか。樹じゆ理りにはそれもわからなかった。それで不満と焦あせりだけが募つのり、樹じゆ理りの未熟な心は限界を迎むかえようとしていた。




　そして事件は起こった。翌日の実験本番前、癇かん癪しやくを起こした樹じゆ理りが八や千ち代よと取っ組み合いの喧けん嘩かを始め、怒おこった八や千ち代よは玲れ奈なを連れて樹じゆ理りの元から去っていってしまったのだ。














第八章









　実のところ、龍りゆう二じはその現場に居合わせてはいなかった。というのも、例の相談相手、ジェッ進しん研けんの助教である轟とどろきがこれから数日間飛行場に滞たい在ざいする予定となっており、龍りゆう二じは都つ築づきを連れて駅まで迎むかえに出ていたからだ。

　そもそも実験のＸデイをこの日に定めたのも、それが理由だった。途と中ちゆうで不意にプログラムの書かき換かえが必要になったとしても、経験豊富な轟とどろきが近くにいれば困らない。それで高たか嶋しまに準備を任せ、龍りゆう二じ自身はひたすら車を走らせていた。

「──それにしても轟とどろきさん、荷物少なくないですか？」

「自分の実験機材は君たちの赴ふ任にんのときに一いつ緒しよに運んでもらってるからね。僕が持ってきたのは自分の着き替がえと、都つ築づきちゃんへのお土産みやげを少し」

　そう言って、揺ゆれる車の中、轟とどろきは自分のバックパックから小さなクーラーバッグを取り出した。中にあったのは、都つ築づきのお気に入りの高級カップアイス。まるで子供のように、都つ築づきの顔には満面の笑えみが広がった。

「さっすが轟とどろきさん！　ほら龍りゆう二じ、アンタもこういうところ見習いなさいよ！」

「はいはい。あんまり都つ築づきを甘やかさないでくれよ、轟とどろきさん。それより都つ築づき、食うならサッサと食っちまえよ。飛行場までもう五分もかからないぞ」

「えぇー……ならちょっと遠回りしなさい、遠回り。流石さすがにそんなに早くは食べられないわ」

「いやいや、みんなの分も一応ちゃんと買ってきたから、着いてからゆっくり食べようよ。実験があるとはいえ、流石さすがに休きゆう憩けい時間も取れないほど忙いそがしくはないでしょ？」

「甘いぞ轟とどろきさん。問題は時間じゃない」

「そうですよ。見つかっちゃったら一いつ瞬しゆんですよ、一いつ瞬しゆん。もう何度泣きを見てきたことか……」

「んん……？　君たち一体何の話をしているんだい？」

　轟とどろきは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。が、龍りゆう二じたちは意味深な笑えみを浮うかべるばかりであった。そうこうしている内に、三人を乗せた古ぼけたバンは飛行場へ向かう山道に差さし掛かかっていた。

「うわ……流石さすがにこの車も買かい替かえ時だね」

　断だん末まつ魔まの悲鳴のようなエンジン音に顔をしかめ、轟とどろきは言った。山道の急きゆう斜しや面めんに対し、バンのパワーは明らかに足りていない。龍りゆう二じはしかめっ面つらで動きの渋しぶいシフトレバーを何度も操作し、枯かれ気味のエンジンパワーをどうにか絞しぼり出だして車を前進させていた。

「毎朝これじゃ、いくら運転好きでも嫌いやになるでしょ。今度教授に言っておくよ」

「そうしてくれ。途と中ちゆうでぶっ壊こわれて立ち往生なんて羽目になったら、それこそ時間と金の無む駄だだ」

　言いながら、龍りゆう二じはバンのオーディオへ手を伸のばした。エンジンがうるさすぎて碌ろくに音も聞こえないのだ。連続カーブを片手ハンドルでさばきつつ、ボリューム調節ノブを軽く半回し。視線が逸それるその瞬しゆん間かん、後部座席の都つ築づきが叫さけんだ。

「あ！　龍りゆう二じあれ！」

　龍りゆう二じは反射的に顔を上げ、車の周囲を見回した。見えたのは、後方のカーブへ消えていく二台の自転車。ほんの一いつ瞬しゆんの光景であった。

「今の、八や千ち代よちゃんたちじゃなかった？」

「いや、まさかそんなことはないだろ……これから実験だぞ？　見み間ま違ちがいじゃないのか？」

「うーん、でも間ま違ちがいなく女の子だったわよ。小学生くらいの。こんな山の中で、あの子たち以外にありえるかしら」

　都つ築づきはリアウィンドウの向こうへ視線を固定したまま言った。龍りゆう二じは心にざわつきを覚え、引き返して後を追うべきか少し悩なやんだ。

　まさか、妹たちに何かトラブルがあったのではなかろうか。

「……ああもう、とりあえずは飛行場へ急ぐぞ。何か問題があったのなら、高たか嶋しまから状じよう況きようを聞き出した方が早い。下っていったのが本当にあのガキどもだったとしても、憶おく測そくであたふたするのは得策じゃない」

　そう言って、龍りゆう二じはむしろアクセルを踏ふみ込んだ。壊こわれかけのエンジンはレッドゾーンギリギリまで吹ふけ上あがり、まるで龍りゆう二じの心境を反映するかのように不ふ穏おんな唸うなりを上げた。

　そうして飛行場まで辿たどり着ついた龍りゆう二じたちを待ち構えていたのは、果たして、頰ほおを腫はらした妹と狼狽うろたえる高たか嶋しま、破は壊かいされたシミュレータ。不安的中とばかりの、凄せい惨さんな光景であった。










「龍りゆう二じ……申し訳ない！」

　高たか嶋しまは拝むように手を合わせ、バンから降りてきた龍りゆう二じに向かって叫さけんだ。

「なんとか止めようとしたんだけど、僕じゃ力不足で……ホントにごめん！」

「いいから、高たか嶋しま、何が起こったのか教えてくれ」

　龍りゆう二じは言いながら、足元に転がっていたＶＲゴーグルを拾い上げた。プラスチックのカバーが割れ、レンズにもヒビが入ってしまっていた。

「最後の調整にと思って、三人にもう一度シミュレータ訓練を受けさせてたんだ。実験の準備をしている間に。それでふと目を離はなしたら、突とつ然ぜん喧けん嘩かし始めて……」

「喧けん嘩か？」

「それも、取っ組み合いの大おお喧げん嘩かだよ。何が原因だったのか僕にもわからないんだけど、八や千ち代よちゃんと樹じゆ理りちゃんが怒ど鳴なり合いながら酷ひどく暴れて、この有あり様さまだ」

「あのバカ、何やってんだか……それで、ガキどもは？」

「八や千ち代よちゃんはすっごい怒おこって、玲れ奈なちゃんを連れて帰っていっちゃった。どうしよう龍りゆう二じ、これじゃあ実験が……」

「ってことは、やっぱりあのチャリは都つ築づきの見み間ま違ちがいじゃなかったのか」

「あのチャリ？　龍りゆう二じ、二人を見たのかい？」

「ああ、すれ違ちがっただけだけどな。チクショウ、やっぱり引き返して確かく認にんすべきだったか」

　龍りゆう二じは横よこ倒だおしになっていた長机を引き起こし、そこに壊こわれたゴーグルを置いた。恐おそらく修理も絶望的だろう。他にはヘッドセット、パソコン、ディスプレイ。どれも似たような状じよう況きようだった。そして机と同じく横よこ倒だおしになったロデオマシンは、ステップが折れ、ハンドルも押おし潰つぶされてあらぬ方向へ曲がってしまっていた。

「酷ひどいな……直すには時間がかかるぞ。轟とどろきさん、ちょっと手を貸してくれ」

　声をかけられた轟とどろきは、すっかり困こん惑わくした表情を見せつつも龍りゆう二じの求めに応じた。二人は抱だきかかえるようにしてロデオマシンを引き起こし、散らばったケーブル類をその側そばへまとめた。

「龍りゆう二じ、そろそろ僕にも何が起こったのか教えてくれないか？　来て早々これじゃあ、何が何やらさっぱりだ」

　轟とどろきは言った。龍りゆう二じは苦い顔をしつつ、轟とどろきに樹じゆ理りたちのことを説明した。飛行場での出会いから、実験を手伝わせていることまで。もちろん血けつ縁えん関係についてもである。轟とどろきに対しては、というより高たか嶋しまと都つ築づき以外の大学関係者に対しては、これまでずっとはぐらかしてきたことだった。

　轟とどろきは余計に困こん惑わくした様子を見せていたが、沈しずんだ空気を察してか、あれこれ質問を重ねるようなことはしなかった。ただ一言「そういうことか……」とだけ返して、呆あきれたように肩かたをすくめた。

「……轟とどろきさん、どうにかなりませんか？　ゴーグルとかは予備があるからまだいいんですけど、訓ロデ練オマ台シンの方は代えがなくて……」

「まあ、できる限りは協力するよ。確か井いの上うえさんも例年通り来てたよね？　彼にも手伝ってもらえれば、どうにもならないということはないだろう。彼なら機械工作も得意だから」

「……そしたら轟とどろきさん、しばらく任せちまってもいいか？」

　険しい顔でロデオマシンのダメージを確かく認にんしながら、龍りゆう二じは言った。その発言に轟とどろきは少し驚おどろいたような顔をしたが、龍りゆう二じの意識は既すでに別のところに向けられていた。

「少し説教でもしてやらなきゃ、俺の気が済まない」

　龍りゆう二じの後ろには、固く腕うで組ぐみして石像のように座り込む樹じゆ理りがいた。龍りゆう二じはその正面に回り込み、腰こしを落として視線を合わせた。何がこの騒そう動どうの原因か、龍りゆう二じは勘かん付づいていた。

　引き金を引いたのは、きっとこの不出来な妹だ。

「……一体、何があった？」

「……オレは悪くない。悪いのはアイツらだ」

　樹じゆ理りは口をへの字に曲げたまま、プイとそっぽを向く。頰ほおには真っ赤な腫はれ跡あと。髪かみはボサボサで、まるで野犬が地面をのたうち回ったあとのような有あり様さまであった。

「しょーもないことで調子に乗りやがって、アイツら、頭にくる」

「馬鹿にされたってか？　お前一人だけ、アレを乗りこなせないから」

　龍りゆう二じは樹じゆ理りの横顔をじっと見つめる。感じているのは、怒いかり。それから失望であった。

「馬鹿にされて、それでキレて取っ組み合いの大おお喧げん嘩かか？　機材ぶっ壊こわして、友達二人も追い出して、お前一体なんのつもりだよ」

「別にどうだっていいだろ。クソ兄貴にはカンケーない話だ」

「関係ないわけないだろ！　俺の研究、どうしてくれるんだ！」

　龍りゆう二じは思わず樹じゆ理りの襟えり元もとに摑つかみかかりそうになった。実際、反射的に伸のばされたその腕うでは樹じゆ理りのＴシャツの首元にほとんど触ふれていた。しかしその瞬しゆん間かんに樹じゆ理りが覗のぞかせた表情が、既すんでのところで龍りゆう二じを思いとどまらせた。

　龍りゆう二じの腕うでを払はらいのけようとするわけでもなく、反はん抗こう的てきに身構えようとするわけでもなく、樹じゆ理りが見せていたのは、受容の態度。𠮟しつ責せきをそのまま受け入れようという、明確な意思。その顔にあったのもまた、失望の感情であった。

「……悪かったな、台無しにしちまって」

　樹じゆ理りは唇くちびるが真っ白になるくらい口元を歪ゆがめて言った。目め尻じりから一雫しずくの水すい滴てきが零こぼれ落おち、頰ほおに一本の水の跡あとを残した。

「……クソ」

　龍りゆう二じは苦い顔をして腕うでを引っ込め、ヤンキー座りのままボリボリと頭を搔かいた。不思議なくらいに強きよう烈れつな後こう悔かいが、合理的にはそう感じる筋合いもないというのに、溢あふれて止まらなかった。

　樹じゆ理りが見せていた失望というのは、明らかに自分自身に対するものであった。自分自身の、制せい御ぎよ不能な激情に対してのものであった。誰だれに指し摘てきされるまでもなく、樹じゆ理りはわかっていたのだ。自分に非があり、皆みなを苛いら立だたせる結果になってしまったということを。

　龍りゆう二じは今いま更さらそれを声こわ高だかに非難しようという気にはならなかった。それでしばらく頭を抱かかえ、結局こう言った。

「……二人を連つれ戻もどしてくる。本体は無事なんだ、実験さえやり切れればなんの問題もない。お前も来るか？」

「オレは……」

　樹じゆ理りは顔をしかめた。答えはＮＯ。龍りゆう二じにはなんとなく推測できていた。樹じゆ理りの中にある恐きよう怖ふ心しん、顔を合わせればまた喧けん嘩かしてしまうのではないかという不安が、龍りゆう二じにははっきり読み取れていた。

「ハァ……だがお前、これくらいのイザコザは日にち常じよう茶さ飯はん事じだろ？」

「悪かったな。でも、今回は違ちがうんだ。なんつーかオレにもわかんねーんだけど、すげー心が痛ぇんだよ……これもお前のせいだ」

「俺のせい？」

「そうだ。だってお前がいなけりゃ、オレはずっと何も感じずにいられたんだ。あの頃ころだって、今だって。不幸のドン底にいたって、何もかも人のせいにして平気でいられたらシアワセなんだよ……」

「……」

　龍りゆう二じにはかけてやれる言葉もなかった。少なからず、樹じゆ理りの言葉の意味するところを理解できたからであった。

　何もかも、人のせい。環かん境きようのせい。父親のせい。そうやって自分を守ってきたことは、龍りゆう二じにとっても一度や二度ではなかった。それどころか今の当たりの強い性格すらも、結局のところ原因は同じであった。

　どこかでまだ、龍りゆう二じにも自分を正当化できるだけの被ひ害がい者しや意識が潜ひそんでいるのであった。

「悪かったよ、アニキ、台無しにしちまって。でも、悔くやしくて堪たまらなかったんだ。オレだけ役立たずだなんて、何もできないだなんて、別に褒ほめてほしいわけでもないのに」

　樹じゆ理りの目め尻じりからまた、涙なみだが溢あふれた。一粒つぶ、二粒つぶと脈打つように流れ落ち、その内にとめどない流れとなって、樹じゆ理りは嗚お咽えつを漏もらした。

「……不器用なやつだな」

　龍りゆう二じは言った。その言葉は樹じゆ理りに向けられていたのか自分自身に向けられていたのか、龍りゆう二じ自身にさえわからなかった。泣きじゃくる妹を前に、龍りゆう二じは何をしてやることもできなかった。抱だき締しめるどころか、触ふれることさえできず、ただただ地面に向かって視線を伏ふせていた。

　理解や共感では、解決し得ない問題であった。龍りゆう二じは立ち上がり、大声で井いの上うえを呼んだ。そうして井いの上うえに研究用の大型機を飛ばすように頼たのむと、樹じゆ理りを残して車へ乗り込んだ。

「頼たのむぞ井いの上うえ。二人を見つけたら座標を送ってくれ。まだそのへんをウロウロしてるといいんだが」

　龍りゆう二じはアクセルを踏ふみ込み、登ってきたばかりの山道を駆かけ下おりていった。そんな龍りゆう二じの頭上を、一機のラジオコントロール飛行機が猛もうスピードで飛とび越こしていった。

　機体は井いの上うえの所有物であった。ジェットエンジンで駆く動どうされた戦せん闘とう機き型の大型機で、携けい帯たい電波を介かいしてコントロールできるように改造されていた。私有地外を飛ばすのはほとんど違い法ほう行こう為いだったが、龍りゆう二じも井いの上うえも気にしたことはなかった。しばらくして、井いの上うえから連れん絡らくが入った。

『──見つけたぞ、なんだかスゲー豪ごう邸ていに吸い込まれていった』










　龍りゆう二じが辿たどり着ついたのは、町一番の高級住宅街でも一ひと際きわ目立つ、門構えの立派な一軒けんの邸てい宅たくであった。敷しき地ちをぐるりと高い塀へいが囲い、やたらと巨きよ大だいな表札には『八や代しろ』の二文字が躍おどっている。誰だれの家かは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。僅わずかながら、門が開いていた。

『嬢じようちゃんたちは、その家の真ん中にある中庭みてぇなところにいる。おっかねえ、こっちを睨にらんでやがる』

「了りよう解かい。あんまり刺し激げきするのもよくないな、一いつ旦たん戻もどってくれ」

　門の前で車を停とめ、窓から身を乗り出すように空を見上げながら龍りゆう二じは言った。空を切きり裂さくように、井いの上うえの偵てい察さつ機きが上空を飛び回っていた。龍りゆう二じが到とう着ちやくするまでの十数分間、井いの上うえは偵てい察さつ機きを一帯に飛ばし続けていたのだ。無論その爆ばく音おんは近所迷めい惑わくどころの騒さわぎではなく、付近一帯のほとんどの家の窓から怪け訝げんそうな人の顔が覗のぞいていた。

『わかった。龍りゆう二じ、しくじるなよ』

　無線機越ごしに井いの上うえは答え、数すう瞬しゆん後、偵てい察さつ機きは山の方へ針路を変えて飛び去っていった。龍りゆう二じは車の中へ頭を引っ込め、さて、どうしたものかな、と悩なやんだ。

　勢いでここまでやってきたのはいいが、さて、どうやって二人を連つれ戻もどすか。家に籠こもられてしまったのは、龍りゆう二じが想像していた中で最も厄やつ介かいな展開であった。しかも今日は、日曜日。家族が家にいる可能性も充じゆう分ぶん以上にあった。

「しかもこんな車で、男が一人。小学生の女の子の客としては怪あやしさ満点だよな……」

　これなら都つ築づきを連れてくるべきだった。と、龍りゆう二じは自分の機転の利きかなさを少し嘆なげいた。全く、何をしているのやら。そしてハンドルへ被かぶさるように項うな垂だれたその瞬しゆん間かん──門の隙すき間まから、若い女の顔が覗のぞいた。

「あの……入らないんですか？」

「あ、いや、その……！」

　突とつ然ぜんのことに、龍りゆう二じはしどろもどろになった。女は同い年くらいだろうか。さっぱりとした短めの黒くろ髪かみに、特とく徴ちよう的てきな目元のほくろ。変に慌あわてる龍りゆう二じを見て、ツリ目気味の大きな目を怪け訝げんそうに細めた。

「お嬢じよう様さまに用があるんじゃないんですか？　あなた、樹じゆ理りちゃんのお兄さんでしょう？」

「……どうしてそれを？」

「お嬢じよう様さまがそう言っていたからです。今日は変な日ですね。珍めずらしく昼間に帰ってきたと思ったら、まるで追いかけてきたみたいに飛行機が飛んできて、それを見たお嬢じよう様さまがあなたが来るって。私に、迎むかえに行けって」

　そう言うと女は一度頭を引っ込め、重そうな門の扉とびらをギリギリと開いた。恐おそらくは「入れ」という指示なのだろう。龍りゆう二じは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに覚かく悟ごを決めて車ごと八や代しろ家の敷しき地ちへ足を踏ふみ入いれた。なんであろうと、渡わたりに船であった。

「すまない。それで、ガキどもはどこに？」

「『ガキども』だなんて、失礼ですね。八や代しろ家のご令れい嬢じようとそのご友人に向かって。まあ、私はもっと酷ひどい呼び方しますけど。心の中でですけどね」

「ってことは、あんたも散々迷めい惑わくかけられてるクチか。見たところ、家族というわけでもなさそうだが、あんたは一体？」

「『あんた』だなんて、重ね重ね失礼ですね。まあ、お嬢じよう様さまよりはマシですけど。私はなんでもない、バイトの使用人ですよ」

　そう言って、女は身に着けていた白エプロンを広げて見せた。地味目な黒一色の服の上に着ているせいか、見方によってはメイド服のようにも見える。裾すそに刺し繡しゆうで名前が縫ぬい付つけられていて、ほんの一いつ瞬しゆんであったが『榎えの木き』と読めた。

「車はどこにでも停とめておいてください。お客さんも来ませんし、ご主人様も奥おく様さまもいませんから」

「それはよかった、子供の客としちゃ不自然だからな。しばらくは留守のままか？」

「しばらくというか、夜遅おそくなるまで帰ってきませんよ。仕事仕事で、年中無休ですもの。いつもはホント、幽ゆう霊れい屋や敷しきみたいに無人なんですよね、この家って」

　龍りゆう二じが車を降りると、榎えの木きは付いてくるように命じて玄げん関かんへ上がっていった。歴史を感じさせる平屋造りの豪ごう邸ていで、屋や敷しきの中は寒気を感じるほど広々としていた。

　榎えの木きは龍りゆう二じを屋や敷しきの中央にある中庭へといざなった。立派な松の木がそびえる日本風の庭園で、八や千ち代よと玲れ奈なの二人はその木こ陰かげにレジャーシートを広げて寝ね転ころんでいた。

　榎えの木きに促うながされ、龍りゆう二じは縁えん側がわから中庭に降り立った。それを視界の隅すみに認めて、八や千ち代よは天を仰あおいだまま呟つぶやいた。

「……早かったね、お兄さん」

「それでは、私はこれで」

　榎えの木きはそう言って、龍りゆう二じを残して屋や敷しきに引っ込んでいった。龍りゆう二じは八や代しろ家の荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに少し圧あつ倒とうされつつ、八や千ち代よたちの側そばへ歩を進めた。

「迎むかえに来たんでしょ？　あたしたちのこと。流石さすがは兄きよう妹だいってやつかな、お兄さんもなかなか自分勝手だねぇ」

　八や千ち代よの状態も、樹じゆ理りとそう変わらずであった。頰ほおに痣あざをこしらえ、鼻には血を流した跡あと。玲れ奈なも同様であった。保ほ冷れい剤ざいのようなものを顔に押し当て、いつも以上の無表情になっていた。

「ほんと、どうして来ちゃったかなぁ……」

「なんだよ、その反応」

「はぁ……お兄さん、ほんとにわかってないね。ジュリちゃんのことも、あたしのことも。なんであたしたちが喧けん嘩かなんかしちゃったのか、大して考えてもいないでしょ」

「あるいは考えての行動なのだとしたら、あんまりだわ。樹じゆ理りが可哀想かわいそうね」

　玲れ奈なが言った。龍りゆう二じはボリボリと頭を搔かき、二人の横へしゃがみこんだ。相変わらずの真夏日であったが、木の陰かげは少し涼すずしかった。

　二人の声は、大おお喧げん嘩かの後とは思えないような落ち着いた雰ふん囲い気きであった。龍りゆう二じは出鼻を挫くじかれたように感じ、少し迷いながらこう答えた。

「……悔くやしかったんだろ、あいつ一人だけ上う手まくできなくて。置いてきぼりにされたような気がして、堪たまらなかったんだ。違ちがうか？」

「それは表面をなぞっただけだよ。起こったことの、表面をなぞってみただけ。もちろん間ま違ちがいじゃないけど、あたしが考えてほしいのはもっと奥おく深ふかく。なんでって部分」

「なんで……？」

「わからない？　そしたらちょっとだけ、ヒントをあげるよ。そもそもの原因は、このあたし。いくらジュリちゃんが悔くやしさを感じてても、キッカケがなければ喧けん嘩かだって起こらなかった。これはあたしが意図して起こしたことなの」

「思えば始めからそうよね。樹じゆ理りをお兄さんに押し付けたときから」

「……それは、どういうことだ？」

「自分で考えてみなよ。ジュリちゃんのこと、少しは愛してるんだったらさ」

　八や千ち代よは片手で顔を覆おおい、疲つかれたように溜ため息いきを吐ついた。見た目には不ふ釣つり合あいな、奇き妙みように大人びた雰ふん囲い気きであった。

　龍りゆう二じは応じざるを得なかった。地面に腰こしを下ろし、木こ陰かげで風に撫なでられながら、龍りゆう二じは虚こ空くうを見つめて考え込んだ。八や千ち代よのヒント、玲れ奈なの反応、妹の様子。思い返せばこうして真しん剣けんに樹じゆ理りの気持ちを考えてみるのも、かつて一いつ緒しよに時間を過ごしたあのとき以来のことであった。

「なんで、か。なんでアイツは悔くやしいと思ったのか……」

　確かにそれは、理由もなく抱いだく感情ではない。龍りゆう二じは自分の経験と照らし合わせ、そんな風に思った。悔くやしさとは、確かにもっと特別なものだ。思い入れがあるからこそ、心の底から湧わき上あがってくるものだ。

　例えばかつて、龍りゆう二じ自身は勉強ができないことに強きよう烈れつな悔くやしさを感じたことがある。それは勉強こそが自分を暗くら闇やみから救い出してくれるものだと信じていたのに、肝かん心じんなテストの点数は周囲よりも遥はるかに下だったから感じたものだ。

　これは勝手な想像だが、仮に今、樹じゆ理りが同じようにテストで一桁けたの点数を取ったとして、同じように悔くやしがるだろうか。逆に自分はあのとき、勉強と同じように運動の出来も悪かったことを気にしていただろうか。

　他人に対して、劣おとっている。それ自体は、物心ついたときから慣れっこだったというのに。

「ちなみにだけどさ、ジュリちゃんは別にああいうメカメカしいものが大好きってわけじゃないよ。そりゃあああいうタイプだから普ふ通つうの女の子よりもそういうのに興味あるかもしれないけど、特別ってほどじゃない」

　八や千ち代よは言った。まるで龍りゆう二じの心を読んでいるかのようであった。

「一体、何が特別だったんだと思う？　ジュリちゃんにとって、今回のこれが」

「……まさか、俺なのか？　俺が関わっていたことだから、アイツはあんなにこだわっていたのか？」

　龍りゆう二じは言いながら、信じられないような気持ちでいっぱいだった。

「アイツ、俺の力になりたかったのか？　俺がやろうとしていた実験だから、アイツは自分がやりたいと思ったのか？　俺のために？　まさかそんな……」

　だってアイツは、心の底では恨うらんでいたはず。憎にくんでいたはず。俺のことを。龍りゆう二じは苦しささえ覚えた。アイツが生まれる原因を作ったのは俺だ。俺が引き金を引いたから、アイツの人生、苦痛の中でもがき苦しむ運命は始まったのだ。

　罪の意識は、樹じゆ理りに面と向かって指し摘てきされる前からずっとあった。だからこそ、龍りゆう二じには信じられなかった。ただ仮に、仮に樹じゆ理りが龍りゆう二じに対して思い入れを抱いだいていたとするのであれば、いろいろなピースがこの難解パズルに上う手まく嵌はまっていくように感じられた。

　どうして樹じゆ理りは飛行場に戻もどってきたのか。どうしてマニアックな工学実験にやる気を見せていたのか。どうして『オレだけ役立たずだ』なんて嘆なげいたのか。ただ恨うらんでいただけだとしたら、どれもおかしな出来事であった。

「ジュリちゃんもさ、わかりやすいよね。お兄さんに出会った瞬しゆん間かんから、構ってほしくて堪たまらないって感じだったもん」

「あんな樹じゆ理り、初めて見たわ。おいしい蜜みつだけ吸ってポイ。普ふ通つうは私たち、そうするもの」

　八や千ち代よと玲れ奈なは口々に言い、それから二人とも起き上がって龍りゆう二じに向かって座った。龍りゆう二じの混乱を、内心楽しんでいる様子であった。

「なのにお兄さんってば、酷ひどいよね。ホントに自分勝手。研究ってやつがどれだけ大切なのか知らないけど、あたしたちで済ませようとするんだもん」

「……つまりこういうことか。樹じゆ理りにやらせるために、お前たちは身を引いたのか。喧けん嘩かまでして、飛行場から去ったのか」

「遠えん慮りよしようか、なんて言えないもんね。そんなのヘソ曲げるだけだもん。無理矢理なのがイチバン、ってね」

「……戻もどるつもりはないのか？」

「当たり前じゃん。これでもあたしはジュリちゃんのこと、大事な友達だと思ってるんだからさ」

　八や千ち代よの表情には不思議な清すが々すがしさがあった。どこか寂さびしそうで、どこか嬉うれしそうであった。

「他にはいないもんね。あたしたち、こんなだから」

　二人はわかっていたのだ。意固地で我わが儘ままな人間を相手取るなら、万ばん事じ円満など望むべくもない。八や千ち代よは意図的に樹じゆ理りの嫉しつ妬と心しんを刺し激げきし、残ざん酷こくな喧けん嘩か別わかれに持ち込んだのだ。

　龍りゆう二じと樹じゆ理りを、向き合わせるために。

　悔くいはないのだろう。代わりにあるのは、達成感と喪そう失しつ感かん。二人の様子を見て、龍りゆう二じは痛いくらいにそれを感じ取った。同時に、受け入れざるを得なかった。二人は本当に戻もどらない。少なくとも、自分がいる夏の間はずっと。それを変えるのは不可能であった。

「とどのつまり、あたしも自分勝手なんだよ。ジュリちゃんが幸せなら、お兄さんの実験がどうなろうと知ったこっちゃないし。ま、どうにか二人で頑がん張ばりなよ」

「でも少しだけ惜おしいわね。せっかくシミュレーションで練習したんだから、一度くらい本物で飛んでみたかったわ」

「あっはっは。あれ一番ハマってたのレナっちだったもんね」

「否定はできないわね。私、純じゆん粋すいに悔くやしいもの。結局最後まで貴方あなたに勝てず終じまいだったから」

「レナっち運動神経悪いからねー。またいつか、勝負しよ。お兄さんがジュリちゃんと一いつ緒しよに研究を成功させて、あたしたちが普ふ通つうにあの飛行機を買ったり使ったりできるような未来が来たらさ」

　八や千ち代よは挑ちよう戦せん的てきな目付きを向け、口元でニヤニヤと笑った。そして軽くお尻しりをはたいて立ち上がると、声を張り上げて榎えの木きを呼びつけた。

「お兄さん帰るみたいだよー！　玄げん関かんまで連れてってあげてー！」

　榎えの木きはすぐには現れなかった。八や千ち代よは龍りゆう二じの手を取って同じく立ち上がらせ、龍りゆう二じがもと来た縁えん側がわまでいざなった。そしてようやく現れた榎えの木きに龍りゆう二じを突つき出だし、最後にこう言った。

「……それから、ジュリちゃんがなんで家出なんかしてるのかも、考えてみてよ。そっちは本当に、お兄さんにしか解決できないことのはずだからさ」

「アイツの家出？」

「起こったことには何か理由があるはず。あたしには教えてくれなかった。だから約束してよね、お兄さん。ジュリちゃんを、あたしの親友を絶対に救うって。じゃなきゃ今度はお兄さんを、助走をつけてぶん殴なぐるから。さ、行って」

　咄とつ嗟さには、龍りゆう二じにも何がなんだかわからなかった。榎えの木きに連れられ、龍りゆう二じはまるで家から追い出されるかのように車の中へと戻もどっていった。閉め切られていた車内は、まるでオーブンのように暑かった。

「お嬢じよう様さま、なんだかとても楽しそうでしたね。あなた本当に、ただの友達のお兄さんなのかしら」

　龍りゆう二じが車の窓を開けると、車の側そばに佇たたずんでいた榎えの木きが遠い目をして言った。まるで龍りゆう二じのことを訝いぶかしんでいるかのようであったが、実際は違ちがったらしい。続けて榎えの木きは龍りゆう二じに向かってこう語った。

「愛が足りないのよ、あの子たち。だから愛あい想そが足りなくて、愛あい想そを尽つかされて、その悪あく循じゆん環かん。苦労するわね、これからずっと」

「……ひでぇ話だな」

「だから、たまには遊びに来てあげてくれないかしら。あなたの顔は覚えたから、次からは顔パスよ。それに私も、あなたのことには興味があるし」

　突とつ然ぜん、榎えの木きの小さな顔が龍りゆう二じの眼前に迫せまった。背せ伸のびをして、窓から頭を突つき入いれてきたのだ。そして驚おどろく龍りゆう二じの表情をまじまじ見つめると、小さく笑ってこう言った。

「お嬢じよう様さまの言ってた通り。それでは、お気をつけて」

　榎えの木きは身を引き、龍りゆう二じがここにやってきたときと同じように門の扉とびらを開いた。龍りゆう二じは呆あつ気けに取とられつつ、エンジンに火を入れて車を進ませた。門を出ると、榎えの木きは深々と頭を下げ、すぐにまた扉とびらを閉ざした。

　龍りゆう二じには、このまま飛行場に帰るべきだとは思えなかった。とはいえ八や千ち代よたちを説得すべきとも思えず、気付けば近くのコンビニへ車を停とめて呆ぼう然ぜんとしていた。

「なんだかな……」

　ハンドルへ覆おおい被かぶさるように突つっ伏ぷし、深々と溜ため息いきを吐つく。頭をよぎるのは、八や千ち代よの言葉と樹じゆ理りの顔。身につまされるような、悲痛な泣き顔。

　どうして樹じゆ理りは、俺なんかに。樹じゆ理りにとって、俺は一体どういう存在なのだろうか。頼たよりたいと思えるような相手なのだろうか。力になりたいと思えるような相手なのだろうか。兄きよう妹だいと思えるような相手なのだろうか。答えのない問いが、龍りゆう二じの頭を巡めぐった。

　龍りゆう二じと樹じゆ理りの人生が交わったのは、ほんの一いつ瞬しゆんのことだ。たった一度、たった半年だけ近くで時間を過ごしたことがあるだけであった。罪悪感を覚えて、小さかった樹じゆ理りに一方的な情けをかけたことがあるだけであった。

　一体それが、樹じゆ理りにとってどんな意味を持っていたのか。突とつ然ぜん現れた腹はら違ちがいの兄貴のことを、樹じゆ理りはどう思っていたのか。去っていった俺のことを、一体どう思っていたのだろうか。

　そのとき、龍りゆう二じのスマホが短く鳴った。戻もどりの遅おそい龍りゆう二じのことを心配した高たか嶋しまからの連れん絡らくだ。長文のメッセージの最後には、こんな言葉が加えられていた。

『──それから、樹じゆ理りちゃんも君のことを心配してる。自分のせいだからって、正直痛々しすぎて見ていられない。早く帰ってきてよ。樹じゆ理りちゃんのためにも』

「……考えてるだけじゃ、前には進めないか」

　スマホを握にぎり締しめて、龍りゆう二じは呟つぶやいた。こんなところで一人で悩なやんでいても、答えは見つからない。それだけははっきりしている。龍りゆう二じは車のエンジンを掛かけ直し、ギアをリバースへ叩たたき込んだ。樹じゆ理りの顔が、再び脳のう裏りに浮うかんだ。

　唯ゆい一いつの、血を分けた兄きよう妹だい。同じ人間に苦しめられて、同じように運命を呪のろった肉親。苦痛の中で出会い、一度は見捨てた妹。どうにかしてやりたいと思うのは、果たして今いま更さらなのだろうか。それともずっと、自分の心の奥に眠ねむっていたものなのだろうか。

「はっきりさせよう、まずはそこからだ」

　駐ちゆう車しや場じようを飛び出し、ギアをドライブ。アクセル全開。目指すのは、飛行場ではない。戻もどる前に一つ、確かめなければならないものがある。思い返されるのは、八や千ち代よの最後の発言だ。

『──ジュリちゃんがなんで家出なんかしてるのかも、考えてみてよ』










　飛行場の真ん中で、樹じゆ理りは一人立たち尽つくしていた。背後の格納庫からは轟とどろきや井いの上うえが慌あわただしく訓練装置を修理する音が聞こえていたが、それ以外はどこもかしこも静まり返っていた。重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよい、飛行場はすっかり活気を失っていた。

「ちくしょう……」

　激しい後こう悔かいと罪悪感が押おし寄よせ、樹じゆ理りは胸にズキズキとした痛みを覚えた。まるでそこに心を司つかさどる内臓があって、大き過ぎる感情に破は裂れつしかけているかのようであった。

　また、失敗だ。また、台無しだ。親友が楽しみにしていたものを、兄が魂たましい込こめて取り組んでいたものを、メチャクチャにしてしまった。自分の不ふ甲が斐いなさが気に入らないというだけの理由で、台無しにしてしまった。

「ちくしょう……！」

　時間を巻まき戻もどせるなら、巻まき戻もどしたい。全てをやり直せるなら、やり直したい。拳こぶしを固く握にぎり締しめながら、樹じゆ理りは思った。心の底から本気でそう思ったのは、これで人生二度目であった。兄に見限られたあの瞬しゆん間かんに次いで、二度目のことであった。

「これじゃあまた、繰くり返かえしになっちまうじゃねーかよ……！」

　最も早はや涙なみだも涸かれていた。もしかするとこのまま龍りゆう二じも戻もどってこないのではないか。わけもなくそんな恐きよう怖ふが心に立ち込め、樹じゆ理りは震ふるえていた。

　そのときふと、頭に照り付けていた太陽の熱さが和やわらいだ。振ふり向むくと、いつの間にか背後に現れた高たか嶋しまが日ひ傘がさを差し出していた。反対の手にスマホを握にぎり締しめ、高たか嶋しまは酷ひどく心配そうな表情を浮うかべていた。

「……見てられないよ、君たち二人は」

「……ほっといてくれ。アンタには関係ないだろ」

「だといいんだけどね。まるっきり無関係なら。でも、君たちは僕の親友とその妹だ」

　高たか嶋しまはそう言って、樹じゆ理りの横へ並んで立った。樹じゆ理りは少し身構えたが、高たか嶋しまは何をするでもなく黙だまって日ひ傘がさを差し出すだけだった。樹じゆ理りは恐おそる恐おそるその日ひ傘がさを受け取り、蚊かの鳴くような声で感謝の言葉を口にした。

「気が済んだら中へ戻もどっておいで。あんまり炎えん天てん下かにいるのは体によくないよ」

「……怒おこってないのか、オレのしたことに」

「さあ、どうだろうね。僕にもよくわからないや。だって、実害を受けたのは僕じゃないもの。でも、悲しいとは思ったかな。あの実験は龍りゆう二じが本気で取り組んでたことだから」

「そうか……」

　高たか嶋しまの言葉に、樹じゆ理りの胸がまたズキリと痛んだ。消えてしまいたいかのような気分だった。するとそれに気付いたのか、高たか嶋しまは続けてこんなことを言った。

「だから龍りゆう二じが戻もどってきたら、また協力してあげてよ。どういう形になるのかわからないけど、とにかく僕たちだけじゃ実験はできない。君たちの協力が絶対に必要なんだ。だからとにかく、諦あきらめないでほしい」

「……バカ兄貴は、本当に戻もどってくるのか？　嫌いやになって、どこかに消えちまったりしないのか？」

「戻もどってくる。当たり前だよ。だって龍りゆう二じはまだ絶対諦あきらめてないし、樹じゆ理りちゃんだってここにいるんだもん」

　高たか嶋しまの声は明るかった。樹じゆ理りを無理に元気付けようとしているというより、心からそう信じてやまないといった雰ふん囲い気きであった。しかし樹じゆ理りは、自分の心配が合理性のないものと気付きつつも、なお強い不安を感じていた。

「でもよかったよ。それを気にするのなら、たとえ龍りゆう二じが八や千ち代よちゃんたちを連つれ戻もどせなくても実験を続けられそうだ」

「……オレに二人の代わりをしろと？」

「そうだよ。きっと大だい丈じよう夫ぶ。それに樹じゆ理りちゃんも、内心自分が力になりたいと思ってるでしょ？」

「……」

　樹じゆ理りは何も答えなかった。少し気き恥はずかしさを感じたからであった。つくづく自分は勝手な人間だな、と樹じゆ理りは思った。そしてまた少し自じ己こ嫌けん悪おを覚え、目を伏ふせた。

「……もう少しだけ、一人にさせておいてくれ。すぐに格納庫に戻もどるから」

「わかった。じゃあ僕は先に戻もどるよ。最後に一つだけ、樹じゆ理りちゃんに聞いたら」

　高たか嶋しまはそう言うと、真しん剣けんそうな面おも持もちで樹じゆ理りに真まっ直すぐ視線を向けた。そして樹じゆ理りから少しだけ距きよ離りを取り、静かな声こわ音ねでこう尋たずねた。

「ドローンの一件のあと、樹じゆ理りちゃんはどうしてここに戻もどってきたんだい？」

「……オレには、帰る場所がないんだ。クソ兄貴みたいな覚かく悟ごも勇気もないから、オレは地じ獄ごくの真ん中で何一つ変えられないんだ」

　樹じゆ理りは答えた。高たか嶋しまが予想していた通り、すぐに意味のわかるような答えではなかった。ただ決してくだらない理由ではないということだけは、高たか嶋しまにもしっかり伝わっていた。










　龍りゆう二じは記き憶おくを頼たよりに住宅街をひた走り、古アパートの脇わきへ車を停とめた。二階を見上げれば、一人の白人女性が生気の感じられない表情で遠くを見つめていた。まるで誰だれかの帰りを待ちわびているかのようであった。龍りゆう二じは車を降り、ギシギシと軋きしむ外階段を登っていった。

　龍りゆう二じは心しん拍ぱく数すうが跳はね上あがっていくのを感じた。そしてノックも無しに、二〇一号室、表札のない一室の扉とびらを開いた。

　それは樹じゆ理りの家であった。音に気付いたのだろう、窓の桟さんに寄りかかっていた白人女性──つまり樹じゆ理りの母親は玄げん関かんの方を振ふり向むき、声にならない悲鳴を上げた。そしてずかずかと上がりこんできた見知らぬ男に対し、甲かん高だかい声で何やら叫さけんだ。

　龍りゆう二じにはその言葉が全くわからなかった。喉のどを震ふるわせるような独特の発声は、耳覚えのあるどの言語のものとも異なっていた。龍りゆう二じが近付くと、樹じゆ理りの母はすっかり怯おびえた様子で窓の下にへたり込んだ。その様子を少し哀あわれに思いつつ、龍りゆう二じは言った。

「突とつ然ぜんすまないな。アンタには別に何もしないから、安心してくれ」

　言葉が通じるとは期待していなかった。多少なり、声のトーンや雰ふん囲い気きで害がないことが伝われば御おんの字じだと思っていた。実際、狙ねらい通りの効果があったのかどうかはわからなかった。ただ、樹じゆ理りの母親はやたらと騒さわぎまくったりもしなかった。

　樹じゆ理りの母親は震ふるえながら龍りゆう二じのことを見上げていた。こうして近くで見るのは龍りゆう二じにとっても初めてのことだった。驚おどろくくらいに、その顔つきが樹じゆ理りと似ていた。

「少し確かめたいことがあるんだ。アイツをこの家から追い出したものが、一体何だったのか」

　龍りゆう二じは部屋を見回した。散らかりきった八畳じようワンルームで、手がかりを見つけることはそう難しいことではなかった。

　男物の衣類に、酒の空あき瓶びん、タバコの吸すい殻がら──どれもが少しずつ、見覚えのあるものだった。子供の頃ころ、自分の家でもよく目にしたものだった。龍りゆう二じの心には悔くやしさが込こみ上あげ、固く握にぎり締しめすぎた拳こぶしからは血まで流れていた。




　父親が、戻もどってきた。全ての苦痛の元げん凶きようが、この家に。




「消えたんじゃねえのか、あの野や郎ろう……！　今になってまた、戻もどってきやがったのか……！」

　龍りゆう二じは自分を見失いかけた。あまりにも強い怒いかりに駆かられ、気付けば渾こん身しんの力で部屋の壁かべを殴なぐりつけていた。砂すな壁かべが無残に崩くずれ、足元にバラバラと散らばった。

[image: ]

　だから樹じゆ理りは、家出なんかしたんだ。行く当てなんてどこにもなかったのに、親おや父じがここに戻もどってきたから、逃にげるしかなかったんだ。

「こんなのってアリかよ……今になってもまだ、俺たちのことを苦しめようっていうのかよ……！」

　龍りゆう二じの目からは涙なみだが溢あふれた。崩くずれた壁かべにもたれかかり、動くこともできなかった。突とつ然ぜんの出来事に、樹じゆ理りの母は声を上げることもできずにオロオロとしていた。そんな母親のことさえ、龍りゆう二じは恨うらめしく思った。

「元はと言えば全て俺のせいだ。それはわかってる。でもアンタはアイツの母親だろ？　守ってやるのが親の務めじゃねえのかよ……！」

　無論、そんな言葉も通じはしない。龍りゆう二じに睨にらみつけられたことで、樹じゆ理りの母親は殊こと更さら身を固くしていた。期待などできはしないのだな、と龍りゆう二じは思った。それから用事は済んだ、とも。龍りゆう二じはなけなしの気合いを振ふり絞しぼって床ゆかを踏ふみ締しめ、樹じゆ理りの母親に向かって最後にこう告げた。

「なら俺が、アイツのことを守ってやる。俺はアイツの兄貴だ。このクソみたいな世界で唯ゆい一いつの、アイツの兄きよう妹だいなんだから」










　龍りゆう二じが飛行場に戻もどったとき、最初に龍りゆう二じの異変に気付いたのは高たか嶋しまであった。バンから降りる龍りゆう二じを見るなり、高たか嶋しまは真っ先に駆かけ寄よってこう尋たずねた。

「龍りゆう二じ、二人は？　八や千ち代よちゃんと玲れ奈なちゃんは一いつ緒しよじゃないのかい？」

　龍りゆう二じは何も言わずに首を振ふって、そんな高たか嶋しまを押おし退のけた。最も早はや二人のことなどどうでもいい。そういう意志は、たったそれだけでも充じゆう分ぶんに高たか嶋しまへ伝わった。

　龍りゆう二じは真まっ直すぐに歩いていった。格納庫の中、居場所を失ってしまったかのようにぽつんと立たち尽つくす樹じゆ理りの元へ。側そばでは轟とどろきを主しゆ軸じくに他大学の学生や井いの上うえも集まり、壊こわれたロデオマシンの修復が行われていた。

　背を向けていた樹じゆ理りは、龍りゆう二じが近付いてくることにすぐには気付かなかった。まず井いの上うえが気付いて、井いの上うえから声をかけられた轟とどろきが気付いて、隣となりで作業をしていた大おお瀧たき准教授も龍りゆう二じの方へ目を向けた。それからようやく、皆みなの動どう揺ように気付いた樹じゆ理りも振ふり向むこうとした。ただそれよりも一いつ瞬しゆん早く、龍りゆう二じの腕うでが背後から樹じゆ理りを抱だき締しめた。

「……お前に任せるよ、この実験。だからお前のことは、この俺に全部任せてくれ」

「アニキ……？」

　樹じゆ理りにはなんのことやらわからなかった。他の皆みなの視線は全て、龍りゆう二じの異変、真っ赤に泣なき腫はらした龍りゆう二じの目元に向けられていた。龍りゆう二じを知る者にとって、それはあまりにも異様な光景であった。気付かぬ者はただ一人、龍りゆう二じに頰ほおを押し付けられたせいで首すら回すことのできない樹じゆ理りだけだった。

　だが樹じゆ理りは気にもならなかった。この瞬しゆん間かん、龍りゆう二じにきつく抱だき締しめられて、樹じゆ理りは言葉にできないような深い安あん堵ど感かんを覚えていた。まるで自分の中のわだかまりが全て、雪解けのように流れ去っていくかのようであった。














第九章









　夏が始まって、間もなく一ヶ月。見送りとしては、少し寂さびしい人出であった。龍りゆう二じの他には、轟とどろきと井いの上うえ、その他縁えんのある大学生が数人。見送られる人数の方が多いくらいであった。

　昨夜の大だい宴えん会かいを考えれば、無理もない。バンの荷室いっぱいに買い込んだビールが残らず空になるほどの狂きよう宴えんは、大学生も社会人も関係なく、例外的にアルコールに強い数人を残してほぼ全員をノックアウトしてしまっていた。

「大おお瀧たきさん、気をつけてくださいね。長時間の運転になりますから」

　轟とどろきは言った。その言葉に、先頭の一台の運転席に収まった大おお瀧たき准教授は既すでに疲つかれたような顔を返して言った。

「まさかウチの学生がこんなに弱いだなんてね……ま、せいぜいゆっくり帰るよ」

　朝の気温には少し涼すずしさを感じるくらいになっていた。そして秋の気配の訪おとずれとともに、大おお瀧たき准教授を筆頭とするＵＣ大学の一団は帰投の時を迎むかえていた。つまり昨晩の宴えん会かいとは、龍りゆう二じが心ばかりにと催もよおした大おお瀧たき准教授の送別会なのであった。

「毎年のことながら、こうやって去っていくのはなんとも惜おしいね。私はここの雰ふん囲い気きが大好きなんだ。同じ分野の研究者が集まって、昼夜を問わずに実験や議論に勤いそしんで、これこそまさに青春だ」

「青春って……いい歳としこいて何言ってんだか」

「そういう井いの上うえくんも、内心気持ちは同じだろう？　なけなしの有給を費ついやしてこうしてここに戻もどってきてしまうのは、この空気を心の底から愛しているからだ。違ちがうかね？」

　大おお瀧たき准教授は言った。図星だからか、井いの上うえは何も言い返せなかった。それから准教授は龍りゆう二じに視線を移し、割り切ったような笑え顔がおを向けてこう告げた。

「さよならだ、龍りゆう二じくん。今年もありがとう。おかげでウチは楽しい時間を過ごせたよ」

「こちらこそ。トラブルばっかで散々世話かけましたね、大おお瀧たきさん。悔くいは残しちゃいませんか？」

「そうだな……心残りがあるとすれば、君の研究だ。君の夢が空を舞まうところをこの目で見られればと思っていたんだが、いやはや、科学の道とは険しいものだ。でも龍りゆう二じくん、諦あきらめるんじゃないぞ」

「そのつもりは毛頭ありませんよ。なんとか成功させて学会にも出しますから、楽しみにしててください」

「うむ、楽しみにしている。ではまた会おう」

　そうして大おお瀧たき准教授は、車列を率いて行ってしまった。見送りの集団はまばらに手を振ふり、一人、また一人と自分の拠きよ点てんへと戻もどっていった。その情景に、龍りゆう二じは夏の終わりを強く感じていた。

「あの巨きよ漢かんがいなくなったら、ここもちっとばかし寂さびしくなっちまうな。ま、だから何って話だがよ」

　龍りゆう二じの横で、独り言のように井いの上うえが言った。既すでに飛行場に立っているのは龍りゆう二じと井いの上うえだけになっていた。低く輝かがやく朝日は斜ななめに光線を投げかけ、二人の足元から長い影かげが伸のびていた。龍りゆう二じはチャンスだと思い、同じく去っていこうとした井いの上うえを呼び止めた。

「ちょっといいか」

「ん？　なんだよ突とつ然ぜん」

「お前はまだしばらく、ここにいるんだよな？」

「そのつもりだが……」

　井いの上うえは怪け訝げんそうな顔をした。なんとなく、尋じん常じようならざる気配を感じ取っていたからだ。龍りゆう二じは努めて平静を装よそおっていたが、決意に満ちた雰ふん囲い気きは隠かくしきれていなかった。

「少し、頼たのまれてほしいことがある」

「……厄やつ介かい事ごとか？」

　井いの上うえの問いかけに、龍りゆう二じは頷うなずく。周囲には聞き耳を立てる人間もいない。井いの上うえは軽く視線を巡めぐらせてそれを確かく認にんし、呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「自分の仲間に聞かせられねえようなことを俺にやらせるんじゃねえよ……」

「適材適所ってやつだよ。俺やアンタと違ちがって、アイツらは真面目過ぎるから」

「言うじゃねえか。それでお前、何が望みだ？」

「……居場所を突つき止とめてほしい人間がいる。方法は問わない」

　龍りゆう二じは言った。井いの上うえにとっては、驚おどろくような発言ではなかった。

「俺の大事な実験機をまた飛ばせってか？　ガキのおもちゃじゃねえんだぞ？」

「似たようなもんだろ。お前の研究はただの趣しゆ味みなんだから」

「おい、いくらなんでもそれは言葉が過ぎるぞ。俺はこれでも真しん剣けんにやってるんだからよ」

「なら、襟えりは正すべきだろ。昨晩帳ちよう簿ぼを調べてみたんだが、どうやらもう何年もこの飛行場の利用料を踏ふみ倒たおしてるみたいじゃないか」

「ぐっ、そ、それは……」

　井いの上うえは返答に詰つまった。龍りゆう二じの指し摘てきは事実であった。そしてそんな井いの上うえの反応を待ってましたとばかりに、龍りゆう二じは続けた。

「取引だ。アンタの借金、俺がチャラにしてやる。今年の利用料もタダにしてやってもいい。どうだ、悪い話じゃないだろ？」

「クソ、足元見やがって……！」

「それに目的がなんであれ、お前は機体を飛ばせばデータが取れるんだ。損にはならない。やってくれるな？」

「……っ、わかったよ！　できる限りは協力してやる」

　悔くやしそうに龍りゆう二じの顔を睨にらみながら、井いの上うえは言った。龍りゆう二じは相変わらず平然としていたが、内心は言葉にならないくらいホッとしていた。有利な立場と強気の態度でなんとか押し切ることができたが、歳としでいえば井いの上うえの方がいくらも上であった。

「それでお前、一体誰だれを探してるんだ？」

「言いにくい話だが、俺の父親だ。顔写真はないが、出入りしそうな場所はわかってる」

「ふーん、父親ねえ……」

　龍りゆう二じはスマホを取り出し、捜そう索さくの手がかりとなる場所、樹じゆ理りの自宅の位置を地図アプリに示して井いの上うえに送った。井いの上うえは地図と航空写真でその現場を簡単に確かく認にんし、続けて龍りゆう二じにこう言った。

「お前に似た人間がここに出入りしていたら、そいつがその父親ってわけだな？」

「そうだ。理解が早くて助かるよ」

「しかしどうにも、穏おだやかな話じゃねえな。自分の父親をこんな風にこっそり見つけようだなんて。詳くわしく聞くつもりはないが、一体何をしている人間なんだ？」

「逃とう亡ぼう犯はん。有あり体ていに言えば、そんなところだ」

　流石さすがに今度の言葉は、井いの上うえを驚おどろかせるにも充じゆう分ぶんであった。井いの上うえはぎょっと目を見張り、改めて龍りゆう二じの顔に怪け訝げんそうな視線を向けた。

「もっとも、噂うわさ話ばなしではあるんだが。何年か前に飲み屋で喧けん嘩かして、酔よった勢いで相手を殺しちまったらしい。それで行ゆく方えをくらまして、今じゃどこに隠かくれてるんだかわからない」

「……穏おだやかじゃねえな」

「とにかく、隠かくれ家がを突つき止とめるだけでいい。それ以上は何一つ求めない。それからくれぐれも、この話は内ない緒しよにしていてくれ」

「頼たのまれなくても、好き好んで世間話のネタになんかしやしねえよ。しかし秘密にしたいなら、どうして俺を巻き込むんだ？　自分で張はり込んでも目的は果たせるだろ？」

　井いの上うえの問いかけに、龍りゆう二じはすぐには答えなかった。龍りゆう二じは首を捻ひねり、後方にそびえる格納庫へ視線を向けて静かに言った。

「夏が終わる前に、決着をつけたい。体が一つじゃ、どうしても足りないんだよ」

　その言葉の意味するところは、井いの上うえにもすぐにわかった。自分勝手だな、とは思ったが、咎とがめようという気持ちにはならなかった。

「……上う手まくいくといいな。お前の実験。ホント、諦あきらめるんじゃねえぞ」

「なんとかなるさ。轟とどろきさんも、もうしばらくいてくれるらしいしな」

　龍りゆう二じはそう言って、覚かく悟ごを決めたように深く息を吐はいた。










　これで、布ふ陣じんは整った。それから数日の間、龍りゆう二じは昼夜を問わずプログラミングに勤いそしみ、ＥＬＹＴＲＯＮの学習エンジンを書き直した。

　唯ゆい一いつの希望は、轟とどろきのアドバイスにあった〝学習結果の流用〟──誰だれかの訓練成果を心情推論の下地に使い、初期の学習をショートカットする手法。轟とどろきの支し援えんを受けられたことで、実装自体はそう難しいことではなかった。ただ、効果の保証はどこにもなかった。

『神のみぞ知るところだよ、龍りゆう二じ。ＡＩ自体が予測困難なものなのに、君はその上に人間の心情を扱あつかおうとしているんだから』

　轟とどろきは言った。しかし龍りゆう二じは心のどこかで、確信めいた勝算を抱いだいていた。

　少なくとも、下地のアテはある──龍りゆう二じはどこか盲もう目もく的てきだった。そしてビールの代わりにコーヒーとエナジードリンクの空あき缶かんの山を作り、仕事を成なし遂とげた。流用元に選んだのは、他でもない、自分の学習結果であった。

「俺の人生と、アイツの人生──どこかで交わっているんなら、証明してくれ。無関係じゃいられないって、兄きよう妹だいだってことを」

　祈いのりというよりは、挑ちよう戦せん。神のみぞ知るというのなら、その神に対する挑ちよう戦せんだ。ただ、このときの龍りゆう二じは気付いていなかった。喧けん嘩か騒さわぎの末、龍りゆう二じに抱だき締しめられたことによって樹じゆ理りに生じた心情の変化に。予期せぬ安あん寧ねいに。

　全てはようやく繫つながり、回り始めていた。苦痛の果てに狂くるった歯車が遂ついに嚙かみ合あい、残り僅わずかな時間の中で、結末に向けて一気に動き出していた。










「ほ、ホントにオレなんかが触さわっていいのか……？」

　というのは、復活したロデオマシンを前にした樹じゆ理りのセリフであった。樹じゆ理りは少し怯おびえたような様子でマシンと微び妙みような距きよ離りを取り、周囲を慌あわただしく動き回る龍りゆう二じたちにキョロキョロと視線を向けていた。

　あまり樹じゆ理りらしくない雰ふん囲い気きであった。腰こしが引け、胸むな元もとにはぎゅっとヘッドセットを抱かかえ、眉まゆは八の字。誰だれからも返答がなかったので、樹じゆ理りは無意識に下した唇くちびるを嚙かんでモジモジと身を捩よじっていた。

「むぅ……」

　ロデオマシンの修理は、必要最低限だった。歪ゆがんだフレームにはそのままの箇か所しよもあり、部品の一部はダクトテープで強ごう引いんに留とめられていた。無論、それで稼か働どうに問題がないことは確かく認にん済みであった。しかしそういう技術的なことがわからない樹じゆ理りにとっては、酷ひどく不完全で痛々しい様子に見えていたのであった。

「な、なぁ、ホントにいいのか？　また壊こわしちまったりしても、オレ責任取れねーし……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ樹じゆ理りちゃん。外観はこんなでも、機能的には問題ない。だから安心して実験に集中しよう。ね？」

　高たか嶋しまは作業の手を止めてにこやかにそう答え、それから龍りゆう二じにジトッとした視線を向けた。本来なら龍りゆう二じが宥なだめてやらなきゃダメだろう。と、視線はハッキリそう告げていた。一方で龍りゆう二じはというと、樹じゆ理りと高たか嶋しまのどちらの様子にも全く気付かぬ様子でパソコンの画面に集中していた。

「……、ちょっと待てよ？　ここはもしかして……ああいや、大だい丈じよう夫ぶか……」

「……はぁ」

　高たか嶋しまは少し呆あきれていた。ただ同時に、それが龍りゆう二じの本気の表れなのであるということは理解していた。ここ数日ほとんど寝ねていないせいか、龍りゆう二じの目の下にはハッキリと隈くまが現れ、顔色も死人のように青白くなっていた。

「龍りゆう二じ、こっちは始めちゃって大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ん？　あ、ああ、問題ない」

「了りよう解かい。それじゃあ樹じゆ理りちゃん、準備しようか」

　高たか嶋しまはそう言うと、一いつ旦たんヘッドセットを預かって樹じゆ理りをロデオマシンに登らせた。樹じゆ理りはほっそりとした太ももで車体を挟はさみ、凹へこんだダミータンクを心配そうに指先で撫なでた。龍りゆう二じはその様子に一いつ瞬しゆんチラリと視線を向け、新作の訓練プログラムを起動した。

「よしよし……そしたら高たか嶋しま、ヘッドセットを頼たのむ。少しだけ事前説明をしなきゃならない」

「はいはい。そしたらついでにお兄さんっぽいことも言ってあげな」

　高たか嶋しまはそんな風に返しながら、樹じゆ理りの手元にヘッドセットを戻もどし、装着するよう指示した。いよいよ訓練開始。その雰ふん囲い気きに、樹じゆ理りは緊きん張ちようしたように顔を強こわ張ばらせた。

　ＶＲゴーグルの内側は、海の底のように真っ暗だった。やがてそこに、一点の光が灯ともった。三次元の仮想世界。その光は一いつ瞬しゆんにして視界の全てを覆おおい尽つくし、いつも通りの殺風景な飛行場が目の前に広がった。

『……あー、あー、樹じゆ理り、聞こえるか？』

「聞こえてる」

『よしよし、生体センサーの方も大だい丈じよう夫ぶそうだな……少し緊きん張ちようしてるか？』

「少しな。不安なんだ、どうにも」

『上う手まくできないかもしれないから、か？』

「だって、オレの中では何も変わってない。アニキ、本当にオレでいいのか？」

『ああ、俺はお前に賭かけるよ。それに乗り手を選ぶようじゃ、俺の研究は完成したとはいえないしな』

　龍りゆう二じの声は、いつもと少し違ちがっていた。どこか柔やわらかさを感じる響ひびきが、無機質なデジタル空間の中、樹じゆ理りにとってはちょっとばかり気味が悪いようにさえ感じられた。

「なら頼たのむから、失敗したとしてもオレのせいにはしないでくれよ」

『んなこと心配すんなって』

　龍りゆう二じは言った。それから数すう瞬しゆんして、樹じゆ理りの跨またがるＣＧの機体はプロペラを回転させ始めた。実物から録音したエンジン音は、うるささも含ふくめて意外なほどリアルだった。

『それじゃあ、始めよう。やることはいつもと同じだ。まずは何も心配せず、いつも通り失敗すればいい。お前が気負う必要なんてどこにもないんだ。ただ……』

「ただ？」

『……なあ樹じゆ理り、お前は自由になれたら何がしたい？　どんな悩なやみや苦しみからも解放されて、自分の背中に自由の翼つばさが生えたら、お前はどこに行きたい？　自由な大空に、お前は何を描えがきたい？』

「な、なんだよその質問……意味わかんねーよ」

『大事なことなんだ。だってお前は、ただ空を飛ぶわけじゃない。自由に、思い通りに飛び回るんだ。それがどんなものになるのか、お前の中でも少し思いを馳はせてほしいんだ』

「そんなこと言われても、オレにはよくわかんねーよ。自由になったことなんて、一度だってないんだから」

　樹じゆ理りは視線を落とした。自分の手を見つめたつもりだが、シミュレーションの世界に自分の体は描びよう画がされていなかった。まっさらで傷のないダミータンクの表面が、わざとらしく振しん動どうしながら周囲の風景を淡あわく反射させていた。

『ならこれが、初めての自由だ。だから樹じゆ理り、腐くさるんじゃないぞ』

「うん……」

　樹じゆ理りにとっても、龍りゆう二じの言葉の意味は半分もわからなかった。励はげまされたような、余計に不安にさせられたような、微び妙みような心境だった。ただ、『初めての自由』。その言葉だけが、やたらと耳に残った。

（自由、か……）

　それがどんなものなのかは、わからない。樹じゆ理りはハンドルに手を伸のばし、息を吐はいた。だって今までの自分は、自分勝手だっただけだ。ゴーグル内に『訓練開始』の表示が浮うかんで、樹じゆ理りは心を決めた。

　ロデオマシンの動きは、相変わらず容よう赦しやがなかった。高たか嶋しまの言葉に噓うそはなく、前と何ら変わるところはなかった。相変わらず、まるで手負いの野や獣じゆうに跨またがっているかのようにすら感じられた。

「くそ……っ」

　樹じゆ理りは必死にしがみついた。上下左右に激しく揺ゆれるマシンの上で、振ふり落おとされまいと必死に食らいつき続けた。上う手まくやろうなどという気は、そもそも起こらない。へばりついているだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　これじゃあまるで、前と同じ。また失敗の、繰くり返かえし。龍りゆう二じはそれでいいと言ったが、樹じゆ理りの心は違ちがっていた。

　脳のう裏りには、龍りゆう二じの姿が浮うかんで消えた。戻もどってきたはずの龍りゆう二じが、かつてと同じように消えてしまった。自由への扉とびらが、再び開くことなく消えてしまった。そんなことは、繰くり返かえしてはならなかった。

「違ちがう、違ちがう、そうじゃない……っ！　言うことを、聞きやがれ……！」

　樹じゆ理りは念じるように叫さけんだ。違ちがう。そうじゃない。こんな動きは、自分の望みとは全く違ちがう。オレは今、前に進みたい。大空へ舞まい上あがって、のびのびとこの世界を飛び回りたい。そして刹せつ那なの瞬しゆん間かんに、樹じゆ理りは気付いたような気がした。

　今まで諦あきらめていたもの、諦あきらめていた自由、呪のろいのような苦痛から解放されたあとの世界が、どれほど素す晴ばらしいものなのか。そこに自分は、どんな夢を描えがきたいと想おもうようになるのか。自分の人生にかけられた呪のろいが解けたら、自分の未来に、もっと言えば自分と兄の未来に、どんな道が開けるのかを。

　扉とびらを開けて、前に進む。勇気と覚かく悟ごを持って、自分は変わる。遠く幻げん影えい世界の遥はるか彼方かなたに、樹じゆ理りはもう一度龍りゆう二じの姿を見た。

「そうだ、オレは、オレは……！」

　樹じゆ理りは明確に感じ取った。ロデオマシンの激しい動きが、その周期を徐じよ々じよに延のばし始めていることに。乱雑な揺よう動どうが、徐じよ々じよに連続性を持ち始めたことに。快よい。悪い。快よい。悪い。快よい。それぞれの動きに対する自分の感情もまた、切れ味を増すように明確になっている──

　だが次の瞬しゆん間かん、シミュレータは突とつ然ぜん動きを止めた。ゴーグルに映し出されていた光景は初期化され、ロデオマシンは中立状態へ戻もどった。変化の兆きざしを見て取った龍りゆう二じが、咄とつ嗟さに訓練を止めたのであった。

「な、何すんだよアニキ！　もうちょっとだったのに！」

　身を起こして、樹じゆ理りは怒ど鳴なった。ゴーグルを脱ぬぐことも忘れていた。だから自分が平へい衡こう感覚を完全に喪そう失しつしていることにも、今まさにロデオマシンから転げ落ちようとしていることにも、更さらにはそれを止める筋力も体力も全く残っていないことにも気付いていなかった。

　龍りゆう二じは弾はじかれたように立ち上がり、暴風のような勢いで樹じゆ理りに駆かけ寄よって崩くずれ落おちる体を抱だき止とめた。樹じゆ理りは服が透すけるほど汗あせぐっしょりで、過呼吸になりかねないほど激しく息をしていた。

「没ぼつ入にゆうし過ぎだ、樹じゆ理り」

「な、何だよチクショウ、そういうことかよ……す、すまねーな、アニキ」

「どうだ、何か摑つかめたか？」

「た、多分。少しだけ、わかったような気がしたよ」

「ならよかった。データも悪くはなかったぞ」

　樹じゆ理りは脱だつ力りよくしきって、龍りゆう二じの腕うでに完全に体を預けていた。ふと龍りゆう二じの顔を見上げると、樹じゆ理りの目には優やさしく微ほほ笑えんでいるかのように見えた。瞬しゆん間かん、樹じゆ理りは自分の顔がにわかに熱くなっていくのを感じた。そして不思議な恥はずかしさが、樹じゆ理りの心に込こみ上あげてきた。

「も、もういいぜアニキ！　オレは大だい丈じよう夫ぶだから、続きをやろう！」

　樹じゆ理りは慌あわてたように言った。だが龍りゆう二じは樹じゆ理りの体を放さなかった。まだ立ち上がれそうにもなかったからだ。龍りゆう二じは樹じゆ理りを抱かかえ上あげて長なが椅い子すに寝ねかせ、宥なだめるように言った。

「ま、そんなに焦あせんなよ。少し休きゆう憩けいして、もう一回。まだ先は長いぞ」

　龍りゆう二じはわかっていた。まだ所しよ詮せん入口に立っただけだ。学習を完かん了りようさせるには、まだ何日もかかるだろう。しかし樹じゆ理りは入口に立ったのだ。あとは真まっ直すぐ進むだけ。龍りゆう二じはそれが嬉うれしかった。

「徹てつ夜やした甲か斐いがあった。流石さすがは俺の妹だ」

　龍りゆう二じはそう言って、汗あせに濡ぬれそぼった樹じゆ理りの額を柔やわらかに撫なでた。樹じゆ理りは照れたように結んだ唇くちびるをムニムニと動かしていた。










　そして龍りゆう二じと樹じゆ理りは、その何日という訓練の時間を重ねていった。『先は長い』という龍りゆう二じの見立ては決して外れたものではなく、ＥＬＹＴＲＯＮの学習はなおも一筋縄ではいかなかった。

　行ったり来たり、上う手まくできたりできなかったり。進しん捗ちよくはシミュレーションごとにまちまちだった。しかし樹じゆ理りにも龍りゆう二じにも諦あきらめるという選せん択たく肢しはなかった。その雰ふん囲い気きにはどこか鬼き気き迫せまるものがあった。まるで、情熱の炎ほのおで人生の一いつ瞬しゆんを燃やしつくそうとしているかのようであった。

　果たして、そんな情熱が功を奏したのか、あるいは学習エンジンの改造が効いたのか、樹じゆ理りの心の変化が原動力となったのか。真の要因は誰だれにもわからない。しかし樹じゆ理りは訓練を、ＥＬＹＴＲＯＮの学習をやり遂とげたのであった。










　樹じゆ理りの目前には、目に染しみるほどの鮮あざやかな青色が広がっていた。電子演算が描えがき出だす、最高彩さい度どの青空だ。樹じゆ理りはその大空を、一いち迅じんの光となって駆かけ抜ぬけていた。

「──っしゃあ！　アニキ、チャレンジをくれ！」

『おいおい、あんまり調子に乗りすぎるなよ』

　龍りゆう二じは言いながら、システムを操作してゲームモードを呼び出した。例の輪っかくぐりとは異なる、龍りゆう二じ謹きん製せいの新作だ。数秒の読み込み時間の後、シミュレーション世界を飛び回る樹じゆ理りの前に一羽わの隼はやぶさが姿を現した。

　隼はやぶさの尾お羽ば根ねからは、飛行機雲のような白い筋が伸のびる。やるべきことは一いち目もく瞭りよう然ぜん。樹じゆ理りに、その後を追えというのだ。龍りゆう二じが睨にらみつけるパソコン画面には、樹じゆ理りの飛行軌き跡せきとの誤差がリアルタイムに表示されていた。

「へっ、楽勝だ！」

　樹じゆ理りは腹の底へ力を込こめた。雑念を振ふり払はらい、想像力に身を委ねる。思おもい描えがくのは、空を舞まう自分。刹せつ那な、ＥＬＹＴＲＯＮの推論エンジンは生体反応をつぶさに読み取り、その奥に隠かくれた樹じゆ理りの望みを一いつ瞬しゆんで弾はじき出だす。まるで自分の手足。まるで翼つばさ。羽を畳たたんで真っ逆さまに急降下していく隼はやぶさを、樹じゆ理りの機体は背面飛行で追いかけていった。

「いっけぇぇぇええええ！」

　重力にプロペラ推力が加わって、稲いな妻ずまのごとく落ちていく樹じゆ理り。危あやうく追いつかれそうになって、龍りゆう二じは咄とつ嗟さにマウスを動かした。そう、隼はやぶさの動きは龍りゆう二じに操作されているのだ。隼はやぶさは翼つばさを広げて降下を止め、左右に素す早ばやく蛇だ行こうし始めた。

　シミュレータ上のこの電子生物は、物理の限界を僅わずかに超こえられるようにデザインされていた。尾お羽ば根ねから描えがき出だされる軌き道どうはほとんど非現実的で、驚おどろくほど鋭するどい。ＥＬＹＴＲＯＮと完全に同調できていなければ、付いていくことなど到とう底てい不可能であった。

「チッ……！」

　樹じゆ理りは必死に食らいつこうとしたが、ほんの僅わずかに挙動が乱れた。瞬しゆん間かん、湧わき上あがった焦あせりが感情を乱し、ＥＬＹＴＲＯＮを混乱させた。こうなるとまるでドミノ倒たおしだ。モーターの出力が暴れ、樹じゆ理りは危あやうくロデオマシンから振ふり落おとされそうになった。

『どうした樹じゆ理り、そんなんじゃ訓練卒業はまだまだ遠いぞ』

「うるせぇ！　ちょっと慌あわてちまっただけだ！」

　樹じゆ理りは拳こぶしで胸をドンと叩たたき、心を落ち着けた。そうだ、焦あせってはダメだ。集中、集中。もう一度頭をクリアにし、純じゆん粋すいな気持ちを呼び起こす。噓うそ偽いつわりのない、本当に自分が望んでいるものを想像し、心に満たす。

　それがＥＬＹＴＲＯＮを操縦するコツであり、ずっと樹じゆ理りにできなかったことだった。父のこと、兄のこと、自分のこと。様々な苦しみが心を曇くもらせ、絶望感に閉じ込められていた。諦あきらめることに慣れきって、つまらないことでその埋うめ合あわせをしようとしていた。でも今はもう、違ちがっていた。

　樹じゆ理りははっきりと想像した。自由に飛び回る自分の姿。隼はやぶさを捕とらえる瞬しゆん間かん。その先にある自分の未来。やるべきことはわかっている。操あやつろうとするんじゃない。何をどうしたいのかはっきりさせて、その気持ちを機体に預ける。ＥＬＹＴＲＯＮは、望みを叶かなえる機械だ。

（追いかけて、追いつきたい……なぁ、それだけだろ！）

　機体の動きに、精せい彩さいさが戻もどった。樹じゆ理りが隼はやぶさを睨にらみつけただけで、レーザービームのごとく一直線で向かっていく。龍りゆう二じは大きく弧こを描えがくように隼はやぶさを飛ばし、樹じゆ理りにその後を追わせた。

『もう一度行くぞ、樹じゆ理り。お前ならもうできるはずだ。サッサとゲームは終わりにして、次に進もう。俺は明日にだって夢が叶かなうところを見たいんだ』

「ならサッサとやろう、オレは準備万ばん端たんだ」

　樹じゆ理りは唸うなるように言った。そして感かん触しよくを確かめるように、機体を素す早ばやくバレルロールさせた。今ならできる。自信に満みち溢あふれている。ＥＬＹＴＲＯＮとの一体感は、これまで感じたことがないほど強力であった。

　隼はやぶさは大きく翼つばさをはためかせ、まるで見えないフックに釣つり上あげられているかのように急きゆう上じよう昇しようした。空のテクスチャーに貼はり付ついた模造品の太陽を見て、樹じゆ理りは目が眩くらんだ。それから隼はやぶさは体を捻ひねり、えぐり込むような急きゆう旋せん回かいで樹じゆ理りの背後へ飛とび抜ぬけていった。

　樹じゆ理りは目を瞑つぶり、ただ心の中で自分の願いを繰くり返かえした。追え、追いつけ。なあ、オレの望みはわかっているだろう──ふと、龍りゆう二じの顔が脳のう裏りに浮うかんだ。機体はバーチャルなエンジン音を高鳴らせ、まるでそれ自身に意思が宿っているかのように隼はやぶさの軌き跡せきを追い始めた。

　格納庫には、二人を囲むようにいくつかのディスプレイが置かれていた。映し出していたのは、樹じゆ理りのＶＲゴーグルに映し出されている映像であった。高たか嶋しまも、都つ築づきも、轟とどろきも、息をするのも忘れて食い入るように画面を見つめていた。

「い、く、ぞぉぉぉおおおおお！」

　樹じゆ理りは両目をこれでもかと大きく見開いた。龍りゆう二じの必死の曲芸飛行にもかかわらず、樹じゆ理りの機体はピッタリとその後ろに貼はり付ついている。左右に逃にげようが、上下に揺ゆすろうが、まるで見えない鎖くさりで繫つながっているかのように離はなれない。

　龍りゆう二じは画面の下か端たんに目を向けた。軌き道どう誤差を示した折れ線グラフは、画面の端はしから端はしまで一直線にゼロを示していた。

『……やったな、樹じゆ理り』

　龍りゆう二じはマウスから手を離はなした。涙るい腺せんに涙なみだが込こみ上あげてくるのを感じた。速度を緩ゆるめた隼はやぶさに向かって、樹じゆ理りは手を伸のばした。そして機体がその真ん中を突つき抜ぬけていった瞬しゆん間かん、隼はやぶさの体は光の粒つぶとなって花火のように弾はじけた。

　樹じゆ理りは体を起こし、両方の拳こぶしを天に突つき上あげて獣けもののように叫さけんだ。どこからか沸わき起おこった拍はく手しゆの音に包まれ、樹じゆ理りは自分の心がはち切れんばかりの無数の感情に埋うめ尽つくされていくのを感じた。嬉うれしいのか、誇ほこらしいのか、自分にも何がなにやらわからなかった。

「アニキ……やったよオレ。やっとこれで、アニキの力になれる……」

　龍りゆう二じはシミュレータを終しゆう了りようさせ、樹じゆ理りに駆かけ寄よってその体を抱だき上あげた。晴れやかな泣き顔が、どちらの顔にも浮うかんでいた。

「飛ばそう。明日。お前の手で。俺の夢を、叶かなえてくれ」

　龍りゆう二じは言った。監かん督とく隊たいの最終日から数えて、僅わずか三日前のことであった。










　まさに首の皮一枚であった。最終日は早朝の内に飛行場を発たつから、撤てつ収しゆう準備にかかる時間を加味すればチャンスは明日だけであった。それを逃のがせば、龍りゆう二じの研究は失敗。だから龍りゆう二じは大急ぎでシミュレータの片付けを済ませ、実機の用意をした。

　しばらく眠ねむらせたままにされていた機体であったが、状態は非常に良好だった。龍りゆう二じは細部に至るまで注意深く点検し、燃料も入いれ替かえた。エンジンの試運転もしてみて、ソフトウェアの総点検もし直した。全てが万ばん端たんに整った。その上で、龍りゆう二じは仲間を集めて実験のやり方を執しつ拗ようなまでに細かく伝えた。

　俺がいなくても実験が回るように──龍りゆう二じは何度もその言葉を繰くり返かえした。皆みなそのことに違い和わ感かんを覚えていたが、龍りゆう二じは曖あい昧まいにはぐらかして理由を語ろうとはしなかった。龍りゆう二じの頭にあったのは、もう一つの仕事のことだった。




　この夏の内に、決着をつける。龍りゆう二じの意思は固かった。そして待ちわびていた情報が、遂ついにこの夜にもたらされた。だから翌日の飛行場には、龍りゆう二じの姿はなかった。














第十章









　そしてこれは、引き続き実験前日の夜の話だ。龍りゆう二じたちは日が暮れるまで翌日の実験の準備に励はげみ、簡単に食事を済ませて早々に寝ね支じ度たくを始めていた。

「……なんかホント、夏も終わりって感じだな」

　長なが椅い子すで龍りゆう二じの肩かたにもたれ、樹じゆ理りはぼんやりと呟つぶやいた。視線の先にあったのは滑かつ走そう路ろ脇わきに並ぶピットたちで、既すでにほとんどが利用者を失い静まり返っていた。まるで祭りの終わりに片付けられていく屋台を見ているようで、樹じゆ理りはやたらと寂さびしい気持ちになっていた。

　珍めずらしく、格納庫には龍りゆう二じと樹じゆ理りの二人だけだった。高たか嶋しまは轟とどろきを連れて都つ築づきをホテルまで送りに行き、戻もどるまでまだしばらくかかりそうだった。龍りゆう二じは氷の溶とけかけたグラスを片手に、物思いに耽ふけっていた。

「……なぁアニキ、それってうまいのか？」

「……ん？」

「その、アニキが飲んでるやつ」

　いつの間にか、樹じゆ理りの視線は龍りゆう二じのグラスに注がれていた。琥こ珀はく色の液体は、轟とどろきが差し入れに持ってきていたウイスキーだ。樹じゆ理りは名前こそ知っていたが、誰だれかが飲んでいるのを見るのは初めてだった。

「オレにもちょっとくれよ。いいだろ？」

「バカヤロウ、ガキには百年早えよ」

　龍りゆう二じは鼻で笑い、また一口含ふくんだ。樹じゆ理りはその様子に少しムッとして、龍りゆう二じの手からグラスを奪うばい取とろうと体を押し付け、腕うでを伸のばした。

「おいこら、やめろって」

「いーだ。子こ供ども扱あつかいするんじゃねーよ。オレだって言ってる間に小学校も卒業だ、充じゆう分ぶん大人だぞ」

「まだ胸も出てないくせに調子に乗んな。せっかくジュース入れてやったんだからそれで我が慢まんしろって」

「やだよ、オレンジジュースなんて。それに胸ならクラスで一番デカいんだぜ？　ほら、当たってるだろ？」

　と、樹じゆ理りは余計にぐりぐりと体を押し付けてくる。ドングリの背比べ程度の差はあるのかもしれないが、正直肋ろつ骨こつの硬かたい感かん触しよくがあるだけだった。

「おい、やめろっての」

　龍りゆう二じはグラスをテーブルに置き、樹じゆ理りの肩かたを摑つかんでグイと引ひき剝はがした。そのとき初めて龍りゆう二じは樹じゆ理りの顔を見たのだが、樹じゆ理りは顔中がトマトみたいに真っ赤になっていた。

「……お前、具合でも悪いのか？」

「は？　なんで？」

「いやだって、赤いから」

「赤い？」

　樹じゆ理りは肩かたを摑つかまれたまま自分の顔を撫なで、その熱さに自分でも少し驚おどろいた。そして急に恥はずかしくなって、手で覆おおったままプイと顔を背そむけた。

「な、なんでもねーよ！　なんでも！」

「ならいいが……明日は大事な実験なんだ、万ばん全ぜんの調子で頼たのむぞ」

　龍りゆう二じはそう言って、樹じゆ理りの頭を子供をあやすようにポンポンと撫なでた。樹じゆ理りは少し気落ちしたような心持ちになって、ハァと肩かたを落とした。

「……なぁアニキ、明日の実験が終わったら、アニキは大学に帰っちまうのか？」

　樹じゆ理りは言った。その瞳ひとみには再度、寂さびしさの色が戻もどっていた。

「……その予定だ。正確にはその次の次の日だけどな」

「来年にはまた、戻もどってくるのか？」

「どうだかな。一応大学院にはもう一年いるが、先のことはわからん。監かん督とく隊たいの仕事もこれで二年連続だし、同じように夏中いるってことはないだろう。実験のために一週間くらいは来るかもしれんが」

「なら、来る前に連れん絡らくくれよな。オレもまたここに来るからさ。ここでまた会おうぜ」

　樹じゆ理りは膝ひざの上で拳こぶしを握にぎり締しめ、そこへ視線を落としていた。また会おう。その言葉が樹じゆ理りの口から出てきたことに、龍りゆう二じは少なからず驚おどろいた。かつての樹じゆ理り、出会ったばかりで龍りゆう二じにまだ懐なついていた頃ころの小さな樹じゆ理りの姿が重なって見えた。

「……わかった。また一年後、ここで会おう」

「約束だかんな。絶対だかんな、アニキ。そもそもアニキには責任があるんだからよ。こんなオレを生み出しちまった、オレをこんな風にしちまった責任が」

「……そうだな、俺には責任がある」

「何もかも、アニキのせいなんだからな」

「そうだな、俺のせいだ」

「だから、一年に一度でもいいから、オレの側そばにいてくれ。アニキさえいてくれたら、オレはそれでいいんだ。それでオレはアニキを、許せるからさ」

　樹じゆ理りはそこまで言うと、一度強く目を瞑つぶり、涼すずしげな笑え顔がおを作って龍りゆう二じに向けた。儚はかなく純じゆん粋すいな、今にも消えてしまいそうな笑え顔がおだった。

　龍りゆう二じはドキリとした。感じたのは憐れん憫びんの情ではなかった。息も詰つまるような深い愛だった。樹じゆ理りとの強い繫つながりだった。そして何があってもまたこの妹に会いに来ようと、そう強く心に決めた。

「樹じゆ理り──」

　龍りゆう二じは乱暴に樹じゆ理りの体を引き寄せ、自分の首元にその小さな頭を抱だき締しめながら言った。「俺たちは兄きよう妹だいだ」

　樹じゆ理りは満足げに口元を緩ゆるめ、テーブルでは氷の溶とけかけたグラスがカランと音を立てた。

　と、そのときだ。格納庫の戸口に、険しい顔をした井いの上うえが姿を現した。




「ちょっといいか、例の件で話がある」




　龍りゆう二じは自分の心の中で何かがぐらりと大きく動くのを感じた。そして樹じゆ理りの体を離はなし、努めてなんでもないような声こわ音ねで言った。

「相変わらずカッコつけたような言い方だな、あのヤロウ。どうせ今年も払はらう金がねえとかそんな話だろ。ちょっと時間がかかるかもしれないから、先に寝ねててくれ」

「あ、ああ……」

「明日はホント、万ばん全ぜんで頼たのむぞ」

　龍りゆう二じは樹じゆ理りを残し、井いの上うえの方へ向かって駆かけていった。樹じゆ理りはその背中に、少し怯おびえたような眼まな差ざしを向けていた。










「こんなタイミングになっちまってすまねえな、龍りゆう二じ。だがようやく居場所を摑つかんだ」

「構わねえよ。間に合ってよかった」

　龍りゆう二じは言った。二人は足早に井いの上うえのピットへと向かっていた。既すでに人気もほとんどなくなっていたから、内ない緒しよ話ばなしをするには好都合であった。

　井いの上うえのピットでは、真まっ暗くら闇やみの中でパソコンのディスプレイだけが不気味に光を放っていた。映し出されていたのはこの辺り一帯の航空写真で、その上に点線で昼間飛ばした無人機の軌き跡せきが示されていた。

「お前が探していたのって、この男だろ？」

　井いの上うえはパソコンを操作し、無人機が撮さつ影えいした写真を何枚か表示させた。上空から見下ろすような画角のせいで判別はしづらかったが、みすぼらしい格好の四、五十代くらいの男がそこに写っていた。

　男がいたのは、樹じゆ理りのアパートの目の前。見覚えのあるその顔つきに、龍りゆう二じは全身の血液が熱く沸わき上あがるのを感じた。

「……間ま違ちがいない。コイツだ。それで、一体どこに潜ひそんでやがる？」

「町を挟はさんで、丁度ここの向かいの山ん中。詳くわしい場所は……ここ。この飛行場からなら車で三十分くらいだろう。もっとも、道があるかどうかもわからんが」

　井いの上うえは航空写真に画面を戻もどし、木々の陰かげにチラリと写っていた小屋のようなものをマークした。続いて表示された画像には、同じ男がその小屋の側そばで周囲を窺うかがう様子が写っていた。

「それで、お前はどうするつもりだ？　なんか危ねえことをするつもりじゃねえよな？」

「話せばお前にも迷めい惑わくがかかる。だから何も聞かず、このことも忘れてくれ」

　龍りゆう二じは言った。はっきりと決意の強さが感じられる声こわ音ねだった。しかしそれでも井いの上うえは眉まゆをひそめ、食い下がった。

「既すでに片足突っ込んでんだ、そりゃねえだろ」

「じゃあ聞くが、知ってお前になんの得がある？　好こう奇き心しんが満足するだけなら意味もないだろ」

「手伝えることがまだ何かあるかもしれないだろ？　なんだか俺は、このままお前をほっぽり出しちまうのが心配なんだ。この数日のお前、なんかスゲー変だぞ？」

「思い過ごしだ。俺はいつも通りだよ。ある意味では、むしろこの俺が本物の俺なんだ」

「ケッ、意味わかんねえよ……それじゃあ、とにかくあの妹ちゃんが悲しむようなことだけはやめろよ？　今いま更さらまたあの子泣かせたら、お前ホントにクズだぞ」

「そんなことにはならない。むしろ俺がやろうとしていることは、その逆だ」

「ッ……！」

　井いの上うえは拳こぶしを振ふり上あげた。殴なぐり飛とばしてやりたい。反射的にそんな衝しよう動どうに駆かられていた。だが龍りゆう二じに睨にらまれた瞬しゆん間かん、井いの上うえの体は硬こう直ちよくして動かなくなってしまった。今の龍りゆう二じには形容しがたいほどの迫はく力りよくがあった。

「……たかがこんなところの利用料のために悪事に加担することはなかった。わかったよ、忘れてやる。じゃなきゃぐっすり眠ねむれなくなっちまいそうだ」

「そうしてくれ。何も心配するな。だって俺は──」

　やり残したことを終わらせる。ただそれだけなんだ。龍りゆう二じは心の中で付け加えた。険悪な雰ふん囲い気きにもかかわらず、龍りゆう二じの心はぞっとするほど晴れやかだった。










　そして夜は過ぎ、朝が来た。皆みなが目を覚ました頃ころには、既すでに龍りゆう二じの姿はなかった。

「ほんと、どこ行っちゃったのかしらね。『昨日説明した通りに頼たのむ』だなんて、自分の実験なのに」

　格納庫から機材を運び出しながら、都つ築づきは愚ぐ痴ちを零こぼした。言げん及きゆうしていたのは、龍りゆう二じが今朝方全員に送ってきたメッセージだ。飾かざり気けもなく、『留守にする。実験は頼たのんだ』『昨日説明した通りに頼たのむ』の二言だけ。以来誰だれが何を送っても既き読どくすら付かなかった。

「んー、今回ばかりは僕にもわからないなぁ。ただまあ、ここは樹じゆ理りちゃんのためってことで」

　高たか嶋しまはいつも通りのにこやかな顔でそう返した。しかし内心では、都つ築づき以上にこの事態を訝いぶかしんでいた。

　それはなまじ龍りゆう二じの身の上を知ってしまったためでもあった。龍りゆう二じの過去、父親との軋あつ轢れき。そこにこのところの龍りゆう二じの異変を加えて二点を線で結べば、否いやが応おうでも嫌いやな予感が頭をよぎった。高たか嶋しまは気が気でなかった。

　ただ一方で、鍵かぎを握にぎっているはずの樹じゆ理りには特に変わった様子も見られなかった。龍りゆう二じがいないと知ったときも「そうか」とただ一言残したのみで、むしろいつもより関心無さげですらあった。

「とりあえず、ここの準備は都つ築づきちゃんにお願いしちゃってもいいかな？　僕は少し井いの上うえさんの様子を見てくるよ」

「えぇー、一人でやるんですか？　そりゃないですよぉー」

「あはは、ごめんごめん」

　高たか嶋しまは努めて軽い調子でそう言って、都つ築づきを残して格納庫の奥へと戻もどっていった。そこでは轟とどろきと一いつ緒しよになって、井いの上うえが機体の最終調整をしていた。

「よしよし、アイツもキッチリ自分の仕事を済ましてから消えたようだ。外の準備ができればすぐにでも飛べるぞ」

「しかし本当に、井いの上うえさんも事情を知らないんですか？　樹じゆ理りちゃんの話じゃ、寝ねる前に二人っきりで何か話してたみたいじゃないですか」

　と、問とい質ただしていたのは轟とどろきであった。眉み間けんに皺しわを寄せ、高たか嶋しまと同じくらい事態の異常性を心配している様子であった。

「傍はた目めにはわからないかもしれないけど、龍りゆう二じ、この研究には並々ならぬ熱意を持っていたんですよ？　なのに実験の当日に不在だなんて、普ふ通つうじゃありませんよ」

「んなこと言われたって、俺は何も知らない。昨日はちょっと俺の実験の話をしただけで、特別なことは何もなかったんだ」

　井いの上うえの調子はいつもの通りだった。変に視線を逸そらすようなこともなく、まるで本当に何も知らないかのようであった。ただ井いの上うえがポーカーフェイスなのは皆みな承知だったので、轟とどろきも高たか嶋しまも納なつ得とくしたような気持ちにはならなかった。

「しかし井いの上うえさん……」

「ああもう、鬱うつ陶とうしいな。痛くもない腹を探さぐられるのはたくさんだ。アイツのことが心配なら、まずはアイツに頼たのまれたことをちゃんと片付けるべきなんじゃねえのか？」

「それじゃあ井いの上うえさんは、どうして龍りゆう二じがいなくなったのか気にならないんですか？」

「気にしたって仕方がねえだろ、そんなこと。帰ってきたらそんときにとっ捕つかまえて尋じん問もんすりゃあいい話だ」

　質問攻ぜめに嫌いや気けが差してきたのだろう、井いの上うえは本格的に苛いら立だち始めた様子だった。轟とどろきと高たか嶋しまは顔を見合わせ、肩かたを落として溜ため息いきを吐ついた。こうなってしまったら引く他ない。しかしやはりこのまま龍りゆう二じ不在で進めてしまうことにいい気はしていなかった。

「……高たか嶋しまくん、樹じゆ理りちゃんの様子を見てきてくれないか？　あの子も見た目にはなんともなさそうだけど、本当に何も感じてないわけじゃないだろう。もしもあの子も龍りゆう二じがいてほしいと思っているのなら、止める理由には充じゆう分ぶんだ」

「わかりました。それで、樹じゆ理りちゃんはどこに？」

「それが、僕にもわからないんだ。さっきまでその辺にいたんだけど、気付いたらいなくなっていて……」

　再び嫌いやな予感がした。やはり、あの態度の裏には声にもできない激情が隠かくれていたのではなかろうか。高たか嶋しまは咄とつ嗟さに駆かけ出だして、樹じゆ理りの行ゆく方えを追った。

「全く、二人とも……！」

　高たか嶋しまは少し泣きたい気分になっていた。無理もないだろう。せっかく親友として少しは龍りゆう二じの心に近付けた気でいたのに、気付けば龍りゆう二じはまた秘密の殻からに閉とじ籠こもってしまっている。加えて妹の樹じゆ理りも、本当の気持ちは決して明かしてくれようとしない。

「何がそんなに、特別だっていうんだよ……！」

　格納庫の外を一周し、管かん制せい塔とうに登り、全てのピットとその裏も確かく認にんして、それでも高たか嶋しまは樹じゆ理りの姿を見つけることができなかった。焦あせりが募つのった。そして回らない頭で樹じゆ理りの行きそうなところを次々思おもい巡めぐらし、ふと秘密基地のことを思い出した。

　樹じゆ理りが格納庫の隅すみに建てた秘密基地。この夏の初め、友達二人と作っていた秘密基地。龍りゆう二じと反目し合いながら、貰もらい物もののダンボールで作った秘密基地。

　それはまだ、そのままになっていた。ほとんど全員に忘れ去られたまま、今でもまだ格納庫の隅すみに残っていた。果たして樹じゆ理りは、その中で静かに壁かべにもたれながら物思いに耽ふけっていた。

「樹じゆ理りちゃん……」

「……なんだよ」

「樹じゆ理りちゃんは、このままでいいのかい？　このまま、龍りゆう二じ抜ぬきで実験を進めちゃってもいいのかい？」

　高たか嶋しまは気付けばそんな風に尋たずねていた。あまりにも無意味な質問であることは言ったあとになって気付いた。樹じゆ理りは怪け訝げんそうな顔をして、真っ当過ぎるくらいにこう答えた。

「それはオレが選ぶことじゃない。どうでもいいことだ」

「で、でも……」

「アイツがいなきゃ、寂さびしいんじゃないかってか？　そんな感傷、オレにはない。ま、好きにしてくれよ。やるならやる。やらないならやらない。オレはアンタらの判断に従うだけだ」

　樹じゆ理りは乾かわいた口調で言った。本当に、なんの感情もそこには感じられなかった。高たか嶋しまは言葉を詰つまらせてしまった。しかしそこに続いた樹じゆ理りの言葉は、少しだけ思いの片へん鱗りんを覗のぞかせるものだった。

「でもまぁ、せっかくあんだけ苦労して訓練を終えたんだ。もう先延ばしにする時間もないんだろう？　もしオレに選せん択たく肢しをくれるっていうんなら、オレは飛んでみたいね。それがアイツの願いでもあるわけだし」

　樹じゆ理りは立ち上がり、お尻しりをはたいて高たか嶋しまと向かい合った。真まっ直すぐ真しん剣けんな表情は、龍りゆう二じにも似た頑がん固こさを感じさせるものだった。二人の間にある特別な繫つながりが、そこには透すけて見えるようにさえ感じられた。

「……樹じゆ理りちゃん、君は何か知っているのかい？」

「いいや、全く。でもやるべきことはわかってる」

　樹じゆ理りは言った。高たか嶋しまは観念せざるを得なかった。

　違ちがうのだ、根本的に。自分と龍りゆう二じの関係とは。認めざるを得なかった。そして立たち塞ふさがるのをやめ、樹じゆ理りのためにと道を空けた。

「ありがとな。外で待ってるから、準備ができたら教えてくれ」

　樹じゆ理りはそれだけ言うと、高たか嶋しまを置いて行ってしまった。高たか嶋しまは深い溜ため息いきをそこに残し、轟とどろきたちの下へと戻もどっていった。




　樹じゆ理りは格納庫を出て、陽光の下を滑かつ走そう路ろの中央まで歩いていった。風のない、絶好の実験日和びよりであった。遠くで機材を並べる都つ築づきが、不思議そうな顔で樹じゆ理りのことを見つめていた。

　樹じゆ理りは顔いっぱいで太陽の光を浴びるように、空を仰あおいだ。残暑にじんわりと温められ、樹じゆ理りは心の中のわだかまりが少しずつ溶とけていくのを感じた。

「アニキ……」

　なんとも思ってないなんて、そんなこと、あるはずない──不意に涙なみだが込こみ上あげてきて、視界が滲にじんだ。樹じゆ理りは歯を食いしばり、必死に目を見開いてその涙なみだが零こぼれ落おちないように耐たえた。

「わかってる、オレのためなんだろ？　でもオレは言ったじゃねーか。アニキがいてさえくれれば、オレはそれでいいって」

　震ふるえる声は夏空に消えていき、返ってくるのは静せい寂じやくだけだった。シミュレーションではない、本当の空は怖こわいくらいに壮そう大だいだった。

　きっとアニキは、気付いてしまったのだろう。知ってしまったのだろう。もっとも自分も隠かくしているつもりはなかった。それどころか、どこかでこんな結末を期待してさえいたのだ。

　でも今は、それを酷ひどい罪のように感じていた。アニキが側そばにいてくれればそれだけでいい。辿たどり着つくには遅おそすぎたその答えだけが、今の樹じゆ理りにとっては本物だった。

「だからオレは、せめてもの償つぐないだ、アニキのために飛んでやる。やり残しを抱かかえて大学に帰るなんて、そんなの嫌いやだろうから」

　だから今は、泣いているような場合じゃない。泣くのは全てをキッチリ終わらせて、結末を見届けてからだ。樹じゆ理りは思いっきり鼻水を啜すすり、手の平の跡あとが残るほど強く自分の両りよう頰ほおを叩たたいた。

「ったく、愛してるぞ、クソ兄貴。あとはオレに任せとけ」

　そして樹じゆ理りを呼ぶ声が背後から響ひびいた。振ふり向むけば、準備を終えた実験機を押してやってくる井いの上うえたちの姿があった。




『──それじゃあ樹じゆ理りちゃん、次こそ本番だ』

　ヘッドセットに高たか嶋しまの声が響ひびいた。樹じゆ理りは「ああ」と短く返し、改めてハンドルを握にぎり直した。

　飛行場の一角にある、乗用機専用の実験エリア。中でも垂直離り着ちやく陸りく機き専用の発着スポットが今回の実験の舞ぶ台たいであった。

　上から見れば、まるでダーツの的。同心円状に何本もの白線が引かれ、それぞれの側そばに直径を示す数字が付されている。樹じゆ理りはその真ん中で機体に跨またがっていた。

　息も詰つまるような緊きん張ちようが走っていた。樹じゆ理りは既すでに二回、離り着ちやく陸りく試験をこなしていた。結果は上々だったが、試験の内容といえば真上に飛び上がってそのまま降りてくるだけであった。『空飛ぶバイク』らしく飛び回るのは、次の一回が誰だれにとっても初めてであった。

『まずはゆっくり飛んでみよう。時間はたっぷりあるから、焦あせる必要はどこにもない。できたらこの滑かつ走そう路ろを一周して、またここに戻もどってきてくれ』

「りょーかい。ただ、できそうだと思ったらオレは構わず思いっきり飛ぶからな。どうせ最後には同じことをやるんだ、構わないだろ？」

『んー……まあ、確かに一理あるかもしれないね。ただくれぐれも無茶はしないでくれよ？　今度はシミュレーションじゃないんだ、万一の場合はただじゃ済まない』

「わかってる。だが、ダラダラやるのは趣しゆ味みじゃないんでね」

　樹じゆ理りはそう言ったきり、口を噤つぐんで何も返さなくなった。高たか嶋しまは少し心配になったが、真しん剣けんな様子は傍はた目めにもハッキリわかるくらいであった。

　高たか嶋しまは遠えん隔かくからＥＬＹＴＲＯＮのシステムを操作し、離り着ちやく陸りく試験のために施ほどこしていた性能制限を解除した。これでＥＬＹＴＲＯＮは自由の翼つばさ。タガを嵌はめるものは機械としての絶対性能以外に何もない。実験場に詰つめかけた誰だれもが皆みな、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

『あとは樹じゆ理りちゃん、君の自由だ──』

　樹じゆ理りは大きく息を吸い、ゆっくりと吐はいた。雑念は消え、意識は針のように研とぎ澄すまされる。エンジンの鼓こ動どうは、シミュレーションとは全く異なる。プロペラが巻き起こす風の感かん触しよくも、搔かき回まわされる排はい気きガスの匂においも。それでも樹じゆ理りは、訓練と全く同じようにＥＬＹＴＲＯＮのことを信じた。

（やるべきことはわかってる。そうだろ？）

　ただひたすらに、自分の望みを委ねる。龍りゆう二じのために、空を飛ぶ。迷いなんて、どこにもない。エンジンは一層高鳴り、激しく回転するプロペラが周囲の砂すな埃ぼこりをまとめて吹ふき飛とばす。

　フワリと、前後のタイヤが地面を離はなれた。樹じゆ理りを乗せた実験機は、気球のように空へと昇のぼっていった。傍ぼう観かん者しやたちの目線を越こえ、管かん制せい塔とうの屋根を越こえ、更さらに上。視界は三六〇度に開け、足元の高たか嶋しまたちはミニチュア人形のように小さくなっていった。

　それは現実世界から切きり離はなされたかのような、不思議な感覚だった。自分一人と、それ以外。地上に残されたものは、何もかもがちっぽけだった。取るに足らないと思えるくらい、ただひたすらにちっぽけだった。

「……自由、か」

　不意に、笑いが込こみ上あげてきた。何もない大空で、樹じゆ理りは涙なみだが出るくらい大声で笑った。そしてふと、湧わき上あがってきた感情に心を委ねた。実験機は木の葉のように、ヒラヒラと地上へ落ちていった。

『あっ、危な──』

　と、仰ぎよう天てんした高たか嶋しまがマイク越ごしに叫さけんだその瞬しゆん間かんだ。四よ隅すみのプロペラは再び唸うなりを上げ、機体を全速力で前進させた。

　地上スレスレを、矢のように飛んでいく樹じゆ理り。飛行場の端はしから端はしまで、数秒とかからない。それから坂を駆かけ上あがるかのように急きゆう上じよう昇しようし、時速二百キロ、小さく円を描えがく。まるで戦せん闘とう機き。縦にも横にもあらゆる方向へ飛び回りながら、決して制せい御ぎよを失わない。自由自在な、大空の舞まい。

「す、すげぇなありゃ……！」

「ちょ、高たか嶋しまくん！　データデータ！」

　轟とどろきに指し摘てきされ、高たか嶋しまは慌あわてて計測機のディスプレイに目を向けた。機体から無線通信で送られてくるあらゆるデータは、機体が物理限界のギリギリで運動していることを示していた。

　つまりそれは、実験成功の何よりの証しよう拠こだ。ＥＬＹＴＲＯＮは一つまみの迷いもなく、樹じゆ理りの望みを遂とげるために機体の全力を絞しぼり出だしていた。龍りゆう二じの夢が、夏空の下に現実のものとなっていた。

「さぁて、どうだ？　データは充じゆう分ぶん取れたか？　まだならオレはもうしばらく続けるぞ」

『いや、充じゆう分ぶんだ。充じゆう分ぶんすぎるくらいだよ樹じゆ理りちゃん……なんだか僕、感動して泣きそうだ』

「やめてくれよ。大人の男がみっともない」

　樹じゆ理りは無む邪じや気きにそんなことを言って、ダメ押しとばかりに再度極限飛行を演じた。まだまだ燃料も残っているから、足りないのならいくらだって続けられる。全ては高たか嶋しまの判断次し第だい。そして樹じゆ理りはそこに、希望の光を見た。

　そうだ、これでアニキの望みは遂とげた。次は自分の、本当の望みを遂とげる番だ。

「とにかく、どうするんだ？　続けるか？　それとも、終わりにするか？」

『充じゆう分ぶんだ、ありがとう。ちゃんと保存もできてるから、これで一いつ旦たん終わりにしよう』

「了りよう解かい。『終わりにする』んだな？　ならオレはちょっくら──」




　──アニキを止めに行ってくる。




　遅おそすぎるかもしれないだなんて、心配するだけ無む駄だなのだ。樹じゆ理りの想おもいはただ一つ。そして文字通り光のような超ちよう高こう速そくで、ＥＬＹＴＲＯＮはその望みを汲くみ取とった。場所なら最初からわかっていた。機首を真まっ直すぐ向かいの山へ向け、全てのちっぽけなものを地上に残し、樹じゆ理りは飛び去っていった。

　父を殺そうとする、かけがえのない兄を止めるために。










「──妙みようなこともあるもんだな。まさかお前の方からこうして会いにくる日が来るとはよ」

　男は言った。ダラダラとした足取りで、歩む先には廃はい墟きよのような掘ほっ立たて小ご屋やと一人の青年。氷のように無表情な、龍りゆう二じの姿があった。

「元気そうじゃねえか、クソガキが。どうした、今いま更さら謝りにでも来たのか？」

「その逆だ。まあ、なんの用かは言わずもがなだろう」

　龍りゆう二じは挑ちよう戦せん的てきな口調で返した。全身から迸ほとばしる意思の強さは周囲の空気がビリビリと震ふるえているかのように感じられるほどで、男は思わず顔をしかめた。

　何年着続けたものかもわからない、ボロ布のようなシャツ。擦すり切きれたジーンズ。獣けもののような無ぶ精しよう髭ひげに、同じく伸のび放題のボサボサ髪がみ。ぞっとするほど汚きたならしく、寒気がするほど不快だ。ただその顔つきは、隠かくしようもなく龍りゆう二じと似ていた。

「久しぶりだな──クソ親おや父じ。待ちくたびれたぞ」

　龍りゆう二じは言った。そう、目の前のこの無ぶ頼らい漢かんこそが、龍りゆう二じの父親であった。

　龍りゆう二じがこの隠かくれ家がに到とう着ちやくしたのは、もう何時間も前のことであった。早朝、まだ皆みなが寝ね静しずまっている頃ころに飛行場を抜ぬけ出だした龍りゆう二じは、井いの上うえから得た手がかりを元に山中を歩き回ってこのボロ小屋を見つけた。そして父の不在を認めたあと、姿を現す瞬しゆん間かんを静かに待っていたのだ。

　足は棒のようになっていた。しかし父の姿を見た瞬しゆん間かん、湧わき上あがる激情が全ての感覚を押おし流ながしてしまった。龍りゆう二じは一歩一歩踏ふみ締しめるように歩み、父とたった数歩の距きよ離りを空けて対たい峙じした。

　森の中にぽっかりと口を開けたような小さな空き地だ。周囲は生おい茂しげる木々で鬱うつ蒼そうとしているが、そこだけがスポットライトを浴びているかのように明るく陽光に照らされている。二人はしばらく黙だまったまま、お互たがい相手を確かめるように睨にらみ合あった。そして緊きん張ちようが最高潮に達したところで、龍りゆう二じは口を開いた。

「……一つだけ、教えてくれ。お前は本当に人を殺したのか？」

「ハッ、何を聞くかと思えば、そんなことか」

　龍りゆう二じの父はそう言って、馬鹿にしたように鼻で笑った。それでも目元は変わらず険しく、不快感がありありと表れていた。

「ハッキリ言っとくが、俺のせいじゃねえ。ものの弾はずみってやつだよ。そもそも喧けん嘩かを売ってきたのは向こうの方だ。俺は悪くねえ」

「つまり、本当なんだな？　お前は人を殺したんだな？」

「だから言っただろ、不ふ可か抗こう力りよくだったって。ったく物分りの悪いガキだな」

「はぐらかそうとするんじゃねえよ。俺が欲ほしいのはハッキリした答えだ。ＹＥＳかＮＯか、言い訳なんか聞く気はない」

　龍りゆう二じは一歩詰つめ寄よった。もう手を伸のばせば届くかという距きよ離りだ。父は逃にげ道みちを探さぐるかのように周囲に視線を巡めぐらせた。しかし龍りゆう二じの「答えろ！」という鋭するどい声に圧あつ倒とうされて、遂ついに龍りゆう二じの求める言葉を返した。

「ああ、そうだよ！　一年前、飲み屋で喧けん嘩か売ってきたバカがいたから勢いでブッ殺しちまった！　それで俺はこのザマだ！　汚きたねえ山ん中でネズミみたいにコソコソ隠かくれて……！　どうだ、実の親おや父じがこんな酷ひでえ目に遭あってるなんて、可哀想かわいそうに思わねえのかよ！」

「ああ、思うぜ。お前は可哀想かわいそうだ。それでそんなお前に巻き込まれて苦しんでる人間が、俺は一番気の毒だ」

　龍りゆう二じは言った。その声は地の底から響ひびいてくるかのようで、同情めいた響ひびきは一いつ切さいなかった。純然たる怒いかりと嫌けん悪お感かんだけがそこにあった。

「身から出た錆さびだ。何もかも、その腐くさった魂たましいから染しみ出だしてくる毒気の代だい償しようだ。そんな生き方しかできないお前は、本当にどうしようもなく可哀想かわいそうな人間だよ。救いようなんてどこにもないのさ」

「だ、だったら、お前はどうする？　今いま更さらこんな風に俺のところに来て、お前は何がしたいんだ？」

「やりかけにしていたことを、終わらせる。お前を殺して、お前のせいで苦しむ人間を救うんだ」

　そして龍りゆう二じは、今の今まで背中に隠かくしていた自分の手を露あらわにした。そこには一振ふりの刃は物もの、かつてと同じ包丁が握にぎられていた。

　泣なき叫さけぶ母と、手を滴したたる血の感かん触しよく。見開かれた父の目。かつての光景が龍りゆう二じの脳のう裏りにフラッシュバックした。同じ轍てつは踏ふまない。燃えるような覚かく悟ごがそこにあった。

「懐なつかしいだろ？　この一いつ瞬しゆんに辿たどり着つくまでに、これほど長い時間がかかっちまったとはな」

「……っ、病的だな」

　父は言った。正直を言えば、龍りゆう二じの姿を見た瞬しゆん間かんからこの事態は予測ができていた。しかしそれでもなお、父の顔には恐きよう怖ふの色が満面に広がっていた。

「そんなことして、なんの意味がある？　お前とはすっかり縁えんも切れてたんだ、もう迷めい惑わくもかかっちゃいねえだろ？」

「ああ、俺にはな。だがそれじゃあ不十分なんだって、俺はようやく気付いたんだ。お前が生きてる限り不幸になる人間がいる。だとすればそれは、あのときお前を殺せなかった俺の責任だ」

　龍りゆう二じは凶きよう器きを固く握にぎり締しめた。加減を忘れ、その手は血の気を失って真っ白になっていく。龍りゆう二じが一歩踏ふみ出だせば、父は一歩後ろへ。あまりの興奮で、龍りゆう二じは手負いの野や獣じゆうのように激しく呼吸していた。

「樹じゆ理りのために、お前を殺す。さあ、覚かく悟ごはできたか？」

「ッ……そんなことすりゃあ、お前の人生もオシマイだ。お前はそれでいいのか？」

「構わねえよ。後こう悔かいしながら生きるよりは、よっぽどマシなんだ」

　そして龍りゆう二じは、殺意の塊かたまりと化して大きく一歩踏ふみ出だした。きつく脇わきを締しめ、父親の腹へ向かって凶きよう器きを突つき出だす。父は咄とつ嗟さに身を捩よじり、辛からくもその一いち撃げきを躱かわした。しかし大きく体勢を崩くずしたそこへ、丸太のような龍りゆう二じの脚あしが飛んできた。

「ぐふっ……！」

　横よこ薙なぎの回まわし蹴げりを浴び、父の体はもんどりを打って地面を転がった。龍りゆう二じはその瞬しゆん間かんを見み逃のがさなかった。父が逃にげ出だす前に、龍りゆう二じはその体へ跨またがって刃は物ものを振ふり上あげた。

「や、やめろ……！」

　父は喚わめくが、龍りゆう二じは全く意に介かいさない。狙ねらうは心臓。しかし振ふり下おろされたその手を、父は必死の形相で摑つかんだ。全力で押おし戻もどされ、龍りゆう二じも負けじと両手で体重を乗せた。

「死ねよ、大人しく、お前はここで死ぬんだ……！」

　父の目はあまりの恐きよう怖ふで引ひき攣つるように見開かれていた。そこにふと、龍りゆう二じの顔が映り込んだ。まるで鏡のように、父の目を介かいして龍りゆう二じは自分の姿を見た。

　あまりにも、父に似ていた。今まさに殺そうとしている父に、憎しみに満ちた自分の姿がそっくりだった。そして龍りゆう二じは、自分の心が死んでいくのを、苦痛に耐たえかねてぐちゃぐちゃに潰つぶれていこうとするのを感じていた。

　終わりだ。これで、何もかも。龍りゆう二じは目を瞑つぶり、最後の瞬しゆん間かんに備えた。どうか幸福な一生を。樹じゆ理りの顔を思おもい浮うかべ、別れを告げた──




　雷らい鳴めいのようなエンジン音が、周囲に響ひびいた。龍りゆう二じも父も、突とつ然ぜんの異変に意識を奪うばわれた。そして次の瞬しゆん間かんには、その爆ばく音おんが巨きよ大だいな鉄とカーボン素材の塊かたまりとともに二人の頭上へ飛来した。




「やめろぉぉぉおおおおおお！」

　甲かん高だかい怒ど鳴なり声ごえとともに、龍りゆう二じの頭をスレスレで掠かすめるＥＬＹＴＲＯＮ。着地の瞬しゆん間かん、樹じゆ理りはサドルシートを蹴けって飛び上がった。操縦手を失った機体はそのまま彷徨さまようように地表を滑すべり、森の中へ消えていった。

「おいクソ兄貴！　お前何勝手なことしてんだよ！」

　樹じゆ理りは叫さけび、飛び降りたその勢いのまま龍りゆう二じの横腹へ飛びかかった。槍やりのような強きよう烈れつなタックルだ。呆あつ気けに取とられていた龍りゆう二じは樹じゆ理りの体当たりをまともに食らい、二人揃そろって地面へ横よこ倒だおしになった。ともすれば手にした包丁で樹じゆ理りの頰ほおを切きり裂さくところであった。龍りゆう二じは慌あわてて刃は物ものを投げ捨て、腹部にしがみつく樹じゆ理りの顔を両手で摑つかんだ。

「お前、どうしてここへ!?　何やってんだよ！」

「それはオレのセリフだ！　アニキ、オレは言ったよな！　アニキさえいればオレはそれでいいって、ハッキリそう言ったよな！」

　樹じゆ理りの顔は、涙なみだでぐしゃぐしゃになっていた。怒いかりで見開かれた両目からは大おお粒つぶの雫しずくが止とめどなく溢あふれ、下まぶたはすっかり赤く腫はれ上あがっていた。樹じゆ理りは拳こぶしで龍りゆう二じの胸をドンと叩たたいた。鬱うつ憤ぷんを晴らすように、力いっぱい何度も叩たたいた。

「この！　くそ！　このクソ兄貴！　オレのために復ふく讐しゆうか!?　オレのためにコイツを殺そうってか!?　そんなことして一体なんになるんだよ！　そんなことで、オレとアニキは本当に自由になれんのか!?」

「じ、樹じゆ理り……？」

「落ちるのはもうやめにしよう、アニキ。自由に生きる翼つばさを、オレはアニキに貰もらったんだ。オレにはそれで充じゆう分ぶんだ。くだらない悩なやみなんて全部忘れて、どこまでだって飛んでいける。だからアニキも、終わったことなんて全部忘れちまえよ」

　樹じゆ理りは言った。そしてトドメの一いち撃げきとばかりに、龍りゆう二じの胸を渾こん身しんの力でもう一度叩たたいた。その痛みと衝しよう撃げきが全身に響ひびき渡わたり、龍りゆう二じの中で、言葉にならない感情が爆ばく発はつしたように溢あふれ出だした。

　苦しい。苦しい。苦しさの先に、光。希望。龍りゆう二じの体を重く引きずっていた苦痛の過去が、切きり離はなされる。

　そうだ、樹じゆ理りではなかったのだ。救おうとしていたのは、自分自身だったのだ。そしてその救い方すら、間ま違ちがっていたのだ。後こう悔かいの残り火を追いかけて消けし潰つぶそうとしても、自分が救われることはなかったのだ。

「なんだよクソ、こんなのってアリかよ……っ、大馬鹿者だ、俺は。ありがとう、ありがとな、じゅりぃ……」

　龍りゆう二じは何度も嗚お咽えつを漏もらして激しく泣きじゃくった。横おう隔かく膜まくがブルブルと震ふるえ、何度も咳せき込んで苦しそうに喘あえいだ。樹じゆ理りは龍りゆう二じの手から離はなれて立ち上がり、うずくまる龍りゆう二じへ手を差さし伸のべた。龍りゆう二じはよろよろと腕うでを伸のばし、その手を摑つかもうとした。

　だが、そのときだ。涙なみだにまみれた龍りゆう二じの目が、樹じゆ理りの背後に立つ父親の姿を捉とらえた。

「……ッ！」

「このクソガキどもめ！　お前らまとめて地じ獄ごくへ落ちろ！」

　父は叫さけんだ。そして龍りゆう二じの落とした包丁を頭上高く振ふり被かぶった。龍りゆう二じは咄とつ嗟さに目を瞑つぶった。既すでに反はん撃げきへ移れる気力は残されていなかった。最悪の結末が脳のう裏りをよぎり、絶望を覚えた。だが遂ついに、その結末は訪おとずれなかった。

「甘いんだよ！」

　樹じゆ理りはノールックでその長い脚あしを後方へ振ふり上あげ、包丁を握にぎった父の手を強したたかに蹴けり抜ぬいた。手の骨を砕くだきかねないほどの強きよう烈れつな一いち撃げきだった。父は声にならない悲鳴を上げ、腫はれた手を押さえて地面にうずくまった。

「っ……、実の親に向かってなんてことを……クソ！」

「お前が言うか？　実の子供に向かってそんなもん振ふりかざして、ホントにどうしようもねークズだよお前は。ホラ立て！」

　樹じゆ理りはそう言って父の胸むな倉ぐらを摑つかむと、強ごう引いんに引っ張り上げた。顔には憤ふん怒ぬの皺しわが深々と刻まれていた。小学生とは思えないほどの、並々ならぬ迫はく力りよくであった。

「ホントはオレだってドタマにきてんだよ。間ま違ちがってもテメェを助けに来たわけじゃない、勘かん違ちがいするんじゃねーぞ？」

「ヒッ……」

「いいか、もう二度とオレたちの前にそのツラを見せるな。オレのウチにも、この町にも。どこにでも好きなところへ行って、勝手に野垂れ死ね。じゃなきゃ次会ったときがお前の命日だ。このオレが殺してやる」

　そして樹じゆ理りは、手を離はなすとともに父の腹を思い切り蹴けり飛とばす。父の体は無様に地面を転がり、土つち埃ぼこりにまみれた。それを追いかけ、追つい撃げき。これまでの恨うらみを全て詰つめ込んだ、蹴けりの連打。樹じゆ理りの足の方が逆に心配になるほどの、執しゆう念ねんに満ちた仕返しだ。龍りゆう二じは思わず樹じゆ理りを止めた。樹じゆ理りは肩かたで息をしながら、ボロ雑ぞう巾きんのようになった父を見下ろした。決着はついた。

「さぁ行け！　オレたちの前から消えろッ！」

　樹じゆ理りが叫さけぶと、父は顔中を恐きよう怖ふの色に染め上げ、狼おおかみに睨にらまれた子こ兎うさぎのように四よつん這ばいのまま駆かけ出だした。獣けもの道みちへ飛び込めば、もうどこへ行ったかはわからない。だが樹じゆ理りは、もう二度と会うことはないだろうと確信めいた思いを抱いだいていた。

「……ったく、あんなヤロウに今までビクビクしてたとはな。自分で自分が情けねーよ。ほらアニキ、もう一度だ」

　樹じゆ理りは再度手を差し出す。龍りゆう二じは小さく頷うなずいてその手を取り、立ち上がった。二人はしばらく手を握にぎり合あい、言葉もなく見つめ合った。

「……ま、普ふ通つうの男女ならここでキスの一つくらいするんだろうな」

「……映画みたいにか？」

「そうさ。じゃなきゃつまんないだろ？　人生はドラマチックじゃねーと」

「なるほどね……まあ、お前がそれを望むのなら聞いてやらんでもないが……」

「ちょ！　ば、バカヤロウ！　あくまで普ふ通つうの男女だったらって話だよ！　オレたちは兄きよう妹だいだぜ!?　んなことするわけねーだろうが！」

　そう言って、慌あわてた様子で樹じゆ理りは手を振ふり解ほどいた。その顔はありえないくらい真っ赤になっていた。龍りゆう二じはその様子を見て、この一日で初めて笑った。

「そうだな。俺たちは兄きよう妹だいだ。それ以上でも以下でもない」

「そ、それよりアニキ、ヒコーキの方は悪かったな……アレじゃあもう飛べそうにねぇよな」

「ん？　ああ、アレか」

　龍りゆう二じは実験機の墜つい落らく地点へと目を向けた。そこには木々との衝しよう突とつで無残なまでにバラバラになった機体の破は片へんが散らばっていた。頑がん丈じようなはずのカーボンフレームまでポッキリ折れてしまっていたから、確かに修復は不可能だろうと思えた。

「まあ、いいってことよ。こんなとこまで飛んでこられたってことは、実験の方は成功だったんだろう？　あれを作った企き業ぎようの連中には怒おこられるだろうが、そんだけのことだ」

「そっか、ならいいんだけどよ……」

「それより、俺は少しでもお前が飛んでるところを見られてよかった。いつかはちゃんとパワーのある機体を作って、俺もあんな風に飛んでみたいもんだ」

　龍りゆう二じは言った。そして残ざん骸がいに歩み寄り、剝むき出だしになった電装部品の中から小さな箱のようなものを引ひき抜ぬいた。それはＥＬＹＴＲＯＮの本体とも言うべきメインコンピュータで、この一日の飛行データが全て収められていた。

「よしよし……それじゃ、飛行場に戻もどるとするか。きっと今いま頃ごろ高たか嶋しまたちが泡あわを食ってお前のことを探し回ってるだろ」

「オレだけじゃない、アニキのこともだ」

「ああそうか、そうだな。さっきからスマホが鳴り続けてやがる」

「……なぁアニキ、最後に一つ聞いていいか？」

　樹じゆ理りは言った。龍りゆう二じはコンピュータをポケットに仕し舞まい込むと、振ふり返かえって樹じゆ理りの方を向いた。

　陽光を背に、真まっ直すぐに立つ樹じゆ理り。血は半分違ちがっていても、確かな絆きずなで繫つながっている。世界で唯ゆい一いつの、大切な妹だ。

「アニキはなんで、空飛ぶバイクなんてものを作ろうと思ったんだ？」

　樹じゆ理りは問いかけた。一いち迅じんの風が吹ふき抜ぬけ、短い髪かみを揺ゆらしていた。龍りゆう二じはすぐには答えなかった。少しでも長く、この幸福な時間を嚙かみ締しめたいと思ったからだ。龍りゆう二じは樹じゆ理りの姿をしっかりと網もう膜まくに焼き付け、それから静かな口調で語った。

「映画で見たんだよ。親おや父じを刺さして、追い出して、その次の夜のことだ。親おや父じが今にも復ふく讐しゆうに来るんじゃないかって、俺は眠ねむれもしないでビクビクしてた。そんなときにテレビでやってたのが、タイトルも忘れちまったがその映画だ。その映画の中で、主人公が乗ってたんだよ。なんだかよくわからん隔かく離り施し設せつみたいなところから逃にげ出だして、自由に向かって。意味もわからないのに夢中で見てたよ。どこかで自分と重なって見えたんだ。だからその日から、俺にとってはその『空飛ぶオートバイ』が自由の象しよう徴ちようなんだ」

　そして龍りゆう二じは樹じゆ理りの手を取った。さて、次はどんな夢を描えがこうか。龍りゆう二じは大空を見上げ、深く息を吐はいた。入道雲が天高くそびえ、まるで二人が飛んでくるのを待まち侘わびているかのようであった。














エピローグ









　二台の自転車が、山道を並んで走っていた。左右の森は青黒く葉を茂しげらせ、いよいよ夏本番といった様相だ。八や千ち代よは額に汗あせを浮うかばせ、二つ結ゆいの髪かみをじっとりとした風になびかせていた。

「あーぁ、なんか楽しいことないかなぁ」

「……やっちゃんてば、最近そればっかり」

　横でペダルを漕こいでいた玲れ奈なが、呆あきれたような顔をして言った。というのも、このところの八や千ち代よは五分に一回のペースで同じようにぼやいていたのだ。楽しいことはないか、面おも白しろいことはないか。ほとんど口くち癖ぐせであった。

「だってさ、刺し激げきがないんだもん。夏休みだろーがなんだろーが、どーせ毎日似たようなことの繰くり返かえしでしょ？　つまんなくない？」

「私はそれほどだけど」

「えー、まじで言ってる？　やっぱ中学でも速はや水みくんと同じクラスになれたから？　毎日制服姿の速はや水みくんを視し姦かんできてご満まん悦えつって感じ？」

「人のことを変態のように言わないでほしいのだけど……というか、何度も言うけど裕ゆう太たさんのことなんてなんとも思っていないわ」

「授業中もチラチラチラチラずっと見てるくせに？　あんまり様子が変だからって、速はや水みくんこの間先生に相談してたよ？」

「えっ……やっちゃん、噓うそだよね？」

「あーぁ、ホントに楽しいことないかなぁ。去年はよかったよ、面おも白しろいことばっかりじゃなかったけど、刺し激げきがあったもん」

「ちょっとやっちゃん、話を逸そらさないで」

　八や千ち代よは天を仰あおぎ、はぁと溜ため息いきを吐ついた。空には雲の一つもなく、その虚きよ無む感かんがかえって八や千ち代よの満ち足りない気持ちを増大させていた。

「あれからジュリちゃん、人が変わったみたいだもんね。授業は真面目に聞いてるし、宿題もちゃんとやってくるし、男子に裸はだか踊おどりさせて悦えつに入いったりしてないし。おかげであたしたちまですっかり真面目ちゃんになっちゃったよ」

「まあ、悪いことではないのではなくて？　もう中学生なんだし、子供っぽいのにもいい加減飽あきてきたもの。いい機会だわ」

「それはそうだけど、ちょっと寂さびしいじゃん。やりたいことなんて、あたしはまだはっきり見つかってないんだもん」

「心配しなくても、その内見つかるわ。可能性は無限大だもの」

「妙みようなことを言うねぇ、レナっち。まぁ、レナっちは夢見る乙おと女めだもんね。速はや水みくんがどう思ってるかは知らないけど」

「……どうしてまた裕ゆう太たさんが出てくるのかしら？」

「あーぁ、二人ともいいなぁ。キラキラキラキラ、目が眩くらみそうだよ……ねぇジュリちゃん、あたしをこんな気持ちにさせて、ジュリちゃんは楽しい？」

　と、八や千ち代よは不意に問いかけた。荷台の自分と背中合わせになって自転車を漕こぐ、樹じゆ理りへ向かって。樹じゆ理りはフンと鼻を鳴らすと、いつものぶっきらぼうな調子で答えた。

「苦しめ苦しめ。興味本位のお節せつ介かいの代だい償しようだ」

「……そういうところはなんにも変わらないよね、ジュリちゃん」

「悪いか？」

「まぁ、悪くはないけど……少しは感謝してくれてもいいのにな、って」

「感謝ならしてるぞ。それこそ、言葉じゃ表あらわせないくらいにな」

　樹じゆ理りは言った。そして悪いた戯ずらにグイとペダルを踏ふみ込み、自転車を大きく揺ゆさぶった。八や千ち代よは必死に荷台へしがみつき、樹じゆ理りへ恨うらめしそうな視線を向けた。

「これが感謝の印ぃ？」

「刺し激げきが欲ほしかったんだろ？　ってか、何もこのタイミングでブーブー言うことはないだろうが。今日からまた夏合宿の始まりなんだから、面おも白しろいことだってすぐに見つかるだろ」

「まぁ、そうかもしれないけど……」

　そう言って口をへの字に曲げる八や千ち代よの心境は複雑だった。確かに、楽しいことはこの夏もいろいろとあるだろう。今年はシミュレーションだけでなく、去年の樹じゆ理りみたいに実機で空を飛ぶこともできるかもしれない。だが、それを心の底から楽しみに待っていた樹じゆ理りと自分を比べてしまうと、どうしようもなく空くう虚きよに感じられてしまった。

　つまるところ、退たい屈くつの原因は樹じゆ理りなのだ。樹じゆ理りがあまりにも楽しそうだから、取り残されているように感じてしまっているだけなのだ。八や千ち代よは少しだけ、去年の自分を恨うらめしく思った。

「……ほんと、感謝してよね？　ジュリちゃん」

「ん？　なんか言ったか？」

「なーんでも！」

　八や千ち代よはそう言うと、仕返しとばかりに後頭部を樹じゆ理りの頭へぶつけた。しかし樹じゆ理りは、八や千ち代よがわざとそんなことをしてきたということにすら気付いていなかった。それほどまでに、樹じゆ理りの気持ちはこれからのことでいっぱいであった。

　一年が経たった。そしてようやく、夏休みが来た。待まち侘わびていた再会の瞬しゆん間かんは、もう目の前にあった。

　舗ほ装そうされた道路を外れ、二台は狭せまい凸でこ凹ぼこ道みちに入った。何度もタイヤを取られそうになりながら、樹じゆ理りは一心不乱に自転車を漕こいだ。また会える。兄に。龍りゆう二じに。疲つかれも忘れて、必死に漕こいだ。たった数十メートルが、言いようもなくもどかしかった。

　そして樹じゆ理りは飛行場に出た。熱気の向こうに、一台の古びたバンを認めた。その横には三期連続の監かん督とく隊たい長ちようを拝命した龍りゆう二じが立ち、樹じゆ理りに気付いて大きく手を振ふっていた。
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　最近つくづく買い物が難しい時代になったと感じます。もしかすると昔からずっとそうなのかもしれませんが、とにかく買いたいものが買えません。売り切れてしまっています。

　最新のゲーム機も、昔は普ふ通つうに店先に並んでいたんですけどねぇ。抽ちゆう選せんなんかしなくても、普ふ通つうにお金出せば買えたんですけどねぇ。

　単に生産が追いつかないだけなのかもしれませんが、いろいろと深読みしてしまいます。かつて、フェラーリの創業者であるエンツォ・フェラーリはこう言ったそうです。「欲ほしがる客の数よりも、一台少なく作れ」。ビジネス的には正しいことなんでしょうけど、あぶれた一人のお客さんの気持ちを考えるとやるせない気分になります。

　最近は何もかもそんな風に売られるようになったと感じます。作られる数は少なく、欲ほしがる人は多く。少ないからこそ、手に入らないからこそ価値が生まれ、更さらにみんなが欲ほしがるようになり、手に入れられた人は喜々としてそれを自じ慢まんする。

　体験を消費する現代社会においては、買い物一つとってもストーリーが重要になる。手に入れるまでのプロセスが、時として商品そのもの以上の価値を持つ。それがいいことなのか悪いことなのか、僕ぼくにはわかりません。でもなんだかんだ言って、レアなものが手に入ったら自じ慢まんするんでしょうね。ＳＮＳで。

　とにかく何が言いたいかというと、転売厨ちゆうは◯ねってことです。ハイ。

　もうね、必要ないなら買うなと。使いもしないものを買うために並ぶなと。ゲーム機しかり、マスクしかり、キャンプ道具しかり。それを本当に使う人、使うことで本来の価値を引き出せる人のために、残しておけと。

　欲ほしいものがちゃんと定価で手に入る。そんな未来が待ち遠しいですね。と、本編とは全く関係のない話をしてしまいました。佐々山プラスです。




　謝辞を申し上げます。毎度ながら的確なアドバイスをいただきました、担当編集のＡさん、Ｋさん、ありがとうございました。今回は特にネタ出しも長かったので、ご面めん倒どうをおかけしたと思います。イラストレーターのろ樹きさん、素す敵てきなイラストありがとうございました。作品に足りなかったものを、美しく補完していただけたように感じています。ReadyToCreateの面々にも感謝しています。そして今回は特に、日ひ頃ごろから僕ぼくを支えてくれている愛する妻に感謝の気持ちを伝えたいと思います。ありがとう。

　ただやっぱり一番は、今これを読んでいただいている貴方あなたです。少しでも面おも白しろかったと思っていただけたら幸いです。ありがとうございました。


佐さ々さ山やまプラス






























家いえ出で中ちゅうの妹いもうとですが、バカな兄あに貴きに保ほ護ごされました。
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